
人口情報

昭和57年度

財団

法人

58 

t17 I 
/( 

昭和 58年 2 月 f2. 

人口問題研究会



はじめに

人口問題を恒久的に調査研究するために昭和8年に創立された財団法人人口問題研究会は，戦

前および戦時には，人口問題全国協議会を設けて，人口教育と人口政策を精力的に推進し，戦後

は人口対策特別委員会を組織して，家族計画の普及から人口資質向上に至る四つの対策を次々と

審議発表し，政府と世論に訴えた。また各種の調査研究結果の広報を「人口問題資料」 （通算81

号〉シリーズの形て世に送った。しかし，近来人口問題が世界的にも圏内的にもますます重要性

と複雑さを加えてきた情勢に対応し，昭和49年〈世界人口年〉からは，さらに企画を改め，新た

に日本人口会議および人口問題研修会の開催に併せて， 「人口ニュースレター」・「人口情報」・

「人口資料」・「海外人口情報」・「人口年報」の名称のもとに，それぞれ人口ニュース速報，人口

事情解説，人口統計紹介，国際人口資料調査，人口ハンドプγ グに当たるものを刊行することに

なった。

この書は，昭和57年度における「人口情報」の第1号に当たり，昭和8年本会が，人口問題を

恒久的に調査研究するために，内務省社会局の中に設置されてから昭和58年は丁度満50周年を迎

えることになった。この機会に，我が国人口問題解決の重要性が朝野の間で叫ばれ始めた昭和初

期に遡って，未公開の資料をも収録し，本会設立の経緯から今日まての活動状況の概要を集録し

たものである。本書の執筆，編集，ならびに資料の収集は，本会常任理事篠崎信男，ならびに本

会評議員上西宮治が担当したものである。

なお，この書は，モーターボート競走公益資金による日本船舶振興会補助金によった。ここに

付記して謝意を表する。

昭和 57年 12月

財団法人人口問題研究会

理事長 曽団長宗

／ 



財団法人 人口問題研究会主催第一回同攻会会合（28頁記事参照〉

創立25周年記念公開講演会昭和33年11月27日 於毎日新聞社（117頁記事参照〉
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人口問j題研究会50.年略史

まえがき

昭和8年10月27日に財団法人人口問題研究会が半官半民で、設立されたが，この研究会が設立さ

れるためには，識者に人口問題意識を認識させる多くの社会的，経済的事象があったことは想像

に難くない。

勿論，人口にまつわる諸事象は，さかのぼれば人間の集団生活体制が出来てから多くの問題事

象を拾いあげることは出来る。特に江戸時代の人口のコントロールを始め庶民の生活の中から問

題点を指摘することは不可能ではないし，また歴史年表をひもとけば， ローマ時代，中国の古い

時代からも人口数などが掲げられているので関心は払われていたことを知るのすあるが，問題意

識としてこれが為政者または有識者に如何に受け止められていたかは詳かでない。

本稿では人口問題研究会が昭和田年10月27日に満50周年を迎えるに当り，本財団が出来るに到

った前史とでも言うべきものを探り，設立してからの本研究会の活動状況を現在に到るまで略述

して50年史を刊行し，大方諸賢の参考に供する次第である。
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人口問題研究会設立の前史

記録に依れば識者の関心となった社会現象は大正6年頃から日本に流行した流行性感冒，俗に

言うスペイン風邪である。 したがって大正7年には149万3千， 死亡率としては27.説。という異

常な死亡を記録したことと，米価騰貴による米騒動をあげることが出来る。

こうした社会的事象は識者の聞に人間の集団というものに目を向けさせる契機となったことは

否定出来ないように思われる。

そして， また大正12年は関東大震災で局地的とは言え天災地変による人的損傷ということで，

こうした問題意識は続いたと思われるが，決定的となったのは，何んと言っても昭和2年のパニ

ッグであろう。

すなわち，人口と食料，人口と疫病の問題意識から人口と天災， そして人口と失業という事態

に応じて，人口問題意識は有識者にはっきりした形で認識され出したと言ってよい。

以上のことから昭和2年7月7日から昭和5年包月末までに内閣に「人口食糧問題調査会」と

いうのが設置されたことからも察知出来る。そしてこの調査会の中に人口部というのがあり永井

亨氏を中心として委員が任命されている。本調査会の一覧表を次頁に示そう。

また一方，多くの学識者が人口問題について討議してもいる。すなわち食糧問題を中心にした

ものは藤山雷太氏，木村増太郎民，小平権一民が論じ，人口資質を中心とした議論は三宅膜一氏少

永井潜氏， 戸田貞三氏によって行なわれている。更に人口対策問題については，矢野恒太氏，下

村宏氏， 高木友三郎氏が議論していた。

したがって，昭和2年には人口問題意識の下に有識者が集まり，

喚起したことが伺える。

これらの発言は一段と世論を

こうしたことから人口問題に関する調査機関の設置に関する問題が起るが， これを建議したの・

は永井亨氏と新渡戸稲造民であった。こうした建議は昭和3年2月4日の特別委員会に提出され

た新渡戸稲造委員の人口研究機関設立に関する議案に端を発するのである。その建議案は8頁以

降の如くである。

そして当時イタリーにあった国立人口研究所の紹介文も添付されている。

..,....., 2 ー

1 

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第1条

第2条

第3条

第4条

第5条

第6条

第7条

人口食糧問題調査会一覧

（昭和2年10月1日現在〉

人口食糧問題調査会官制 （昭和2年7月7E) 
勅令第222号公布j

人口食糧問題調査会ハ内閣総理大臣ノ監督ニ属久関係各大臣ノ諮詞ニ応ジテ人口問題

及食糧問題ニ関スノレ重要ナノレ事項ヲ調査審議ス

調査会ノ、前項ニ付関係各大臣ニ建議スルコトヲ得

調査会ハ会長1人， 副会長2人及委員46人以内ヲ以テ之ヲ組織ス

特別ノ事項ヲ調査審議スノレ為必要アルトキハ臨時委員ヲ置グコトヲ得

会長ハ内閣総理大臣ヲ以テ之ユ充ツ

副会長ハ内務大臣及農林大臣ヲ以テ之ニ充ツ

委員及臨時委員ノ、内閣総理大臣ノ奏請ニ依リ内閣ニ於テ之ヲ命ズ

会長ハ会務ヲ総理ス

副会長ハ会長ヲ輔佐シ，

代理ス

会長事故アルトキハ内閣総理大臣ノ指名スル副会長其ノ職務ヲ

調査会ニ幹事長及幹事ヲ置ク，内閣総理大臣ノ奏請ニ依リ内閣ニ於テ之ヲ命ズ

幹事長ハ会長及副会長ノ指揮ヲ承ケ庶務ヲ掌理ス

幹事ハ上司ノ指揮ヲ承ケ庶務ヲ整理ス

調査会ニ書記ヲ置ク，内閣ニ於テ之ヲ命ズ

書記ハ上司ノ指揮ヲ承ヶ庶務ニ従事ス

附 貝日

本令ハ公布ノ日ヨリ之ヲ施行ス

人口食糧問題調査会議事規則

会議ノ日時及場所ハ会長之ヲ定ム

／昭和2年7月20日、
＼第1回総会決定j

会長ハ会議ノ議長ト為リ議事ヲ整理ス

会長， 副会長共ニ事故アルトキハ会長ニ於テ指名シタfレ委員臨時議長ヲ代理ス

会議ハ委員（臨時委員ヲ含ム以下同ジ〉三分ノー以上出席スノレニ非サレバ之ヲ開グコトヲ

得ス

議席ハ予メ抽畿ヲ以テ之ヲ定ム

発言セγ トスル者ノ、議長ノ許可ヲ受グベシ

発言ハ議席エ於テ起立シテ之ヲ為スベシ

議事ノ整理上必要アルトキハ議長ハ発言ヲ止メ又ハ議事ヲ中止スルコトヲ得
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長

官職名又ハ位勲功爵

ム．
-;is; 

電話番号

九（33)0510

青（36)5658
6043 

所

麹町，三番， 71

東京市外，目黒，上目黒，五本
木， 2658

副

席

号

l

l

委

議

番

；

：

II'" 

関係各庁職員其ノ他会長ニ於テ適当ト認メタル者ノ、会議ニ出席シ議案ノ説明ヲ為シ又ハ第8条

住現氏

鈴木喜三郎

山本悌二郎

名

臣

臣

大

大

務

林

内

農

電話番号所住現名氏

武藤 芝（43)0125

小（85)2850

芝，南久間， 2ノ18

小石川，小日向台，

金吉

小（85)0205

高（44)0055
0056 

四（35)1880

高（44)5175

青（36)0244
1374 

西浦810

高（44)0791

四（35)1119

小（85)4800

高（44)3455

銀（57)2506
3000 

九（33)1880

高（44)5310
大森167

小（85)3070

1ノ75

大阪市南区順慶町通3ノ50

小石川，原， 126

東京市外，荏原下蛇窪， 575

人口部

議席委員文ハ
番号臨時委員

5 委員

新渡戸稲造

平兵衛

亨井

園

4

7
滝

団

内
ソ
れ
園
、
、

A

U

J
川噌

’

’

田

台

黒

穏

初
日
子

’

下

計

谷

木
’
パ
l

ケ

々
里
山

L

駄

代

目

出

千

同

同

同

一

介

・

治

亮

謙

五

舜

直

田

井

尾

口

藤

今

宮

溝

貴族院議員

従三位勲二等

貴族院議員伯爵

員委

同

同

京都市上京区小山下総町31ノ1

東京市外，大崎，上大崎， 444

山本美越乃

宇佐美勝夫

京都帝国大学教授

資源局長官

中野，本郷， 101同三

雄

徳

英

福田東京商科大学教授

臨時委員

員委

同

同

同

本郷，駒込追分， 26

429 白金三光，長岡隆一郎 i芝，

1ノ5

同 下六番， 26

東京市外，入新井，不入斗，
1473 

本郷，

社会局長官

逓信政務次官

内閣統計局長

貴族院議員

内務次、官 切通坂， 17

東京市外，滝野川， t西大原， 726小（85)0620

麻布，三河台， 28

森

永

大蔵次官 ι黒田

清』麹町，内幸，

麿

士

同

康

嘉

青（36)5454

高（44)5256

青（36)7722

高（44)0561
1610, 1611 

四（35)0011

杉山四五郎

塩沢

蔵

武

略

米

尚
6 芝，三田小山，

修正ノ動議ヲ提出セントスル者ノ、案ヲ具シ之ヲ議長ニ差出スベシ但シ簡単ナノレモノハ口

頭ヲ以テ陳述スノレコトヲ得

動議ハ賛成者アルニ非ザレバ議題ト為スコトヲ得ズ

議事ハ出席委員ノ過半数ヲ以テ之ヲ決ス可否同数ナノレトキハ議長ノ決スノレ所ニ依ノレ

採決ノ、起立ニ依ル但シ議決ニ依リ記名投票又ハ無記名投票ヲ用フノレコトヲ得

委員建議案ヲ発議セントスノレトキノi、案ヲ具シ理由ヲ附シ委員10人以上ノ賛成者ト共ニ連

署シテ之ヲ議長ニ差出スベシ

調査会ニ人口部及食糧部ヲ置ク

人口部ハ人口問題ニ関スJレ事項ヲ掌ノレ

食糧部ハ食糧問題ニ関スル事項ヲ掌Jレ

委員ノ所属部ハ会長之ヲ指定ス

部ニ部長ヲ置キ人口部ノ部長ハ内務大臣タノレ副会長ヲ以テ，食糧部ノ部長ハ農林大臣タ

Jレ副会長ヲ以テ之ニ充ヅ

部長ハ審査ノ経過及結果ヲ本会ニ報告スベシ

部会ニハ本会ニ関スノレ規定ヲ準用ス

部長ハ調査ノ為必要ト認メタルトキハ特別委員ヲ設クルコトヲ得

特別委員ハ当該部ニ属スノレ委員中ヨリ部長之ヲ指名スー

特別委員ハ其ノ互選ヲ以テ委員長ヲ置ク

委員長ハ審査ノ経過及結果ヲ部会ニ報告スベシ

特別委員会ニハ本会ニ関スル規定ヲ準用ス

部長ハ必要ト認メタノレトキハ他ノ部ノ部長ト協議ノ上両部メ特別委員ノ酎合会ヲ設クル

コトヲ得

取合会ニ属スル特別委員ハ其ノ互選ヲ以ラ聯合会委員長ヲ置グ

聯合会委員長ハ聯合会ノ審査ノ経過及結果ヲ両部会ニ報告スベシ

聯合会ニハ本会ニ関スル規定ヲ準用ス

議事録ハ幹事之ヲ作成スベシ

本則ニ規定ナキ事項ハ会長之ヲ決ス

意見ヲ陳述スノレコトヲ得

第9条

官職名又ハ
位勲功爵

内務政務次官

貴族院議員

同

従四位勲四等

員第四条

第11条

第12条

第13条

同

臨時委員

同

同

同

田

下条

内田

昌貞

田

崎

前

津

官

員

長

議

局

院
制

議

法

衆

員

臨時委員

45 

47 同

第14条

第15条

秋

臨時委員

同

員委

委

6

8

9

1

日

目

白

U

Z

M

m

幻

初

出

お

お

訂

第16条

第17条

第四条

第四条

第20条

第21条

柳沢保恵

藤村義朗東京市外，

宏神戸市西宮区内，

東京市外，渋谷，
跡， 1840

問 中野．本郷根河原， 136

931 

東京市外，千駄ヶ谷， 562

8ノ1

中野，上ノ原，

田，芝

六甲苦楽園

下渋谷，伊達 高（44)7800

西858村下' 会

席

号

1

議
番

j 四（35)0753

勘重
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森外務政務次官

貴族院議員伯爵

貴族院議員男爵

従三位勲三等

49 同

50，同

同

同

臨時委員

隆英

気賀

四条商工次官男爵員

ー

よ

円

A

n

o

z

u

R
U
F
h
d
－

R

U

F

O

 委

人口食糧問題調査会職員く昭和2年10月1日現在〉

長

電話番号

銀（57)0121

所住ー

麹町，永田，.2メ14

-4-

現名

－
義

民

田中

官職名又ハ位勲功爵

男爵内閣総’理大 i臣



’,C( 

57 委員

58 同

59 同

61 同

衆議院議員粕谷義三牛込，若松， 72 牛（34)1015

外務次官出淵勝次麻布，飯倉片， 31 青（36)0400

衆議院議員鈴木富士弥富伊良渋谷，上渋谷， 青（3仰 08

鉄道政務次官上埜安太郎同 碑会，碑文谷，1450ノ7号高（44)5699

64 同 衆議院議員井上雅 二同 高田，巣鴨， 3553 牛（34)2865

高（44)482565 臨時委員 内務参与官加藤久米四郎芝，白金猿， 33

66 委員 磯村豊太郎同高輪南， 30 高（44)1249

67 臨時委員 司法次官小原 直東京市外，中野，上町， 2634 四（35)4669

69 委 員 内閣書記官長鳩山一郎小石川，音羽， 7ノ10 牛（34)0324

74 臨時委員 従三位勲一等回付七太本郷，竜岡， 14 小（85)5810

食糧部

議席委員文ハ
番号臨時委員

時傍長民 名 現 住所 電話番号

北海道 札幌市北八条西六丁目
帝国大学総長佐藤昌介北海道帝国大学4 臨時委員

7 委員

10 臨時委員

12 同

商工政務次官吉植庄一郎赤坂，台， 77 青（36)6120

陸軍主計総監三井清一郎東京市外，中野， 1013 四〔35)1121

逓信次官桑山鉄男同 諸井，新井宿，子母沢，高（44)0106

13 委員

14 臨時委員

農林次官阿部寿準同 巣鴨，池袋，丸山， 1563 大（86)1407

鉄道次官八回嘉明同 西巣鴨，巣鴨， 13 大（86)2258

19 同 衆議院議員堤 清六同 渋谷，下渋谷，猿楽， 762青（36)7703

20 委 員勲五等梶原仲治 同 大崎，下大崎， 89 高（44)1298

22 同 貴族院議員中川小十郎同 戸塚，諏訪， 19 牛（3心2277

23 臨時委員東京帝国大学教授鈴木梅太郎同 渋谷，上渋谷， 141

25 委 員 貴族院議員藤山雷太芝，白金今里， 14

青（36)1398

高（44)1545

28 同

29 同

従三位勲二等稲垣乙内東京市外，目黒，下目黒， 348 高（44)0057

正四位勲三等月田藤三郎赤坂，青山南， 6ノ135

32 臨時委員 安川雄之助小石川，関口台， 55

34 同 武智直道麻布，市兵衛， 2ノ13

36 委 員 衆議院議員小山松寿赤坂，青山高樹， 12ノ5号

本郷，元， 1ノ5
38 臨時委員 農林参与官砂田重政文化アパートメント

39 同 従七位勲六等有島健助四谷，東信濃， 27

40 委 員 貴族院議員犬塚勝太郎神奈川県鎌倉郡鎌倉町

青（36)0618

牛（34)2704

青（36)6411

青（36)7338

小（85)5901
7536 

四（35)4125

41 聞東京帝国大学教授伯爵林博太郎東京市外，代々幡，幡ケ谷， 399四（叫；究

42 同 農林政務次官東 武芝，白金三光， 269 高（44)5182

- 6ー

43 委 員 衆議院議員三輪市太郎麹町，三年， 2 銀（57)0248

44 同 貴族院議員子爵前回利定東京市外，西大久保，南裏， 421四（35)0006
0007 

45 同 法制局長官前田米蔵麻布，三河台， 28 青（36)5454

46 臨時委員 勲 三 等佐藤友右衛門新潟県北蒲原郡水原町

48 委員 鈴木三郎助芝，高輪南， 59

54 臨時委員東京帝国大学教授岩住良治東京市外，巣鴨， 1470

高（44)0770

大（86)2174

56 委 員 大蔵政務次官大口喜六小石川，指ヶ谷， 7 小（85)2072:

60 同 従三位勲三等男爵村上隆吉岡 若荷谷， 57 小（85)0422

62 同 朝鮮総督府政務総監湯浅倉平朝鮮京城府光化門通朝鮮総督府

63 同 従四位勲四等有賀光豊岡 京城府松規洞49

68 同 東東帝国大学教授矢作栄蔵東京市外，千駄ヶ谷， 562 青（36)1630

69 同 内閣書記官長鳩山一郎小石川，音羽， 7ノ10 牛（34)0324

70 同 台湾総督府総務長官後藤文夫台北市文武町台湾総督府

71 同 衆議院議員広瀬為久赤坂，青山南， 6ノ103 青（36)1177

72 同 正四位勲二等牧 朴真東京市外，千ヶ駄，穏田， 173 青（36)1209

73 臨時委員 文部政務次官山崎達之輔同 西巣鴨，宮仲， 2570 大（86)2150

幹事長

官職名 氏

内閣書記官長 鳩山

幹事

官 職 名 民

名

良日

名

現住所

小石川，音羽， 7ノ10

＼ 
〆j

現住所

電話番号

牛（34)0324

内閣書記官 横溝光輝 四谷，北伊賀， 7

電話番号

四（35)5043

高（44)4160

牛（34)5970

小（85)5650

内閣拓殖局書記官 北島謙次郎 東京市外，大井，林附， 334

内閣統計局書記官 高田太 牛込，矢来，三，中ノ丸 22

法制局参事官 村瀬直養 本郷，駒込林， 196

資源局書記官 植村甲午郎

外務書記官 石射猪太郎

内務書記官安井英一

同 大島辰次郎

社会局部長守屋栄夫

社会局書記官 川西実ー

赤坂，青山南， 3ノ51 青（36)6137

東京市外，滝野川，西ケ原， 565 小（85)1199

麹町，中六番， 52 九（33)0638

牛込，市ヶ谷，薬王寺， 45 牛（3の0484

東京市外，滝野川，西ケ原， 74 小（85)1051

麹町，上二番， 40 九（33)2629

大蔵書記官

農林省農務局長

川越丈雄 東京市外，渋谷，中渋谷，大向， 825 青（36)2053

松村真一郎 4 麹町，上二番， 39 九（33)3212
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理事会ノ議ヲ経会長ノ推挙スノレ人ヲ以テ会員トス（大体五十人位トス〉

第3条 i 本会ハ人口問題三関スル諸般ノ調査研究ヲ為シ以テ人口問題ノ解決ニ貢献スルヲ目的トス

人口ニ関スル諸問題ヲ研究スル学会トシ我国現ポメ人口問題ノ解決ニ資スルト共ニ

在寿府国際人口研究会ト耶絡ヲ取ルモYトス

人口問題研究機関組織方法諸案

新渡戸稲造委員〈昭和3年10月26日提出〉

単ニ会員会合研究ヲナスモノ

進ンデ雑誌其ノ他ノ刊行ヲ頒布交換スルモノ

一，寄附金ニ依リ基金ヲ設クルモノ

二，会費ヲ主トスルモノ

三，会費ヲ主トスノレモ特ニ政府ノ補助金ヲ受クJレモノ

一，単ニ人口問題ニ造詣深キモノヲ会員トスルモノ

本会ハ前条ノ目的ヲ達スル為次ノ事業ヲ行フ

一g一

二，進ンデ社団組織トスルモノ

ー，人口問題研究ノ発表

二，人口問題ニ関、ン政府ニ対スル建議

国際人口研究会トノ聯絡

其ノ方法トシテ F

一，人口問題ニ関スル調査研究及其ノ結果ノ公表

（註〉ー，調査決議ノ発表

本会ハ社団法人人口問題研究会ト称ス

本会ハ人口問題研究者ヲ以テ組織ス

（註〉人口問題研究者

（日本〉人口学会

（日本〉人口研究会

（日本〕人口問題研究会

（日本〉人口問題調査会

個人組織

機関代表組織〉

混合組織

人口問題研究会

者

家
務

甲案

（乙案

丙案

一，学

二，実

(1) 

(2) 

一， 
ーー－，

ー－，

四，

社団法人

目的

第三，組織

第四，事業

第二，会名

第五，会計

第1条

第2条

第4条

第一．

3 

新渡戸稲造委員提出（昭和2年2月28日）

人口問題ハ恐ク社会ノ存続スル限リ最終ノ解決ヲ見難キモノト信ズ。従ツテ其ノ根本的解決ハ

一朝一夕ニ得難キハ論ヲ侯タズ。故ニ其ノ研究ト調査トハ絶エズ継続スベキモノナレバ其ノ調査

機関モ永久タルヲ要ス。

然ルニ直チニ之ヲ官設トスノレニ就テハ自ラ得失モアノレベケレパ，先ヅ斯道ニ造詣深キモノヲ会

員トスノレ学術的研究機関ヲ作リ一方昨年ジェネグニ創立セラレタル国際人口研究会ト聯絡ヲ取リ

一方我ガ国現下ノ問題タノレ人口問題ノ解決ニ資セシメ γコトヲ希望ス。因テ左ノ議案ヲ提出ス。

人口ニ関スノレ諸問題ノ研究ヲ目的トスル学術的機関ノ設立ヲ謀リ其ノ充実ヲ助成スルコト。但

シ其ノ会J組織ニ関シテハ委員各位ノ意見ヲ求ム。

-8-

電話番号

丸（23)0026

同

銀（57)0120-0121
0390 

丸（23)0586-0587

銀（57)3810-3813

丸（23)1120-1130

丸（23)0300-0309

同

丸（23.)1211-1218

丸（23)0640-0649

同

銀（57)0904,0957 
4443 

丸（23)0450-0479

丸（23)1551-1560

高（44)6270

小（85)2609

大（86)0036

小（85)3092

四（35)0835

109 

戸越， 90

内閣官房総務課

間

内閣総理大臣官舎

内閣官房会計課

外務省通商局第二課

内 務 省 地 方 局 行 政 課

社会局社会部書記室

社会局社会部職業課

大蔵省主計局予算決算課

農林省農務局米穀課

農林大臣官房文書課

商工大臣官房統計課

逓信省管船局監理課

鉄道省運輸局配車課

官

天沼，

東京市外，巣用鳥， 1080

小石川，駕龍， 158

四谷，右京， 24

東京市外，平塚，

小石川，林， 36

東京市外，杉並，

属所

剛

芳

雄

治

確

浩

孝

福次郎

平

郎

蔵

蔵

雄

竜太郎

次

樹

穣

忠

新渡戸稲造委員意見書

名

光

博

慶

義

外

健

善

辰

武

豊

信

貞

保

田

原

早

川

口

田

谷

海

池之上

見

原

井

沢

瀬

田

上

野

川

田

氏

村

天

鳥

堤

和

伊

風

荒

山

漆

石

松

長

戸

村

長

前

士ロ

属

属

属

属

属

属

属

属

属

官

官

官

官

農林省水産局長

農林省畜 産 局 長

名

コμ

コu

コ
い
コ
u

－
言
ロ
吾
－
n

H
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二，調査資料ノ発行

三，講演会

二，人口問題ニ関スル政府ノ諮問ニ対スル答申及政府ニ対スル意見ノ提出

〈註〉国際人口研究者ト聯絡ヲトル

第 5条本会ハ事務所ヲ内閣統計局内ニ置ク

第6条本会ノ経費ハ次ニ掲グルモノヲ以テ之ヲ支弁ス

一，会費

（註〉拾円位

二，寄附金

（註〉ー，基金一万円（篤志家ノ寄附〉

二，随時寄附金

三，補助金

〈註〉一，人口食糧問題調査会ヨリ五00円

二，同調査会廃止後ニ於テハ補助金予算ヲ得

四，其ノ他ノ収入

刊行物ノ売上収入等

〈註〉会計年度ハ一ヶ年トシ四月一日ヨリ翌年三月末日迄トス

第7条本会ニ左ノ役員ヲ置久役員ノ任期ハ凡テ満一ヶ年トス

会長

副会長

顧問

一人

一人

若干人

理事（内一名ヲ理事長トス〉 若干人

第 8条会長及副会長ニハ会員三分ノ二以上ノ同意ヲ得タル人ヲ推挙ス

第 9条会長ハ本会ヲ代表シ会務ヲ統理ス

副会長ハ会長ヲ補佐シ会長故障アルトキハ其ノ職務ヲ代理ス

第四条顧問ハ会員中ヨリ会長之ヲ嘱託ス

顧問ハ重要会務ニ参与ス

第11条理事長ハ理事ノ互選ニ依リ之ヲ定ム

理事長及理事ハ会長及副会長ノ指揮ヲ受ケ庶務ヲ掌理ス

第四条本会ニ必要ナノレ職員若干人ヲ置ク，会長之ヲ任免ス

第13条本会々則ハ会員ノ過半数ノ同意ヲ得ノレニ非サレハ之ヲ改正又ハ変更スJレコトヲ得ス

議事規則

一，毎月一回定例理事会ヲ開グ

ニ，重要事項ノ決議ノ：場合ニハ顧問及理事ノ聯合会ヲ開ク

-10ー

三，会長ハ特別委員ヲ置クコトヲ得

四，年一固定期総会ヲ開ク

会長必要アリト認ムル場合ニハ臨時総会ヲ開クコトヲ得

4 国際連（聯〉盟総会における人口委員会メンバ一国の選出

一方，国際聯盟でも人口問題に関する重要性を認識し， 「人口問題の科学的調査研究に対する

国際聯盟公報」 (Bulletin of the International Union for the Scientific Investigation of 

Population Problems）の昭和4年10月第一号には委員会を作って本問題についての国際協力を

謡い調査研究を進めるべきことが述べられている。

つまり国際聯盟の総会で，この人口委員会のメンバー国が選挙されることになったが，選出さ

れた国は，アルゼγチン，オ｛ストラリア，ベルギー，ブラジ／レ，カナダ，チェコスロバキア，

デンマ｛グ，フラ γス， ドイツ，イギリス，ギリシヤ，オラ γダ，イタリ｛，日本，ノールウェ

イ，ポーランド， ソ聯，スベイン，スウエ｛デシ，スイス，アメリカの21国であった。こうした

国際状勢も反映し，人口問題研究会の設立機運に拍車をかけたと思われる。

5 伊太利ニ於ケル国立人口研究所

(II Comitato nazionale per lo studio delle popolazioni）ノ創設

人口食糧問題調査会

例 言

一，本文ハ1927年2月21日伊国「コリエレ・デノレラ・セ｛ラ」紙に掲載セラレタルモノヲ翻訳シ

タノレモノナリ。

ー，附録トシテ伊国人口増加及研究所設置ニ関スル松田駐伊大使ノ報告ヲ添付セリ。

先ニ総理大臣ヨリ王国内主要会社其ノ他ノ法人ニ宛テ「国立人口研究所」基本財産ニ対スル寄

附応諾方ノ勧誘アリタル所既ニ第一回ノ回答アリタリ

右ノ中，最モ顕著ナル応諾者及寄附金額ヲ挙グレハ左ノ如シ

農業家総同盟（Confederazionegenerale clegli agriltori) 

中央統計院（Istitutocentrale di statistica) 

ラ γ 市（Municipiodi milano) 

工業総同盟（Confederazionegenerale dell Indusfria) 

商業家総同盟（Confederazionegenerale dei Commercianti) 

羅馬貯蓄金庫（Cas田 diRisparmio di Roma) 

ミラシ貯蓄金庫（Cassadi Risparmio di Milano) 

国立戦闘員協会（Operanazionole Combattenti) 

外務省（Ministerodegli Affari Esteri) 
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十万円ラ」

十万 // 

五万 // 

五万 ，， 

三万 // 

二万五千 // 

二万五千 // 

二万五千 // 

二万 // 



伊太利信用組合（CreditoItalians) 二万「リラ」

ナポリ市（乱fonicipiodi Napoli) 、二百 " 

累計 四十六万五千「リラ」…～（約四万七千円〉

但シ1「リラ」ヲ約十銭トス

尚次の諸国体ハ別段数字ヲ示ササノレモ寄附応諾ノ旨回答アリタリ

国立保険協会 (Institutonazionale assicurazibne) 

伊太利銀行（Bancod'Italia）。

伊太利赤十字社（Croce.Rossa ltaliana) 

全部ノ回答纏リタノレ場合ノ、総応諾者名簿作成メ上一般ニ之ヲ掲示スへ、ン斯クノ如ク首相ノ熱心

ユ注意ヲ向ケラルル国立人口研究所ノ、先＝「ジ，ュネープ」ニ於テ開催セラレタノレ世界人口会議ノ所

産ノータリ，該会議カ主トシテ英米メ学者ゾ一団ムヨリ構成セラレタノレモノナリシコトハ周知ノ

コ千ナノレモ，該学者中ニ於テハ新マルサス主義的傾向特ニ著シカリシ結果，該会議ニ参加セサリ

シ私入乃至法人メ中ニ対スル当然ノ懸念惹起セラレ且斯ル傾向ハ寧ロ有害ナノレモノト認メラノレJレ

ニ至レリ，然レトモ該傾向ハ前記会議f席上ギ於テハサシタノレ勢力ヲ有宅久，而シテ此／；事ハ該

席ニ列シタル伊国代表ノ功績ニ依ルモノナリ，該会議ノ席上ニ於テ選挙セラレタノレ人口問題ノ学

術的研究ヲ目的トスル国際人口問題研究学会聯合会〔L’Unioneinternazfoi::tale per le stadio 

scientifics dei problemi delle popofazioni）ノ組織委員会ハ一切ノ傾向ヲ均等ニ代表スノレヤウ構

成セラル。同会議開催前後ノ事情ハ各国ニ於ケノレ与論及一般的傾向カ国家的見地ニ従ヒ学術上極

メテ自由ニ表明セラレ得fレコトヲ保証スルヤウ今後ノ研究続行ノ必要アノレコトヲ痛感セシメタル

ヲ以テ右委員会ハ「国際人口問題研究学会聯合会ハ国内人口開題研究所ニ基礎ヲ置クコトヲ原則

トシ而シテ目下立案中ノ右聯合会規約ハ該原則ニ準拠スヘシ」トノ伊国代表ジ｛エ教授（Prof,

Gini）ノ提案ヲ容ルルニ至リタルナリ。

総理大臣「ムツソリーニ」氏（聞研究所ノ重要性ヲ考慮、シ同所名誉総裁タルコトノ内諾ヲ与へ

併シテ同研究所設置計画ノ報ヲ受ケタル竺j__£_国際統計会議ハ同所ノ学術的及実際的価値極メテ

大ナノレコトヲ表明セリ。

伊国々立人口研究所ノ指導機関左f如シ

ー，専門委員会（Consigliot巴cnico)

以J::ハ最近ニ於テ人口問題ノ研究ニ多大ノ努力ト権威トヲ以テ従事スル学者ヲ以テ組織ス，

ー，管理委員会（Consiglioadministrativo) 

右ハ同研究所ニ対シ最大ノ寄附ヲナシタノレ私人及法人ノ代表者ヲ招致シテ参加セシムルモノナ

其ノ‘他法人ト雄モ寄附ヲナシタルモノハ学術上ノ各専攻部門ヲ参酌シテ加入ヲ勧誘セラルヘキ

学者ト・共ニ開会々員ノ資格ニ於テ同研究所ニ参与スヘシ
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（附録〉

伊国人口増加及研究所設置ニ関Jわレ松田駐伊大使ノ報告本年二月二十日伊国中央統計局公表ニ

依レバ

出生 1,134,616人

680,074人

増加 409,000人

但シ死産ハ出生ノ約四分ニ当ノレ

出生 1,121,072人

631,897人

増加 444,000人

但シ死産ハ出生ノ四分＝当ノレ

要スノレニ昨年〈一九二七年〉ハ一昨年ニ比シ出生ニ於テ一万三千五百四十四人ヲ減シタルモ死

亡ニ於テ四万八千百七十七人ヲ減シ結局一ヶ年増加人数四十万四千ノ成績ヲ挙ケタリ。

然ノレニ今月二十二日ノ閣議ノ席上「ムツソリーニ」首相ハ死亡数ノ減少ハ甚タ結構ナルモ出生

数ノ漸減ノ、大ニ寒心ニ堪ヘス依ツテ従来既ニ実行シタル産児奨励方策以外爾今子福者家庭ニ対シ

諸税ノ免除又ハ減税ヲ実行セムコトヲ提議シ満場一致之ヲ可決シ更ニ同首相ハ産児奨励及人口増

殖ノ諸問題ヲ研究スノレ機関トシテ羅馬ニ「人口問題研究所」（Comitatonazionale per lo studio 

delle popolazioni）ヲ常設スヘシト提議シテ可決セラレタリ

右研究所創立費及維持費トシテ政府ノ、地方団体及銀行会社へ何分カノ寄附金ヲ申送リタノレ処既

ニ二日間ニ五百万利ノ申出アリタリト報道セラル

6 国際人口研究会ト伊太利国立人口研究所

人口問題調査会

例言

右報告ス

ー，本文ハ伊国コノレリヱレ， テツラ， セ｛ラ新聞（1928.8.14）ヨリ訴訳シタノレモノナリ。

昨年ジユネーヴニ開催セラレタル世界人口会議ハ純然タル科学的精神ニ立脚シタル人口問題ノ

研究ヲ任務トスル永久的国際機関ノ創設ノ必要ヲ表明シ同時ニ其ノ設立準備ノ任ヲ有スル一時的

委員会ヲ任命シタ。

国際人口研究会ト称スノレ此ノ機関ニ関スル規約ノ原案ハ去ル七月ノ第一回総会ニ附議セラレタ。

右総会ニハ伊国代表モ参加シタガ同会ニ於テ採択セラレタノレ決議ガ公表サレタ，右原案ハ僅少ノ

採択ノ修正ヲ附シテ同会議ニ於テ承認サレタ。該規約ハ国際人口研究会ニ対シ左ノ如キ目的ヲ賦

与シテヰル。

一，人口問題ニ関スル科学的研究ヲ奨励スルコト但シ宗教的，道徳的及政治的論議上ヨリ隔絶

スルコト。国際人口研究会ノ基調ハ国内研究所（Comitatonazinale）タルベク尚圏内研究所ハ

-13 -



国際人口研究所及各圏内アカデミー其他ノ学術機関ニヨリ認許セラレタjレ学者ノ責任ノ下ニ各圏

内ニ設置セラノレルノテア内規約ハ更ニ研究委員会（Commissonidi studio) ノ創設ヲ規定シ

テキノレ。右ハ総会ニヨリ随時職務ト任期トヲ与へラレタノレ上選任セラル。

第一回総会列席者ハ次回ノ会合ヲ三年以内ニ羅馬ニ於テ開催シ度キ希望ヲ表明ジタ。伊国代表

ジーニ教授ハ右申出ニ対シ満足ノ意ヲ表シタノレモ伊太利国立人口研究所ノ同意ニ就テハ言及シナ

カツタ。次ニ同会議司会者ハ各国代表ニ対シ各国内人口研究所ニ関スル報告ヲ求メタ。

伊太利国立人口研究所ニ就イテヘジーニ教授ガ報告ノ任ニ当ツタ。同代表ハ出席者ノ非常ナ

ノレ感動ノ中ニ伊太利国立人口研究所カ既ニ五ヶ年払込ヲ以テ年百万「リラ」 （約十円〉以上ノ一

ヶ年経常費ヲ集メルコトニ決シタノレコト及首相カ同研究所名誉総裁タノレヲ受諾セラレタコトヲ述

ベタ。

これについては新渡戸稲造委員の意見も付け加えられている。

「在ジュネーブの国際人口研究会と連絡を取ることを希望する。 Tこだ直ちにこれを官設とする

に就ては自ら得失があるであろうから，先づ斯道に造詣深きものを会員とする学術研究機関とし

たらよかろう」ということであった。

これを機として永井亨民も昭和4年4月10日に人口研究所設置に関する建議案を出し，これは

国文は国庫補助の公益法人とすることを述べている。次にこの建議案を掲げることとする。

7 人口研究所設置ニ関スル建議案

永井亨委員私案（昭和3年3月提出〉

我国ノ人口問題ハ常時ニ其調査研究ニ従ヒ之ニ基キ随時ニ其対策ヲ講ズノレニアラザレパ問題解

決ノ針路ヲ失ヒ憂フベキ事態ニ陥ノレコトナシトセズ依テ人口問題ニ関スル諸案件ヲ調査研究シ併

セテ政府ノ人口対策ニ資スル目的ヲ以テ常設機関ヲ設置セγコトヲ望ムソノ要綱次ノ如シ

目 的 人口問題ニ関スル調査研究ヲ行ヒ政府ノ諮問ニ応ジ政府ニ建議スノレコト

一名称人口研究所

一組織付国立文ハ国庫補助ノ公益法人トスノレコト

ω 評議員若干名ヲ置キ専門ノ学識経験アル者及関係官吏ヲ以テ之ニ充ツfレコト

同研究員若干名ヲ置グコト

四事業付調査研究事項次／：如シ

収） 人口ノ増減変動及構成分布ニ関スノレ調査

（ロ） 人口統制ニ関スノレ調査並優生学的研究

り 人口増加ニ対スノレ具体的方策ニ関スノレ調査

1付 ι 其ノ他人口理論及人口政策ニ関スル調査研究

同調査研究ノ結果発表誼雑誌、資料ノ刊行
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句講演会講習会等ノ開催

帥国際人口協議会ニ加入シ其ノ総会ニ代表者ヲ派遣スルコト

〈備考）本案ハ新渡戸委員ノ私案ニ基ツクモノナリ

8 人口問題ヲ科学的ニ研究スル常設機関ノ急速ナル設置

こうした状勢を背景として当時の内務省社会局は昭和4年7月4日に決議文を作成し七いる。

その決議文は次の如くである。

社会局社会部職業課長 川西実三委員草案（昭和4年7月4日提出〉

決議

本会ハ我国ノ現状ニ鑑ミ人口問題ヲ科学的ニ研究スル常設機関ノ急速ナル設置／必要ヲ認メ政

府カ自ラ之ヲ設置スノレカ文ノ、国庫ノ補助ヲ以テ適当ナル民間ノ団体ニ対シ之カ設置ヲ勧奨セムコ

トヲ望ム

理由

人口問題ガ我国刻下ノ最重要問題ノータルコトハ今更費言ヲ要セザノレ所，政府ガ嚢ニ人口食糧

’問題調査会ヲ設ケラレタル所以モ亦之レニ由／レベシ。然レドモ人口問題ハ極メテ複雑多岐ニシテ

膏ニ人口夫レ自身ニ関スル量的方面即チ其ノ増減，移動，構成，分布，並ニ質的方面即チ健康，

智能，道徳方面ニ関スル研究ヲ必要トスルノミナラズ，人口ト相対的関係ニ立チテ常ニ問題ノ重

点ヲ左右スル社会的，政治的，経済的諸要素ヲ併セ考究スルニ非レパ到底其／真相ヲ把握シ此レ

ガ根本的解決策ヲ見出スコト能ハザルモノナリ。而シテ斯ノ如キハ各方面ノ権威ヲ網羅シ，広ク

各般ノ資料ヲ蒐集九専心之ガ研究ニ当ルノ機関アノレニ非レパ到底其ノ目的ヲ達スルコトヲ得ズ。

此レ本会ガ人口問題研究ニ関スル特別機関設置ノ必要ヲ唱フル所以ナリ。而シテ人口問題ノ永続

的性質ヲ有スルモノニシテ此レカ研究ハ継続的ニ行フニ非レバ価値無ク組織的ニ研究スルニ非レ

バ其ノ真相ヲ究ムノレコト難シ，又問題ノ、動モスレパ人ヲシテ熱セシメ且ツ偏見ニ捕ハレシ1易キ

結果人類社会ニ無用ノ闘争ヲ生ゼシムル虞アルモノナノレヲ以テ冷静ニ客観的ニ事相ヲ究明シテ問

題ノ真相ヲ世人ノ理智ニ訴フノレハ世界平和確保ノ上ヨリ見ルモ極メテ必要ノコトニ属ス。殊ニ我

胃ニ於テハ本問題カ特ニ国家ノ重要問題ニシテ内ニ外ニ従来屡々唱導，主唱セラレタル所アリト

！難モ常ニ之カ基礎ヲナスヘキ科学的根拠ヲ欠ケルヤノ恨ミアリ。此レ本会カ人口問題研究ノ機関

ガ常設的ニシテ且ツ科学的研究機関タラムコトヲ望ム所以ナリ。終リニ，人口問題ノ国家的性質

ニ鑑し且ツ之レカ研究ニハ関係各省ノ協力ヲ必要トスルト共ニ齢カラサル経費ヲ要スヘキニ由

リ調査研究ノ機関ハ国家自ラ此レヲ設グルカ，又ハ国家ヨリノ物的並ニ精神的ノ援助ヲ豊富ニシ

テ民間ノ公益団体ヲシテ此レヲ施設セシムルノ必要アリトナスモノナリ。

人口問題の科学的研究に関する常設機関の設置に就て

第一設置ヲ必要トスル理由

イ．人口問題ノ、我国最重要問題ノータリ
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…故ニ我国ノ閑却シエサルモノ
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ロ．人口問題ハ複雑多岐ニシテ特種ノ研究ヲ必要トス …研究機関ノ必要

ハ．人口問題ハ人類社会存続スノレ限リ存在スル問題ナルヘシ …常設機関ヲ必要トス

ニ．市ノレニ我国ニハ此レニ関スノレ研究機関ナシ

第二科学的研究機関タルコトヲ必要トスル理由

…故ニ設置ノ必要

ィ．問題複雑多岐ニシテ各方面ヨリ科学的エ考究スルニ非レハ其真相ヲ捕足ジエズ

ロ．熱シ易ク，偏シ易キ問題ナノレヲ以テ冷静ニ客観的ニ研究スルコト特ニ世界平和ノ上ヨリ必

要ナリ

へ人口問題ニ関スル我国年来ノ主張ニハ科学的根拠不充分ナリ，而モ外国学者中ニハ科学的

立場ヨリ我国ノ主張ヲ疑ヒ〈人口問題存在セズト〉又ハ駁ス（排斥スヘキ人種ナリト〉／レモ

ノ無キニ非ス。故ニ人口問題ヲ特ニ重要視スル我国ニ於テ其ノ主張ニ科学的根拠ヲ確保スノレ

ノ、極メテ必要ナリ

ニ．世界風潮（ジュネーヴ会議ノ如キ〉及ヒ外国（本年6月リオ会議〉ハ本問題ヲ科学的立場

ヨリ研究セムトスJレ傾向著シ，市シテ，科学的研究ノ結果タル結論ハ政治的又ハ経済上ノ結

論ニ比シテ最後的，断定的ニシテ恐ノレヘキモノナリ，…我国カ本問題ニ関シ科学的研究ノ上

ニ発言ノ機会ヲ失スルハ由々シキ大事ナリ

ホ．今ハ政治論，宗教又ハ道徳的立場ヨリ人口問題ヲ論ズノレハ益ナキノミカ却テ害アリ

へ．対内的方面ヨリスノレモ，人口問題ヲ科学的ニ研究シテ問題ノ；処在，重要性，対策等ニ付キ

国民ヲ啓蒙スルコトハ梢モスレハ軽悦浮薄ニ流レ易キ現代風潮上特ニ必要ナリ

第三国立又ハ国庫補助エヨノレ公益法人ノ施設ヲ必要トスルコト

ィ．研究ハ各方面ニEリ，材料ノ蒐集，権威者ノ網羅ヲ必要トシ対外活動（国際人口問題研究

所ノ加入，会議出席，印刷物作成等〉圏内宣伝等ノ為メ多額ノ費用ヲ要スヘシ

ロ．研究ニハ関係各省ト最モ密接ナノレ連絡アルニ非レハ不便ヲ感スノレコト多カノレヘシ，能率ヲ

上グノレ点ヨリスレハ国立ノ独立研究機関ヲ可トスベケムモ，動モスレバ偏見邪推ノ伴ヒ易キ

問題ナノレヲ以テ，財政ノ点サへ許サパ（国庫補助及ヒ寄附金等充分ナルコト〉政府ノ材料ヲ

充分ニ利用シ得ノレカ如キ組織ヲ有スノレ公益法人ノ施設タノレコト最モ望マシキコトナルベシ

或ハ大学其他学会ノ施設トスノレモ可ナノレヘシ（克モ此際ト雄モ政府方面ト充分ナル連絡ヲ

採リ得ノレ様ニスJレコト必要ナリ〉

第四研究機関／研究項目等

第五研究機関設置ニ関スノレ連盟協会側（経済委員会〉ノ意思表示方法

ー，本会ハ我国ノ現状ニ鑑ミ人ロ問題ヲ科学的ニ研究スノレ常設機関ノ急速ナノレ設置ノ必要ヲ認

メ政府カ自ラ之ヲ設置スルカ又ハ国庫ノ補助ヲ以テ適当ナノレ民間ノ団体ニ対シ之カ設置ヲ勧

奨セムコトヲ望ム

国際人口問題研究所ト連絡ヲトルコトト限定セヌコトトシ

趣旨可決（更ニ理白書ヲ附シテ提議スルコト〉

-16 -

9 人口問題研究常設機関設置に関する建議書

〈昭和4年7月18日提出〉

これと呼応するかの如く国際連盟協会の会長であった子爵，渋沢栄一氏は昭和4年7月18日，

直ちに内閣総理大臣，内務大臣，拓務大臣に建議書を提出している。次にこの貴重なる全文を示

すことにする。

人口問題研究常設機関設置に関する建議書

本協会常設経済委員会に於て調査研究の結果成案を得候に付理事会の決議を経別紙決議書絃に

進達仕候間御審査の上御採納相成度此段奉願上候

敬具

昭和4年7月18日

国際連盟協会会長

子爵渋沢栄

内閣総理大臣 浜口雄幸殿

内務大臣 安達謙蔵駿 l

拓務大臣 松田源治殿

人口問題研究常設機関設置ニ関スル決議書

本会ハ我国ノ現状ニ鑑ミ人口問題ヲ科学的ニ研究スル常設機関ノ急速ナノレ設置ノ必要ヲ認メ政

府ガ自ラ之ヲ設置スルカ文ノ、国庫ノ補助ヲ以テ適当ナノレ民間ノ団体ニ対シ之ガ設置ヲ勧奨セムコ

トヲ望ム

理由

人口問題ガ我国刻下ノ最重要問題ノータルコトハ今更賛言ヲ要セザル所政府ガ轟ニ人口食糧問

題調査会ヲ設ケラレタル所以モ亦之ニ在ルベシ，然レドモ人口問題ハ圏内関係ヨリ之ヲ云フモ又

国際関係ヨリ之ヲ観ルモ極メテ複雑多岐ニシテ雷ニ人口夫レ自身ニ関スル量的方面即チ其ノ増減，

移動，構成，分布，並ニ質的方面即チ健康，智能，道徳方面ニ関スル研究ヲ必要トスノレノミナラ

ヘ人口ト相対的関係ニ立チテ常ニ問題ノ重点ヲ左右スル社会的，政治的，経済的諸要素ヲ併セ

考察スノレニ非ザレバ到底其ノ真相ヲ把握シ此レガ根本的解決策ヲ見出スコト能ハザソレモノナリ。

而シテ斯ノ如キハ各方面ノ権威ヲ網羅シ，広ク各般ノ資料ヲ蒐集シ，専心之ガ研究ニ当ノレノ機関

アルニ非ザレパ到底其ノ目的ヲ達スルコトヲ得ズ。此レ本会ガ人口問題研究ニ関スル特別機関設

置ノ必要ヲ唱フル所以ナリ。而シテ人口問題ハ永続的性質ヲ有スルモノニシテ此レガ研究ハ継続

的ニ行フニ非ザレパ価値無ク組織的ニ研究スノレニ非ザレパ其ノ真相ヲ究ムルコト難シ。文問題ハ

動モスレパ人ヲシテ熱セシメ且ツ偏見ニ捉ハレシメ易キ結果人類社会ニ無用ノ闘争ヲ生ゼジムノレ

虞アルモノナルヲ以テ冷静ニ客観的ニ事相ヲ究明シテ問題ノ真相ヲ世人ノ理智エ訴フノレハ世界平

和確保ノ上ヨリ見ルモ極メテ必要ノコトニ属ス。殊ニ我国ニ於テハ本問題ガ特ニ国家ノ重要問題
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を置くも

有給職員

を可成砂くする事

的

費

は政府補助，寄附金及び会費を以て之に充つ。第一年度は別紙程度にて始める事

経(t) 

欠ケルヤノ恨ミアリ。此レ本会ガ人口問題研究ノ；機関ガ常設的ニシテ且ツ科学的タラムコトヲ望

ム所以ナリ。

終リニ人口問題ノ国家的性質ニ鑑ミ且ツ之レガ研究ニハ関係各省ノ協力ヲ必要トスノレト共ニ砂

カラザノレ経費ヲ要スベキニ由リ調査研究ノ機関ハ国家自ラ此レヲ設グルカ又ハ国家ヨジノ物的並

トシテ内ニ外ニ従来屡々唱道主唱セラレタル所ナリト雄モ常ニ之ガ基礎ヲナスベキ科学的根拠ヲ

10,000 

人口問題研究会経費

第一年度見積り

支出総額

事務所借入費

ニ精神的ノ援助ヲ豊富ニシテ民間ノ公益団体ヲシテ此レヲ施設セシムルノ必要アリトナスモノナ

以上は川西実三草案をそのまま受け入れた形となっているが本文が正式である。

1,000 

1,500 
人口問題研究会設置に関する私案要綱

500 

200 

300 

1,500 

1,200 

1,500 

700 

700 

400 

500 

什器購入

文房具

通信費

資料購入及び整理費

発刊物

連絡費

集会費

車馬費

給諸10 

さらに井上雅二

氏が昭和4年12月13日に人口問題研究会の設置を私案として出している。参考までに次に掲げよ

う。

以上の如く各方面からの人口問題に関する機関設置の声が高まってくる中で，

人口問題研究会設置に関する私案要綱

井上雅二氏（昭和4年12月13目提出〉

旨主←ぅ

一国の人口問題は常に其調査研究に基き随時又は適宜に其対策を講ずるの必要あるはいふ迄

もなし，而して此問題たるや必ずや一国のみに極限せられたる性質のものならざるが故に圏内

的の研究は勿論国際的見地よりも之を行ふ事とする。｝
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次回総会迄ならば（1932年〉日本の国内団体は何等手続なくして国際人口問題研究学会会モう

員団体となり得る様に成り居る。

国際人口問題研究学会との連絡分担費は年額500円（50醗） 3年に一度の総会に代表者一伺

－，.研究方法及研究問題の範囲及び性質を研究すること

二，現存資料を蒐集及び整備する事

三？現存の内外機関と連絡及び協力する事。特に昨年設立されし国際人口問題研究学会と

連絡をとる事

四，右諸事項に関し講演会或は発刊物を通じ公表を行ふ事 人派遣するとせば年額L000円見積る必要あり。

織

当分学識経験ある有志を以て成立せる会員組織とし

員

雑

目的及び事業

将来は

人口問題に関し博く調査研究を行ひ諮問に応じ結果を発表する事とするも
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昭和5年3月27日人口部部会ニ於ケル委員長説明案人口問題ニ関スル常設調査機関設置ニ関スル建議案

仰い l

12 11 

これらの状況については昭和5年3月27日の人口部会における委員長の説明文にその要点が残

っている，次の如き説明であった。

この人口問題に関する常かくて昭和5年1月23日午後，人口食糧問題調査会の特別委員会は，

設調査機関設置に関する建議案を可決することになるが，好余曲折の後，各種の意見を折衷して

次の如き案となった。 「分配及消費ニ関スル方策答申案」，「人口問題ニ関スル常設調査機関設置ニ関

スル建議案」及「社会省設置ニ関スル建議案」 ニ付テ

会議経過

人口部特別委員会ハ本調査会ノ設置以来昭和4年末迄ニ「労働ノ需給調節ニ関スノレ方策」 「内

「生産力増進ニ

関スル答申」ノ審議ヲ了シ，此等ハ何レモ人口部会並総会ノ議決ヲ経テ総理大臣宛答申セラレマ

シタ次第ハ諸君ノ御承知ノ所デ御座イマス

「人口統制ニ関スル諸方策」「内地以外諸地方ニ於ケ／レ人口対策」外移住方策」

特別委員会可決〈昭和5年1月23日午後〉

我国ノ人口問題ハ常時調査研究ニ従ヒ其ノ真相ヲ明ニシ之ニ基キ随時其ノ対策ヲ講ズJレニアラ

ザレバ問題解決ノ針路ヲ失ヒ対策施設ノ基準ヲ誤リ淘ニ憂フベキ事態ニ陥ノレコトナシトセズ，然

Jレニ現在ノ人口食糧問題調査会ハ政府ノ諮詞ニ応ジ政府ニ建議スノレ外常時ニ於テ調査研究ヲ行フ

ニ適セザル憾アリ，加フノレニ人口問題ノ、其ノ性質上国際的見地ヨリ之ヲ講究シ国際機関トノ連絡

ヲ図ノレコト亦必要ナリ，依テ政府ハ此際速ニ人口問題ニ関スノレ常設調査機関トシテ研究所ヲ設置

亨委員私案〉人口問題ニ関スル常設調査機関設置ニ関スル建議案（永井

「人口問題ニ関斯クテ人口部特別委員会ハ昭和5年Z月以来ハ「社会省設置ニ関スノレ建議案」
シ並ニ諮詞機関トシテ委員会ヲ附設セラレγコトヲ望ム

スノレ常設調査機関設置ニ関スノレ建議案」及「分配及消費ニ関スル方策答申案」ニ就キ審議ヲ致シ，

特別委員会ヲ開グコト三回文案起草ノ為ノ小委員会ヲ開クコトー回ニシテ本日弦ニ御報告ヲ申上

グル三個ノ成案ヲ得タノデ御座イマス

答申案説明

先ツ「分配及消費ニ関スノレ方策答申案」ニ就テ御説明申上マス特別委員会ハ昨年〈昭和4年〉

1月18日人口統制エ関スノレ諸方策ノ審議ヲ完了致シマスノレヤ其ノ後ハ人口問題根本対策ノ審議ニ

入ルコトトナリマシタガ先ヅ生産力増進ニ関スル問題ヲ審議致シマシタ次第ハ嚢ニ御報告申上ゲ

タ通デ御座イマス。本年ヨリ残ル根本問題タ fレ「分配及消費ニ関スノレ方策ノ答申案」ニ付テ審議

ヲ致スコトトナリマシテ永井委員ヨリ改メテ本件ニ関スノレ私案ヲ提出セラレ福田委員ヨリモ同様

人口問題ニ関スル諸般ノ調査研究ヲ行ヒ，政府ノ諮詞ニ応ジテ重要案件ヲ審議シ，

重要事項ニ付政府ニ建議スルコト

人口調査会

会長及副会長各ー名，委員若干名ヲ以テ組織スルコト

会長ハ内閣総理大臣，副会長ハ内務大臣ヲ以テ之ニ充テ，委員ハ専門ノ学識経験

アJレ者及関係官吏中ヨリ之ヲ命ズルコト

幹事若干名ヲ置キ関係官吏中ヨリ之ヲ命ズノレコト

研究員若干名ヲ置キ有給嘱託トスノレコト

的

称

織

目

名

組

吉田ノ委員ヨリ成ル小委員会ニ於今井，永井，塩沢，井上，私案ヲ提出セラレ之ニ付テ新渡戸，

テ協議セラレタモノヲ更ニ特別委員会ニ於テ審議修正ノ上別項／如キ決議ヲ得タ次第デ御座イマ

初メニ前文ノ趣旨二就テ申上ゲマス

「人口問題対策ニ関シテハ嚢ニ内外移住拓殖並労働需給調節ニ関スノレモノメ外人口統制並生産力

増進ニ関スノレ諸方策ヲ答申スル所アリタノレト難天然資源乏シク人口増加著シキ我国ノ現状ニ徴

スレパ未ダ之ヲ以テ足レリト為スヲ得ズ，生活資料》分配ヲ適正ナラシメ其ノ消費ヲ有効適切

ナラシムルハ如上ノ諸方策ト相侯テ人口支持ノ対策トシテ甚ダ緊要ナリト認ム，其ノ方策ノ大

要次ノ如シ」

前文ハコレヲ以テ人口対策全体エ対スル繰りヲツケタモノデアリマス即チ特別委員会ノ見解ニ依

リマスレパλ口問題ハ単ナノレ人口数ノ多少トイフ国民ノ i頭数ノ問題デハナクテ如何ニシテ国民ノl

安定幸福ナル生活ヲ維持シ得ヘキカ又之ヲ向上セシメ得ムヘキカトイフ生活問題デアリマスルガ
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ス。

人口ノ増減変動及構成分布ニ関スル基本調査

人口統制ニ関スノレ科学的研究

人口問題対策ニ関スル調査研究

其他人口及人口問題ニ関スル理論立立政策ノ調査研究

調査研究事項次ノ如シ

）

）

j

j
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業事 モ＋四

調査研究結果ノ発表蛙調査資料ノ蒐集及刊行

講演会及講習会等ノ開催

国際人口協議会ニ加入シ其総会ニ代表者ヲ派遣スルコト
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F「

故ニ嚢ニ答申致シマシタノレ内外移住拓殖並労働需給調節，人口統制ノ問題ノ外ニ更ニ根本的ナノレ

対策ヲ必要ト致シマス即チ其ノーハ既ニ答申シタノレ生産力増進ノ方策デアリ其ノ二ガ即チココニ

所謂「分配及消費ニ関スノレ方策」デアリマシテ有シクモ生活資料ノ分配ガ適正ヲ欠キ貧富ノ懸隔

ガ不当ニ甚シキ状態ヲ呈シタリ又国民ノ消費生活ガ不合理ニシテ無駄ガ多イトイフガ如キコトデ

アツテハ到底人口問題ノ円満ナル解決ノ、期セラレナイノデアリマス， コレ特ニ此ノ答申案ガ分配

及消費ノ事項ヲ問題ニシタ所以デアリマシテ斯カル見解ヲ包括的ニ述へントスノレコトガコノ前文

ノ趣旨ナノデアリマス

次ニ各項ニ付テ申上ケマスルト前文ノ見地カラ分配及消費ニ関シ人口対策上特別委員会ガ特ニ

緊要ナリト認メタノレモノハ次ノ諸点デア日マス

一，生計費及其ノ指数ニ関スノレ調査ヲ継続的ニ行プコト

（説明〉

分配及消費ノ問題ヲ考察スヘキ重要ナノレ基礎トシテハ国民ノ生活費ノ状態ヲ明確ニ致ス必要

ガアリマスノデココニ生活費及其ノ指数ニ関スノレ調査ヲ行フベキコト市モ之ヲ継続的ニ行フベ

キコトヲ主張シタノデアリマス，御承知ノ通リ内閣統計局エ於テハ部分的ナガラモ家計調査ヲ

行ヒマシタノデ特別委員ノ意見モ右ト別個ニ新タニ基本調査ヲ開始セヨトイフノデハナクテ現

行ノ調査ノ規模ヲ拡大シヨリ系統的且広範囲ノモノトシテ必ズ定期的ニ継続的ニ之ヲ施行スル

様ニ致シタイトイフノデアリマス

二，救貧制度ノ整備実施ニ努ムルト共ニ最低賃銀制度，各種社会保険等生活保障ニ関スノレ適切ナ

ノレ施設ヲ調査実行スノレコト

（説明〉

国民ノ生活問題中最モ重要ナノレ一点ハ国民特ユ労働者並ニ小額所得生活者ニ対、ン少クトモソ

メ最低生活ヲ保障スルトイフコトデアリマス換言スレパ所得ノ最低ヲ保障スルコトハ適正ナノレ

分配ノ根底ヲナスモノデアリマス

而シテコノ見地ヨリスルトキハ救貧制度ノ整備実施就中既ニ法律トシテ制定セラレタノレ救護

法ノ実施ノ如キハ真先ニ実現セシムヘキモノデアリマシテ之ト共ニ最低賃銀制度，各種社会保

険等適切ナノレ施設ヲ調査実行スルコトガ必要デアリマスコレ本項ノ趣旨デアリマス

三，失業保険其ノ他職業保障ニ関スル適切ナル施設ヲ調査実行スノレコト

（説明〉

職業ヲ保障スノレトイフコトハ国民ガ所得ヲ得ル為ノ前提条件デアリマス即チソレハ国民ノ経

済生活安定ノ：為ノ必須条件ト申スコトガ出来マス故ニ政府トシテハアラユル手段ヲ尽シテ失業

ノ防止緩和ニ努メ又失業保険等ノ施設ヲ講スノレノ要ガアリマスノデ右ニ関スル適切ナノレ施設ヲ

調査実行スベキデアルトイフノガ本項ノ趣旨デアリマス

四，株主配当並重役賞与ノ制限其ノ他分配ノ公正ヲ期センガ為適当ノ方途ヲ講スルコト

く説明〉
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分配ノ公正トイフコトハ相当ニ困難ナル問題デアリ之ガ為ニハ諸種ノ方途ガ講ゼラレナケレ

バナリマセンガ差シ当リ株主配当並重役賞与ノ制限ノ如キコトハ当然為サ／レベキコトト考ヘマ

ス，正確ナノレ調査ハ御座イマセシガアメリカ等ト比較シテモ日本ノ重役賞与ノ如キハ非常ニ高

イヤウニ観察サレテ居ルノデアリマス，尤モ以上ノ制限ハ直ニ之ヲ法律ヲ以テ強制セヨトイプ

ノデハナグ本調査会アタリノ決議ヲーノ刺戟トシテ大イユ与論ノ喚起ニ力メ以テ分配ノ公正ヲ

期シタイトイフノデアリマス

五，不労所得ノ制限，蓉イ多ノ防止ヲ目的トスル税法改正ヲ期スルコト

（説明〉

不労所得ノ制限ハ分配ノ公正トイフ見地カラ見テ又箸イ多ノ防止トイフコトハ消費ヲ合理的ナ

ラシメノレトイフ見地カラ見テ共ニ当然ノコトト考へνマス所有権ノ範囲ニ就テモ自ラ限界ノアル

コトデアリマシテ右ノ如キコトハ国民全体トシテノ所得其他ノ経済生活ヲ円満ニスル為ニーツ

ノ大切ナル要点デアリマス故ニ税法ノ適当ナル改正ニヨツテ右ノ実現ヲ計ノレベキデアルトイプ

ノガ本項ノ趣旨デアリマス

六，生活必需品ノ供給ニ於ケノレ独占並価格協定ニ対シ監督ヲ厳ニスルコト

（説明〉

生活必需品ノ価格ヲ安クスルコトハ国家ノ人口ヲ支持スル上ニ大切ナノレー要件デアリマス故

ニ右価格ヲ不当ニ高カラシムル虞レアノレ所ノ供給独占及価格協定ニ対シテハ最モ厳重ナノレ監督

ヲ加へル要カボアリマスコレガ本項ノ趣旨デア Pマス

七，都市ニ於ケル住地住宅ノ整理改善就中不良住宅ノ根絶ヲ図ルコト

借地借家ニ関スル法制上ノ：欠点ヲ補ヒ其ノ完備ヲ期スルコト

（説明〉

人口問題ハ生活問題デアリ別言スレパ人間ヲ人間ラシグ支へ人間ラシク生活セシメルトイフ

問題デアリマスカラソノ衣食住中ノ問題ヲ解決スルコトハ極メテ重要ノ：事柄デアリマス之レ特

ニ住宅問題ニ関シ本項ヲ設ケタ所以デアリマス

住居問題ノ中デモ特ニ都市不良住宅ノ根絶問題及借地借家ニ関スノレ法制問題ハ重要ト考ヘラ

レマシタノデ本項ニ於テツレヲ明記シタノデアリマス

八，小運送其ノ他ノ運輸施設，市場其他ノ販売組織並質屋其他ノ金融機関ノ改善ヲ期シ其ノ充実

整備ヲ図ノレコト

（説明〉

分配及消費ニ関聯ヲ持ツ事柄ノ中デ運輸施設，｝販売組織及金融機関ハ取リ分ケ重要ナル関係

、ニ立ツテ居3マス。特別委員会ニオキマシテハ就中自働草運輸施設ノ如キ，中央小売市場メ如

キ，及ピ無担保小額貸付機関ノ如キハ大ナル改善ト充実整備トヲ図ノレへキモノダ Fイプ意見ガ

1強クアリマシタ。本項ハ此等メ主旨ニ基イテ設ケタノデプリマス

九消費組合其ノ他協同組合ノ普及発達ヲ図iiレ為其ノ奨励助長ヲ為スト共エ之ガ法制ノ完備ヲ期

-23-



'!'I'押

スルコト

（説明〉

国民ノ消費生活ニトツテ消費組合其他ノ協同組織ハ非常ナ貢献ヲナスモノデアリマスカラ之

ガ奨励助長ヲナスヘキデアリマス，市シテ之ニ関スル法制ニ於テモ現行法ヲ改善シ更ニ進ンデ

特別法制定ノ要ナキヤ否ヤヲモ研究ニ値スルト考へラレマスノデ法制方面ノ研究ト其ノ完備ト

ヲ望ミタイ為本項ヲ設ケタノデアリマス

十，消費ノ節約，貯蓄ノ奨励ニ関シ時代ニ適応スノレ計画ヲ案ジ虚礼冗費ノ因襲打破ニ努ムルコト

（説明〉

消費節約貯蓄奨励トイフコトハ今日各方面ニ於テ盛ニ唱へラレテヰルコトデアリマスガ，消

費ノ節約トイフコトモ徒ラニ退嬰的節約ヲ助長スルノデナクテ生産力増進トイフ大方針ト合致

セシムノレノ必要ガアリ，貯蓄ノ奨励モ其Y方法如何ニヨリテハ却ツテ弊害トナノレコトガアリマ

ス，故ニ之等ニ関、ンテハ時代ニ適応スル合理的ナノレ計画ヲ案出スルノ要ガアリマス。尚我国ニ

於テハ冠婚葬祭其ノ他ニ付テノ虚礼冗費ノ因襲打破ニ努ムルコトヲ特ニ強調スル必要アリト認

メマスノデ此点ヲモ併セ示シタノデアリマス

十一，消費ノ合理化ニ関スル調査研究ヲ行ヒ且ツ之ガ実行ニ関スル諸般ノ施設ヲ講ズノレコト

（説明〉

I消費ノ合理化トイフコトハ複雑ニシテ且方面ノ広イ問題デアリ単ナル常識判断ヲ以テ一概ニ

決メ去／レコトノ出来ナイ事項デアリマスノデ充分ナノレ調査研究ヲ必要ト致シマス， 且ソノ調査

研究ノ結果ハ充分ニ尊重スベキデアリ，之ヲ実行ニ移ス為ニ諸般ノ施設ヲ必要トスルト考ヘマ

スノデ特ニ本項ヲ設ケタノデアリマス

次ニ人口問題ニ関スル常設機関設置ニ関スノレ建議案ニ就テ申上ケマス人口問題ニ関スノレ研究機

関設置ノ必要ノ、人口部特別委員会ニ於テ始メカラ可ナリ強ク唱へラレテヰタコトデプリマシテ既

ニ昭和3年1月20日ノ特別委員会ノ際新渡戸委員ヨリ意見書ノ提出アリ其ノ後特別委員会ニ於テ

人口統制ニ関スル諸方策ノ審議ヲ致シテ居ノレ際ニモ議ニ上ツタノデアリマスガ審議ノ便宜上此ノ

問題ハ後廻シドナリ，本年1月14日特別委員会ニ於テ改メテ永井委員ヨリ提出サレタノレ私案ニ付

審議修正致シ1月23日ノ特別委員会ニ於テ上ノ建議案ヲ可決，嚢ニ人口部長ニ報告シテ置キマシ

タノデアリマス

惟フニ人口問題ガ我国現下ノ最モ重要問題ノータノレコトハ今更言フヲ待タザル所デプリマスガ

此ノ問題ノ、単ナ／レ一時的臨時的問題デナグシテ永続的性質ヲ有スノレモノデアリマスカラ，此レガ

調査研究ハ継続的常時的ニ行フノ必要ガアリ且ツ之ニ基キテ随時其ノ対策ヲ講ズノレノデナケレパ

遂ニ問題解決ノ針路ヲ失ヒ憂フヘキ事態ニ陥ルJ虞ガヂリマへ殊子人口：問題ハ其内容カ’複雑多

岐デアリマシテ人口ノ増減変動及構成分布ニ関スル基本調査7始メトシテ人口統制ニ関スル科学

的研究一般人口問題対策ニ関スノレ調査研究其他λ口及人口問題ニ関スル理論並政策ノ調査研究ヲ

遂グノレノ必要ガアリ且文人口問題ハ其ノ性質上国際的見地ヨリ之ヲ講究シ国際機関トノ連絡ヲ図
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ルコトガ必要デアリマス，之等ノ諸点ニ考慮致シマストキドウシテモココ二常時的継続的ニシテ

且組織的ナノレ研究調査機関ノ必要ガアルト考ヘザノレヲ得ナイノデアリマス

然ノレニ我ガ人口食糧問題調査会ハ人口問題及食糧問題ノ二個ノ問題ニ亘ツテ重要事項ノ審議ニ

従ヒ其間ノ連絡統一ヲ欠ク虞カeアルパカリデナク政府ノ諮淘ニ応ジ政府ニ建議スル以外ニハ常時

ニ於ケル調査研究並国際的連絡等ヲ行フニ適シナイ憾ミガアルノデアリマス，故ニココニ特ニ此

ノ建議案ヲ提出シテ政府ニ対シ人口問題ニ関スル常設調査機関ノ設置ヲ要望セム lトスル次第デア

リマス

次ニ社会省設置ニ関スノレ建議案ニ付テ申上ケマス

社会省設置ノ問題ガ特別委員会ノ議ニ上リマシタノモ本年ニ入ツテカラノコトデハナグ既ニ前

述昭和4年2月6日ノ特別委員会ニ提出サレタ永井委員私案「一般人口方策ニ関スル答申案」中

ニモ「労働省又ハ社会省ノ設置」 トイフ項目ガアツタノデアリマスガ審議ノ都合上後廻シトナリ

本年1月14日人口部特別委員会ニ於テ改メテ永井委員ヨリ提出サレタ私案ヲ原案トシテ審議致シ

其後ノ特別委員会（1月23日及3月 6日〉ニ於テ可決致シタ次第デアリマス

建議案ノ要旨ハ案文ノ示ス所ニ依ツテ明白デアリマスガ要スルニ社会問題ノ解決ヲ専門ノ事務

ト致ストコロノ独立ノー省ヲ設ヶ，専門ノ主管大臣ヲ蓋閣ニ列セシムノレコトニ依ツテ社会問題解

決ノ可能性ヲ確実ニシ以テ社会政策ノ確立ヲ期スルト共ニ人口問題其他一般社会問題ノ解決ヲ期

セントスルノデアリマス

以上ニツキ何卒慎重御審議アランコトヲ願フ次第デアリマス

13 昭和8年10月27日人口問題研究会創立

かくて政府は本決議を尊重し， その要望に基づいて人口問題研究機関の設置に関する予算案を

帝国議会に提出し，昭和6年度予算について， その協賛を経たのである。 ところが浜口雄幸総理

大臣は昭和5年11月14日，東京駅で狙撃され重体となり，昭和6年4月13日浜口内閣は総辞職し

た。そこで民政党の若槻礼次郎内閣が誕生した。

こうした内閣更迭の事情のため，予算を執行する運びにならなかったのである。

しかし人口をめぐる社会状勢は悪化し，経済界の不況は深刻となり，失業者は続出しだした。

昭和5年12月10日の公表によれば失業者数は32万となっている。 これは当時の労働力人口の 1.1 

%に当る。 したがって労働争議が頻発した。更に翌年昭和6年12月17日の内務省社会局の発表に

よれば全失業者数は42万5,526人と10万以上の増加となっている。 ここに人口と失業という人口

問題の重要性が益々認識され， 一方海外人口への発展が必要度を増してきた。

かくて若槻内閣は総辞職し犬養毅内閣が成立するが，昭和7年5・15事件が起り犬養総理は射

殺されることになり，暫定政権で、高橋是清内閣が出来たが， その後5月26日海軍大将の斎藤実内

閣が成立することになる。つまり軍事政権内閣の誕生でもある。

こうした事情から， 昭和7年11月21日内務省発起の下に，人口食糧問題調査会の当時の委員で
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11.. 厚生省設II 

あった官民有志が会合し，人口問題研究会の創立を決意するに到るのである。

この実現のためには民間有力財団からの出資もあって昭和8年10月27日設立されるに到るので

あるが，当時の財団基金は 3,000円であった。当時の内閣は斎藤実総理大臣で内務大臣は山本達

雄であったが発足当時の理事は次の諸民である。

下，，リ

これは人口問題研究会の設立当初から理事であり，戦後，本会の理事長を死ぬまで続けた故永

井亨博士の回顧録によるものであるが，幸に生前「想い出話」が綴られてあった。

すなわち厚生省が出来た裏話とでも言うべきものであるが，氏は当時の鉄道省経理局長を最後

に退官し民間運動に入った。

永井亨，那須暗，山川端夫，下村広，堀切善次郎，河田烈，長伯爵柳沢保恵，男爵藤村義朗，

富田愛次郎，丹羽七郎，井上雅二の13名である。吉田茂，谷川越夫，

昭和5年の国勢調査による日本人口は 6,445万人であったが出生率は32.4，死亡率は18.2で，

しかも自然増加は91万4千，割合としては 1.4%増加で総人口の重圧多産多死の状況下にあり，

こうした事情か大正時代のデモグラシ｛の波は次第に高まり労働争議は各所で起こってきた。もかなり甚しかったと思われる。

この時永井亨民はこの常務理事をこれに対処しようした。ら財界は協調会という団体を作って，

やり，盛んに労働組合法を早く作れ，
歴略保相U故

そして団結権を確保させ，団体交渉を奨励して労働協約を

締結させろ，労使代表を加えて協議会を聞けといった，現在なら当り前のことであるが，労働者

この財界の作った協調会を止めさせられるに到っている。の経営参加を提唱したため，

「労働省設置の建議こうした行政省を作るために加藤友三郎内閣の時に実現せんとしかし，

この時協調会の理事でもあり工業クラブの理

事でもあった富士紡績の社長で和田豊治氏が忠告してくれたそうである。つまり労働省などとい

う案は通らないから社会行政を統一する機関を設置するという案に改めたらということであった。

これは賛成を得て内務省の外局とそこで「社会行政統一機関設置の建議案」ということになり，

これは国勢院を廃止して代りに社会局が出来たようであして社会局が設置されたそろであるが，

これも和田豊治氏が加藤友三郎と親友であったために実現したとも言われる。

その後永井亨氏は昭和4年に再び「社会省設置に関する建議案」を出してる。つまり社会局で

は小さい，これを社会省に昇格する必要があると考えたようである。そこで政府は「社会福祉省」

ところが枢密院の人々は政府自らが社又は「保健社会省」という名称で、枢密院へ持っていった，

しかし枢密顧会とは何だ。政府は社会主義をやるのかというので，皆反対で、あったよしである。

それでは利用厚生の厚生という字を当てれば角が立たないというこ

とで現在の厚生省が出来た訳であるが，厚生という字は正徳利用厚生〈書経及左伝）， 1も怪奇式斗

窓iキ斗喜重1モム蝶，刊賑1長1,1~1!!!を11出-N剖 1鋼（書集伝〉から取ったものである。厚生省で労働行政をやる

のはおかしいという処から戦後に労働省が生まれることになった。

こうしたいきさつもあって当時普通選挙が行われた時，社会民衆党の党首で、あっ

また松岡駒吉氏の為にも力を入れたようであるた安部磯雄氏に頼まれて応援演説をやっており，

が純粋な学者的態度からのものであった。

以上のような背景の下に厚生省が出来たが人口問題研究会は厚生省が出来る以前に設立された

これも社会局の中に置かれたということも不思議な縁と思われるー
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しかしこれも反対されたが，案」を出してもいた。

った。

聞に南弘氏という人がいて，

永井享氏は，

もので，

必ぃ

国勢調査準備委員会委員被仰付
〈内閣〉
！国巷定統計学会名営会員ニ推
歩I;ぺZフノレ
、貴族院議員当選（2回〉
和蘭国海牙ニ於テ開催ノ；第13回
国際統計協会会議ニ帝国委員ト
シテ参列被仰付（内閣〉
支那朝鮮視察〈貴族院〉
柳津統計研究所設立シ総裁トナ
Jレ

第一生命保険相互会社社長辞任，
在任満13年
勲3等瑞宝章授与〈内閣〉
内閣統計局顧問被仰付く内閣〉
叙正三位
臨時国勢調査局参与被仰付（内
閣〉
旭日中綬章授与〈内閣〉
国勢調査員ヲ命セラル〈内閣〉
勲2等瑞宝章授与（内閣〉
東京市議会議長ニ当選
白耳義国ブルツセルニ於テ開催
ノ；第15回国際統計協会会議委員
トシテ参列被仰付〈内閣〉
第5回国際労働総会政府代表顧
問被仰付く内閣〉
貴族院議員当選（4回〉
叙従二位
人口食糧問題調査会委員被仰付
（内閣〉

波蘭国ワルソ｛ニ於テ開催ノ第
18回国際統計協会会議委員トシ
テ参列被仰付
伊国羅馬ニ於テ開催ノ国際人口
問題研究会議ノ評議員ニ推薦セ
ラル
財団法人人口問題研究会会長ニ
就任

旭日重光章授与（内閣〉
叙勲1等瑞宝章授与〈内閣〉
物故（64歳〉
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新潟県北清原郡黒川村ニ生ル
学習院初等中等科ニ入学
伯爵柳津保甲養嗣子トナノレ
従五位に叙セラノレ
家督相続被仰付
大婚25年祝典之章拝受
学習院ヨリ独逸国へ留学〈宮内
省〉
正五位ニ叙セラ／レ
英国欽定統計学会正会員ニ挙ゲ
ラノレ

更ニ二ヶ年間留学延期被仰付
く宮内省〉
従四位ニ叙セラノレ
内閣統計局事務ヲ嘱託セラル
第7回国際統計協会会議委員被
仰付（内閣〉，同年9月諾威国ク
リスチャン市ニ於て会議開催
養父保甲ノ女秀子ト婚姻ス
早稲田大学統計学講師
帰朝ニ付拝謁被仰付
第一生命保険相互会社社長トナ
ノレ
正四位ニ叙セラノレ
東京市統計事務ヲ嘱託セラル
貴族院議員当選
英京倫敦デ七月開催ノ第十四国
際統計協会会議参列ノ；為メ政府
委員トシテ出張被仰付（内閣〉
明治37・38年事件ノ功ニ依リ勲
四等旭日小綬章授与〈内閣〉
国際統計学院正会員ニ選挙セラ
ノレ（海牙〉
了抹国コッベンハ｛ゲγニ於テ
開催ノ第11回国際統計協会会議
並ニ独逸国｛白林ニ於テ開催ノ；第
14回高国衛生及民勢会議ノ委員
トシテ参列被仰付〈内閣及東京
市〉
仏国巴里ニ於テ開催ノ第12回国
際統計協会ニ委員トシテ参列被
仰付（内閣〉
叙従三位

明治3年12月16日
グ 19年春
グ 19年8月27日
u 23年12月16目
。26年10月27日
u 27年7月13日
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決L，直ちに政府に上申したのであります。翌昭和6年，政府も此の決議を尊重して人口問題調

査機関設置に要する経費を予算に計上し帝国議会の協賛を得たのーでありますが，遺憾ながら，政

冨
川町中

戦前の人口問題研究会の活動而
血

変に妨げられて，実現するに至らなかったのであります。

然るに社会の事情は人口食糧問題調査会当時に比して不況は連年深刻の度を加ヘ，失業者は増

加し，就職難は累加L，中小商工業者は申すに及ばず，農村の疲弊は極度に進行しつつあるので

あります。最近寧需工業の発達に伴ひ経済界は梢々依復の兆があると云はれて居りますが，之は

単に一部分の現象であって未だ、何λと離も，全体的な景気依復を認めるものはないのであります。

本財団が設立されるや，前述した理事の下に活動が始まったが，会長には柳沢保恵伯爵がなっ

て昭和9年11月7日，内務省の第一会議室で人口問題同攻者の第一回会合が持たれている。この

席上での会長の挨拶文を次に掲げることとする。

よく皆が申しますが，国土狭小にして資源は何分乏しき様に考へられて居ります。私我が国は，
第一回人口問題同攻者会合に於ける会長挨拶

さう思ひませぬが人口は依然として益々増加して居ります。は前からどうもさうは思ひませぬ，
1 

四十年先は別問題としで，現在に於ては人口が増加しているのでありまじて，職業戦線に晴集す

る人々を如何にして扶養すべきかは国民生活の根本に関する重大問題で、あります。今にじて何等

適当なる方策を講ずることなく放置するに於ては国民生、活の不安は益々増大，国民思想の悪化を

促して淘に憂患すべき事態を招来するものと思ひます。ままに鑑みまして常時継続的は人〆口問題の

調査研究に従事し，一方には対内的見地に立って其の解決方策を講ずると共に，他面対外的見地

に於て国際的諸機関と聯絡を図り，我が国人口政策の国際的地歩を占め民族の発展を企図すべき

団体創立の必要を痛感致しまして，昭和7年秋，官民合同致しまして私共はー「我が国人口問題の

解決に資する為，諸般の調査及ひ、研究を遂げ，且つ人口問題研究諸国体との耕絡を図り，併せて

人口政策施設の促進を期すること」を目的とする人口問題研究会を組織したのであります。卒に

四十年先のことを想像され，人口の漸減に付種々論議されて居られますが，三，或る学者は三，人口問題研究会主催財団法人

第一回人口問題同攻者会合に於ける会長挨拶

恵保沢柳伯爵会長

I 

昭和8年10月27日，財団法人となして民間有力財団の出資もあり，又各方面の後援を得まして，

ったので御座います。昭和9年度よりは僅かではありますが，金一万円国庫の補助金を受くるに

至りました。猶次年度よりは是れ以上の補助金を得たく目下当事者に計って努力中で、御座います。

かやうに本会は創立後日尚ほ浅く，資金も未だ、極めて不十分ではありますが，所期の目的を達成

し，邦家の為に貢献せんとする信念の下に専心事業を進捗せしめて居るので御座います。本会の

事業の概要につきましては，後程，係員か必御紹介させることと致します。

倍，近来，我が国入口問題の重要性が益々認識せられまして各方面の研究が日に増し進歩する

に至りましたことは淘に御同慶に堪へない次第で、あります。近代科学は其の発展につれて徴に入

り細を穿ち，益々分化するに至って居ります。一つの科学の部門の内部に於きましても幾多の分

化が生じまして益々研究が進められて居ります。人口問題研究に就ても其の性質頗る複雑多岐で、

医学，衛生学，地理学，御座いま Lて，御承知の如く経済学，社会学，統計学，生物学，優生学，

人類学等と極めて広範なる領域に亘っているので御座います。従って人口問題の研究を遂げ，一

：切の国策の根抵たらしめる為には，科学の各部門，更に同一科学の内部に於ても諸種の観察点か

立いところであります。又此の外種々意見の交換，討論こそ研究進歩の母であります。近来，殊

ーら到達せられた研究の結果を綜合することが欠くべからざる必要事でありますことは多言を要し
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量齢、

るに至ることは申すまでもないことであります。大正末年に於きましては我が国人口増加と我が

国民の主要食糧たる米の生産力の発展との不均衡が顕著なる事実として現はれ，此の問題が当時

の人口問題の核心をなして各方面に議論せられたのであります。政府は此の勢に刺戟せられて一

大調査機関の設置を考慮するに至りましたが，昭和2年，漸く勅令を以て人口食糧問題調査会を

設置致しました。私も当時委員の一人であり，又特別委員長として之に参加して居りましたが，

此の調査会は其～の名称の示す通り，一面人口問題及び食糧問題に関する重要なる調査研究を行ひ，

他面政府の諮問に応じ，又種々の建議を致したのであります。然るに昭和5年，内閣の更迭や，

財政難の為に，十分の機能を発揮するに至らずして遂に官制が廃止せられま Lたことは淘に遺憾

であります。然るに人口食糧問題調査会当時から既に多くの委員達は，入口問題は永続的であり，

且つ其の性質は頗る複雑であって，一時的，臨時的の調査研究を以てしては到底其の真相を明か

にし，之に基いて適切なる対策を講ずることは不可能でありますので直久的調査機関設置の必要

を痛感し，種々の提案として現はれたのであります。

昭和5年，其の最終の総会は遂に「人口問題に関する常設調査機関設置に関する建議案」を可

- 28 -

形式を以て其の解決を訴ふ一口に人口問題と申しましても時代により処によって種々の内容，
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（本稿は，昭和9年11月7日，内務省第一会議室に於て，本会の開催せる第一回人口問題同

攻者会合に際して会長柳沢伯爵のなされたる挨拶の速記である。……編輯〉

本日，第一回人口問題同攻者会合を開催致しまして，各方面に於ける熱心なる人口問題研究の

皆様方と一堂に会するを得ましたことは，私の淘に欣快とするところで御座います。

人口問題の意義，其の重要性等に関しましては，ままに私から申述べるまでもなく，皆様の御承

知の通りでありますが，先づ順序として本会設立に至る経過と本会設立の趣旨を一言し，次bこ本

日開催致しました人口問題同攻者会合の目的とするところを述べて皆様の御援助を願ふ次第であ

ります。



111: 

に，文化科学に於きましては個人的研究から協同的研究へ進むやうになっ七居ります。本会も亦

圏内研究機関，研究者の耕絡提携を事業のーとして甚だ、重要視しているのであります0 ＇其の具体

的に現はれました一つが，今日皆様をお招きして催しました所の人口問題同攻者会合に他ならぬ

ので御座います。即ち，此の会合は人口問題に関する研究の促進を図りまじて，綜合的研究の実

を挙げる為に各部門の研究者諸君の聯絡提携の機会として之を開設致しま Lたので御座います。

かやうな趣旨の下に，将来，；出来得る限り屡々かかる会合を開催し，或は予め問題を定めて各方

面の専門の方々に討議の機会を作り，或は各方面の御研究の結果を此の会合に於て御発表願ひま

してi人口問題の綜合的研究の促進を図り度いと考へるので御座います。尚此め会合は成る可く

屡々簡単に開催する為に，主として東京市内及び近郊在住の方々を御案内致しますが，更に将来

適当なる時期に於きまして，あらゆる方面の研究者を集め全国的な会合を催す予定で御座います。

本日は第一回の会合で御座いまして，予め問題を定めて御研究願ふといふ準備は致して居りま

せん。同攻者会合を開催致しました本会の趣旨を御了解下さいまして，忌樺なき御希望なり，御

研究のー端なりを御聞きすることが出来ますれば淘に幸と存ずる次第で御座います。簡単で御座

いますが，本会の沿草，趣旨を述べ，同攻者会合開催の目的を申述べて，本日の会合の御挨拶に

代へる次第で、御座います。

記事

財団法人人口問題研究会主催

第一回人口問題同攻者会合記録

昭和9年11月7日午後2時より内務省第一会議室に於て本会主催第一回人口問題同攻者会合を

開催した。本稿はその際に於ける速記録の概要である。

出席者

社会局事務官

産業組 合中央会

東京商科大学助教授

土方成美教授研究室

日本経済研究所

東京帝国大学農学部農業
経済学研究室

逓信技師 理学博士

安積得也民

東浦庄治氏

猪谷善一氏

井上謙二氏

井口東輔氏

神谷慶治民

古山利雄氏

亀田豊治朗氏

帝 国 農 会

社会局嘱託

農林技師

法政大学経済学研究室

社会局保険部長

明治学院教授

社会局技師

横浜高等商業学校教授

青鹿四郎氏

早、崎八世H.13;;

板井申生民

伊豆川浅吉氏

川西実三民

菊田貞雄氏

古瀬安俊民

森田優三氏

明治学院教授 三好豊太郎氏 東京文理科大学助手 桝田一二民

会 美濃口時次郎氏 東京商科大学教授 中山伊知郎氏

長沢柳作氏 早稲田大学教授 西野入徳民

ぜ社会局技師 長瀬恒蔵氏．慶応義塾大学教授 奥井復太郎氏

社会局技師 大西清治氏 関東学院町教 J授 小田橋貞寿氏

協 調
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賞勲局総裁経済学博士 下条康麿民 簡易保険局技師

柳沢統計研究所調査部長 阪本 敦氏 慶応義塾大学教授

斎藤 斎 民 、

寺尾、琢磨氏

農 林 技 師 戸倉莞爾氏 東北帝国大学法文学部講師団中館秀三氏

東京市統計課 豊浦浅吉氏 東京高等師範学校教授 武見芳三氏

弁護士弁理士 徳村謙吉氏 4 大倉高等商業学校教授 吉田 Y 秀夫氏

本会側

会長伯 爵 柳沢保恵 常務理事 井上雅一

法学博士 下村 1宏

長谷川越夫

池田 宏

安部磯雄

長谷川 透

小田内通敏

左右田武夫

平石忠

平間荘太郎

理事

理事

監事

評 議 員

幹事

社会局事務官

研究員

研究員

書記

経済学博士 永井 享

山川端夫

理事

理事

員

員

事

員

員

議

議

究

究

評

評

幹

研

研

太

三

夫

雄

喜

恒

貞

義

虎

重

野

田

、

氷

水

田

矢

戸

持

清

増

舘

秋村

稔助手

潔書記

舘研究員開会を宣し，会長柳沢伯爵本輯巻頭掲載の挨拶をさる。会長の指名により一一

2 本会寄附行為・事業概要・会員募集

設立当時の本財団の寄附行為を紹介すると次の如くであるが，役員としては理事15名，監事2

名，評議員20名から成っている。

また事業概要が示されているが，大別して二つの事項に分れ，｝つは調査事項で，他は指導理

事の研究事項になっている。

この調査項目の内容を要約すれば人口現象に関するものと，人口問題対策に関するものとにな

り，指導理事には上田貞次郎，那須暗，永井享，井上雅二，下村宏の 5人が，それぞれの部門を

担当していたことが分る。

そして毎年人口問題同攻者の会合を始め全国大会を催しており，人口資料作成の外，公開講演

会，懸賞論文の募集までも行ない，機関誌「人口問題Jを毎月刊行されるに到っている。

本会寄附行為

第一章名 称

第一条本会ハ財団法人人口問題研究会ト称ス

第二章目的及事業

第二条本会ハ我国人口問題ノ解決ニ資スル為諸般ノ調査及研究ヲ遂ケ且ツ人口問題研究諸国体

トノ聯絡ヲ図リ併セテ人口政策施設ノ促進ヲ期スルヲ以テ目的トス
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名

名

名

干

干

干

若

若

若

子

事

記

一，助

一，幹

一，書

第十五条

本会ハ前条ノ目的ヲ達スノレ為メ次ノ：事業ヲ行プ

研究員ハ調査研究ニ従事ス

助手ハ研究員ノ調査研究ヲ補佐ス

幹事ハ会長ノ指揮ヲ承ケ庶務及会計ヲ処理ス

書記ハ上司ノ指揮ヲ承ケ庶務及会計ユ従事ス

人口問題ノ調査研究並ニ研究員ノ指導ノ為主査一名及副主査若干名ヲ置久主査及副

，ー，人口問題ニ関スノレ調査及研究

二，人口問題ニ関スル資料／蒐集及整備

i 三，国内人口問題研究諸機関及研究者トノ聯絡提携

四，圏外人口問題研究諸国体トノ耶絡及資料ノ交換

五，調査，研究ノ結果ノ発表

六，政府ノ諮問ニ対スノレ答申又ノ、建議

七，其ノ他前条ノ目的ヲ達スノレ為必要ナJレ事業

第三条

第十六条

第十七条

主査ハ理事及評議員中ヨリ会長之ヲ委嘱ス

本会ニ顧問若干名ヲ置クコトヲ得第十八条

顧問ハ理事会ノ議決ヲ経テ会長之ヲ委嘱ス

所

本会ハ事務所ヲ東京市内務省社会局内ニ置グ

務事第三章

第四条

会事理第六章

員

会員ヲ分チテ特別会員，終身会員及通常会員ノ三種トス

特別会員ハ本会ニ功労アル者又ノ、学識名望アJレ者ニ就キ理事会ニ於テ之ヲ推薦ス

会第四章

第五条

理事会ノ議決スヘキ事項次ノ如シ

ー，評議員会ニ附議スヘキ事項ニ関スノレコト

二，人口問題ニ関スル調査研究事項ニ関スルコト

三，財産ノ管理及処分＝関スルコト

四，寄附ノ受諾弓関ス／レコト

五，寄附行為ノ変更及規則ノ制定変更ニ関スルコト

六，其ノ他会長ニ於テ必要ト認メタル事項ニ関スルコト一，理

理事会ノ、必要ニ応シ会長之ヲ招集ス第二十条

名

若干名

名

若干名 理事三分ノー以上ヨリ会議ノ目的タル事項ヲ示シテ請求ヲ為シタルトキハ理事会ヲ招集スルコ

トヲ要ス

会長必要ト認ムルトキハ書面ニ依ル表決ヲ求メ招集ニ代フノレコトヲ得会長ノ、本会ヲ代表シ会務ヲ統轄ス

理事会ノ議長ハ会長之ニ当ル

理事会ノ議事ハ出席理事ノ過半数ヲ以テ之ヲ決ス可否同数ナルトキハ議長ノ決スル

所ニ依ル

第七章 ぷ〉= 員議評監事ハ業務執行及資産状況ヲ監査ス

監事及評議員ハ会長之ヲ委嘱ス

第十条

評議員会ノ議決スヘキ事項次ノ如シ第二十三条第十一条

一，歳入歳出予算エ関・？－！レヨト

二，決算及事業執行状況ノ報告ニ関スルコト

其ノ他会長ニ於テ必要ト認メタル事項ニ関スルコト

評議員会ハ毎年一回之ヲ招集ス但シ会長ニ於テ必要ト認メタルトキλ随時之ヲ招集
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第十九条

終身会員及通常会員ハ本会ノ趣旨ニ賛同シ所定ノ会費ヲ納入スノレモノトス，其ノ入会，退会並

会費ノ納入ニ関スノレ規則ハ理事会ノ議決ヲ経テ別ニ之ヲ定ム

役員職員及顧問

本会ニ左ノ役員ヲ置グ

会

第五章

長

事

事

員

議

会長ハ理事会ニ於テ理事中ヨリ之ヲ互選ス

第二十一条

会長故障アルトキハ会長代理者之ニ当ル

第二十二条

第二十四条

スノレコ Fヲ得

第六条

一， 

監一， 

一，評

第七条

会長故障アルトキハ会長ノ指名シタル常務理事其ノ職務ヲ代理ス

理事ハ評議員会ニ於テ評議員中ヨリ之ヲ互選ス

理事中ニ常務理事若干名ヲ置キ会長ノ指名ヲ以テ之ヲ定ム

常務理事ハ会長〆命ヲ承ヶ事務ヲ掌理ス

第八条

第九条

官主

役員ノ任期ハ三年トス但シ再任ヲ妨ケス

補闘ニ依リ就任シタノレ役員ノ任期ハ前任者ノ残任期間トス

役員任期満了ノ；場合ハ後任者ノ就職スノレ迄伺チ前任者ニ於テ其ノ職務ヲ行フ

本会ニ左ノ職員ヲ置キ会長之ヲ任命文ハ委嘱ス

一，研 若干名
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員究

第十二条

第十三条

第十四条



項

三，人口と産業，貿易，一般経済との関

係に関する事項

四，産業の人口吸収力，就中商工業の発

展に関する事項

第二部那須樽土担任

一，人口の分布及移動に関する事項

二，k都市及村落人口に関する事項

三，人口と食糧，農業，土地経済との関

係に関する事項

四，食糧自給の限界並に収容人口の極限

に関する事項

第三部永井博士担任

一，過剰人口及過少人口に関する事項

二，職業人口就中労動人口｝こ関する事項

三， λ口と職業，過剰入口と失業との関

係に関する事項

四，国民所得の分配に関する事項

五』生計調査及び消費経済に関する事項

第四部ー井土常務理事担任

一，移民に関する事項

第五部、下村博士担任

. ＇ー’ e人口統制に関する事項

二，人口の分布に関する調査

〈イ〉人口の地域的，産業的分布及移動

に関する調査

〈ロ〉人口の都市集中日関する調査

三，人口増加に関する調査

（イ〉人口の自然増加に関する調査

（ロ〕出生率及死亡率に関する調査

（ハ〉婚姻率及離婚率に関する調査

四，其の他人口現象に関する基礎的調査

第二人口問題及び其の対策に関する調査

一，過剰人口に関する調査

（イ〉過剰人v口に関する調査

〈ロ〉過剰人口と失業との関係に関する

調査

二，人口統制に関する調査

（イ〉内外移民に関する調査

（ロ〉産児制限に関する調査

〈ハ〉優生学的調査

三，一般人口対策に関する調査

評議員三分ノー以上ヨリ会議ノ目的タル事項ヲ示、ンテ請求ヲ為シタノレトキハ評議員会ヲ招集ス必

ノレコトヲ要ス

第二十一条及第二十二条ノ規定ハ評議員会ニ之ヲ準用ス

第八章

第二十五条

資産及会計

本会設立当時ノ資産ハ別紙目録ノ通トス

本会ニ基本財産ヲ置グ

第二十六条

第二十七条

基本財産ノ積立，管理及処分方法ハ理事会ノ議決ヲ経テ別ニ之ヲ定ム

本会ノ会計年度ハ四月一日ヨリ翌年三月三十一日迄トス第二十八条

本会ノ経費ハ左ニ掲グノレモノヲ以テ之ヲ支弁ス

ー，基本財産以外ノ資産

二補

三，寄

助

附

四，会

五，其ノ他ノ収入

金

金

費

第二十九条

JIU 附第九章

本会ノ事務執行ニ関シ必要ナノレ規則ハ理事会ノ議決ヲ経テ別手之ヲ定ム

本寄附行為ヲ変更セントスルトキハ理事三分ノ二以上ノ同意ヲ得ルコトヲ要ス

二，資料の蒐集

人口問題に関する内外の調査資料の蒐集整備に努むー

国内人口問題関係研究諸機関及び研究者との聯絡提携を図る為人口問題同攻者会合を闘催す。

第一回人口問題同攻者会合昭和9年11月7日内務省第一会議室に於て，第二回を昭和10年3月

2日麹町区有楽町蚕総会館講堂に於て，第三回弘昭和10年7月6日内務省第一会議室に於て

開催せり。尚本年度には我国人口問題解決の具体的方法に関して全国的なコシグレツスを開催

する予定なり。

四，海外との聯絡

圏内の聯絡一_, 

調

朗

暗

宏

烈

茂

郎

義

須

村

田

国

｜

村

哀

藤

那

下

河

爵！男

τb 
A 

恵

享

夫

郎

夫

郎

本法人設立当時ノ理事左ノ如シ

保

端

次

越

次

善

演

井

JI! 

切

割E

七丹愛

雅

第三十条

第三十一条

第三十二条

i
 
l
 
’・EJ谷

柳

、

氷

山

堀

長

爵伯

田

上

富

井

要概業、事

究研査一，調

員の調査研究の指導に当ると共に指導者自ら研究項目を定めて研究に従事す。

更に重要問題に関しては専門の研究者又は特殊の機関に調査研究を委託す。

(A）本会の調査項目左の如し

第一人口現象に関する基礎的調査

一，人口構成に関する調査

人口の体性別，年齢別，人種別j職業

国際人口会議を始め諸国の人口問題研究機関誌に研究者との耕絡，資料の交換に努め漸次効果

を収めつつあり。
本会に常時研究員数名を置き，人口問題に関する調査研究を行ひ理事中特に指導者を設け研究

五，公開講演会の開催

人口問題に関する知識の普及，人口l政策施設の促進を期する為，臨時中央文は地方に於て公開

講演会を開催す。第一回人口問題講演会を昭和8年12月11日東京朝日講堂に於て，第二回を昭

和9年6月21日大阪市中央公開堂に，第三回を向年11月29日麹町区有楽町蚕総会館講堂に，第

四回を昭和10年6月8日仙台市公会堂に於て開催せにリ
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L 

CB）指導理事の研究項目左の如し

第一部上田博士担任

一，人口の構成特に年齢構成の変動に関

する事項

二，将来に於ける人口の予測に関する事
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別及階級別構成に関する調査
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忠

郎

潜

雄

太

乃

重

等

雄

寧

助

貞

美

郎

之

岩

井

原

恒

越

勘

義

磯

頼

幹

昌

成

美

野

内

野

本

賀

峡

部

馬

島

沢

方

屋

高

永

矢

矢

t

山

気

嘩

安

一

有

宮

塩

土

関

大原社会問題研究所長
法学博土
東京帝国大学教授
医学博士

東京帝国大学教授

第一生命保険相互会社
社 十長

京都帝国大学教授
法学博士

慶応義塾大学教授
法学博士

倉敷労働科学研究所長
医学博士

衆 議 院 議 員

伯爵

貞

貴 族 院 議 員

慶応義塾大学教授
医学博 1 土
早稲田大学理事
法 ー学 ι 博， 士

東京帝国大学教授
経済学博士

貴族院議員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

員

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

評

評

評

評

評

評

評

評

評

評

評

評

評

置

六，懸賞論文の募集

人口問題に関する研究の促進を図る為，昭和8年「我国人口問題の解決方針」なる論題の下に

懸賞論文の募集を発表し，百二十二篇の応募原稿を得，二等三名，ミミ等四名を入選と決定せり。

七，印刷物の発行

調査研究したる結果を印刷発行すると共に重要なる人口問題資料の印刷発行に努む。

F芳＝＝＝ュー

恵

治

清

保

朝

II 

亨

宏

雅

集

こうした人口問題は一部の有識者のみでの議論で、は解決さ一れそうにもない。

そこで多くの会員を募集Lて全国的な会員をつのり，この一節には「相携えて邦家の進運に寄

与したいと思ふ」という文面がある。

如何に国策に役立たせるかの情熱に濯っている。次に会員募集，要点の資料を参考までに掲げ

ょう。

募

人口問題の解決が一切の国策の根帯たることが漸く一般に認識せられ，今や朝野を挙げて問題

の解明，対策の樹立が頻に論議せらるるに至ったことは邦家の為淘に慶賀に堪えないところであ

るo：＿－此の際本会は複雑多岐に亘る木口問題を各種の立場から解明仏国策の樹立に資せんとする

趣冒に基き，広く本会会員を募り＼相携へて邦家の進運巳寄与したいと思ふ。苛も人口問題に関心

を有する土の振って入会せられんことを待望じて止まない。

彊

四

募員.6. 
ヨZ

次

赴

善

川

田

間

集員会

暗

夫

茂

郎

夫

烈

茂

i

郎

蔵

郎

太

宏

郎

治

貞

端

井

井

村

須

田

沢

－

木

上

川

切

柳

赤

半

井

永

下

那

山

八，其の他我国人口問題の解決に資する為必要なる事業

伯爵議

次

員

官

官

服長

院

員

族

務

役

長（理事〕貴

会本

会

理事（常務〉内

理事（常務〉社 会

理事（常務〉海外興業株式会社

理事

局

経諸学博士

東京大阪朝日新聞副社長
法学博士

東京帝国大学教授
農学博土

員
土

貴族 院 議
法学博

一内閣調 i査局長官

谷

~ 
ロ

堀

長

一

河

挟

上
次

俊

貞

恒

栄

員

長

員

議

局

議

院

計

院

貞

阪

野

田

屋

田

庄

田

島
会員の特典

。本会発行の定期刊行物は会員には無料頒布すf。

。本会発行め其の他め印刷物は会員には割引文は無料にで頒布す。 1

0本会め開催する諸種の会合には会員を案内すで。

。本会発行の定期刊行物に会員ほ投稿するを得。
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郎
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保
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族

貴

貴
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関

矢
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前内務省衛生局長

役
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長
土
授
宝

締
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総
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教
一

取

学

学

学

社

博

博

聞
大
農
一
大

新

国
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自
帝
土

E
F

毎
学
道
博
｝
帝
学

阪

海

学

都

大
法
北
法
京
文

一36ー

社会局社会部長

東京商科大学教授
法学博士

国際労働機関
帝国事務所々長

貴族 t 院議員

第一生命保険相互会社
社 長

内閣調査局参与

京都帝国大学教授
経済学博士

東京帝国大学教授

内

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

監

監

員

員

員

員

一

員

員

、

員

議

議

議

議

議

議

議

評

評

評

評

評

評

評

理

理

理

理

理

理

理

理

理

一

理
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入 2』= 
一，入会希望者は申込書に必要なる事項を記入捺印の上本会に御送附下さい。

ー，紹介者なき方は本会職員が御紹介します。

一，会費の納入は振替を御利用下さいー

東 京 市 麹町区外桜田町

内務 省社会局内

財団法人 人 口 問 題

電話銀座制 5

財団法人 人口問題研究会会員規則

研

6 

究

1 

会

1 (10) 

第一条 本会寄附行為第四章第五条ノ規定ニヨリ特別会員，終身会員及通常会員ヲ置ク

特別会員ハ本会ニ功労アル者又ハ学識名望アJレ者ニツキ理事会ニ於テ之ヲ推薦シタノレモノトス

終身会員ハ本会ノ趣旨ニ賛同シ本会ノ役職員又ハ会員ノ紹介ニ依リ一時金百円以上ヲ納付シ入

会シタノレモノトス

通常会員ハ本会ノ趣旨＝賛同シ本会ノ役職員又ハ会員ノ紹介ニ依リ入会シタノレモメトス

会員ニハ本会発行ノ図書，定期刊行物其ノ他ノ印刷物ヲ無料又ハ実費ニテ頒布ス第二条

第三条 通常会員ハ会費トシテ年額金参円ヲ毎年三月末日迄ニ前納スノレモノトス

但シ新ニ入会シタノレモノハ入会ノ日ヨリ一箇月以内ニ会費ヲ納付スルモノトス

第四条

第五条

会員ノ住所，氏名ニ異動ヲ生ジタJレトキハ直チニ其メ旨届出ヅルモノトス

通常会員退会セ γ トスノレトキハ其ノ旨届出ヅノレコトヲ要ス此ノ；場合ユハ既ニ納入シタノレ

会費ヲ返還セザノレモノトス

第六条 通常会員ニシテ会費ノ納入ヲ怠リタル場合λ会員タノレコトヲ取消スコトアノレベシ

附 員q

本則ハ昭和10年4月1日ヨリ之ヲ施行ス

本 会の沿革

昭和3年2月，人口食糧問題調査会第十二回特別委員会に於て新渡戸稲造委員は人口問題の永続

性を指摘して其の恒久的調査機関設置の必要を強調し「人口に関する諸問題の研究を目的とする

学術的機関の設置を謀り其の充実を助成すること」を提案されたσ 爾来，社会局側幹事，永井亨

委員等より数度に亘って人口問題研究の恒久的機関設置に関する提案が行はれ，又昭和4年には

国際聯盟協会を代表して渋沢栄一氏並に井上雅二氏より政府に対して同様の建議書が提出せられ

た。昭和5年1月23日，人口食糧問題調査会特別委員会は「人口問題に関する常設調査機関設置

に関する建議案」を可決し，同年3月27日が第五回総会に之を附議lし特別委員長藤村義朗男の下

に本案を可決して直ちに政府に答申した。即ち f我国の人口問題は常時調査研究に従ひ其の莫相

を明にし，之に基き臨時其の対策を講ずるにあらざれば問題解決の針路を失ひi対策施設の基準
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を誤り淘に憂ふべき事態に陥ることなしとせず。然るに現在の人口食糧問題調査会は政府の諮請

に応じ，政府に建議する外常時に於て調査研究を行ふに適せざる憾みあり。加ふるに人口問題は

其の性質上国際的見地より之を講究し，国際機関との聯絡を図ること亦必要なり。何て政府は此

の際速に人口問題に関する常設調査機関として研究所を設置し並に諮詞機関として委員会を附設

せられんこと」を要望した。政府は之等の要望に基き，内務省社会局に於て立案せる人口問題研

究機関の設置に要する予算案を帝国議会に提出して昭和6年度予算に就き其の協賛を得たが内閣

更迭等の事情に依り，此の予算を実行するに至らなかった。然るに不況は連年深刻の度を加へ現

時の世相は人口問題の重大性を高調せしむるものあり，之が研究は一日も忽にすべからざる事態

にあるに鑑み，昭和7年11月21日，内務省社会局発起の下に轟に人口食糧問題調査会当時委員た

りし官民の有志会合し，人口問題研究会の創立を決議してル其の実現に努めた結果，民間有力財団

よりの出損もあったので，昭和8年10月27日，ままに財団法人人口問題研究会の設立を見るに至つ

たのである。

本会設置の趣旨

人口問題は国民生活の根本に関する事項なるを以て，之が調査研究は一日も忽にすべき性質のも

のに非ず。

政府は嚢に人口食糧問題調査会を設置し，之に依り人口問題と食糧問題との関係を調査審議し，

其の大綱に就き政府に答申する所ありたりと難，人口問題は其の性質複雑多岐にして短期又は一

時的の調査にては，其の核心に触れ，根本的方策を見出すこと頗る至難の業たり，加之，人口食

糧問題調査会設置の時代に比し，今や産業，貿易及財界の広範囲に渉り，不況は一層深刻の度を

加へ，過剰人口は愈々増大しつつあり，市して又我国人口増加の大勢は，其の社会的傾向に於て，

甚だ憂慮すべき事態にあり，之れを放置して顧みざるに於ては，国難の打開到底望むべからず，

是を以て常時継続的に之が調査研究を遂げ其の依って生ず、る真相を明にし，以て適切なる方策を

樹立すべきことは極めて緊急要事たり。

思ふに我国人口問題の大綱は，一方に於て対内的見地に立ち其の解決方策を講ずると共に，其の

一面に於て対外的見地に於て諸方に人口移植を図るべきは，実に当面の緊切なる要務たること言

を侯たず，而して之れが為には世界人口会議並に移民会議と聯絡を図り以て我国人口政策の国際

的地歩を占むべきこと亦極めて肝要なりとす。斯くの如く人口問題の解決如何は，我国現下の情

勢に照し，真に国民生存上の安危蛙に民族発展の消長に関し極めて重大なる意義を有するを以て

政府とも協調し本問題を常時継続的に研究すべき団体の創立を必要とす。
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N 機関誌「人口問題」の内容

人目問題研究会は会員募集を大々的に行なって後，会員相互のため，機関誌「人口問題」を毎

年季刊と Lて四号を出している。

第一巻第一号は昭和10年10月に刊行され，昭和19年2月の第六巻第四号まで、続いた。

したがって24冊の機関誌を出し人口専門家、による多くの論文が掲載されている。この貴重な文

献は古くなり，余部は殆んどないので今回の50周年を期して複刻版を出すことになっている。

これら機関誌に掲載された論文の全容は膨大なものになるので，詳細を本稿で紹介することは

出来ないが，その論文題名の目次一覧表を本稿の終りに紹介することにする。

ただ，この中で戦後死ぬまで終始，人口問題研究会に関係し，戦後，本会の理事は大半パージ

にかかったが，永井亨氏はパージにかからず無傷で戦後の本研究会の再建に務め，理事長として

活躍したbその永井亨氏の人口問題に関する論文が第一巻第三号に「過剰人口と失業の関係を論

じて人口問題の本質に及ぶ」という題名で，人口問題論に最もふさわしいものが掲載されている。

この全文は元本に譲るとして主たる氏の主張の意のある処を抜粋してその功に報いたいと思う。

1 永井亨博士の「過剰人口と失業との関係を論じて人口問題の本質に及ぶJ

－以下，永井亨氏諸論（第一巻第三号〉

干いろいろと各国の実情を分析述べた後

ごさてマルサスとマルクスの見た過剰人口に一瞥を投じて置4必要がある。マルサスは人口の生

活資料たる食糧め増加が人口に伴ひ得ないところに過剰人ロがあり，土地の生産力・一一土地収穫

逓減法によるそれーーが人口を収容し得ないところに過剰人口があるとL，食糧に対する過剰が

飢識，疾病，兎亡」‘恐らえ又罪悪を生じ，その事が又そ，の事への恐怖がおのづから人口と食糧と

を均等化せしめ，その間生存のための闘争が行はれ，それに伴ふ拡充作用が行はれると見たとこ

ろに彼の入日法測があり，賃銀基金説に伴はれた自然淘汰律がある。彼の「人口論1第二版に説

かれた罪悪、や不孝の何れともならざるλロの制限，即ち人口の道徳的抑制についてはここに言及

Lない。

マノレグスは人口（労働〉の生活資源たる職業，即ち資本の需要する雇傭の増加が人口（労働〉

の増加に伴ひ得ないところに過剰人口があり，資本家的生産の行はれる社会にあっての相対的過

剰人口があり，資本の蓄積力一一資本蓄積説乃至利子低減論によるそれーーが人口（労働〉を支

持し得ず，或は資本が社会（労働〉の生産力を発展せしめ得ないところに過剰人口があるとし，

そこに労働需給の人口法則があって，その労働需給律の動く背景となって恐怖時には急性的に，

不況時には漫性的に現はれるのが相対的過剰人口であり，そこにはまた流動的過剰人口があり，
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潜伏的過剰人口があり，停滞的過剰人口があり，相対的過剰人口の奥底に横たはるものは被救他

者たる貧窮人日であるιLたのである。ここにいはゆる相対的過剰人民とは失業の周期的変動に「

基づく失業者，即ち失業予備軍の中堅であり，流動的過剰λ口lとは不規則雇傭から生ずる失業者

又ほ半失業者であり或は女子幼少年労働者でありy 潜伏的過剰人口とーは農村労働者たる補充兵で

あり停滞的過剰人口とは季節的，偶発的失業に曝されたる日傭労動者であり，貧窮人口とは予備

軍の死重，現役軍の廃兵でああ。

斯の如くマルサスの説いた過剰人口は食糧人口又は生物人口であり，l 貧困人口であり，食糧自

給国にあっての過剰人口であり，然らざれば自然法的社会にあっての過剰人口であり，マルサス

の扱つtたa人口問題は人口食糧問題であり，貧困問題であり，マルサスの立てた人口法則は「人口

は食糧にかかり，土地にかかり，土地の生産力にかかる」といふ人口律であり， 「食糧は土地か

ら生れ，人口は自然に従ふ」とのそれであり， 「貧困は過剰λ口の結果である」との貧困律であ

り，「淘汰は人口制限の原因である」との淘汰律であり，「貧困は社会制度の結果である」とのゴ

ドウインの方式を否認し「淘汰は生物進化の原因である」とのダ｛ウイシの方式を示唆したそれ

である。それはまた「労働は貧困から生れ，貧困は労働に従ふ」との貧困律であり，労働の結果

についての貧困の分前を示さないそれであるσ

次にマルクスの説いた過剰人口は職業人口又は労働人口であり，失業人口であり，資本主義社

会にあっての過剰人口であり，マルクスの扱った入口問題は職業問題であり，失業問題である。

マルクスの立てた人口法則は「人口（労働〉は資本にかかり，資本の蓄積力にかかる」といふ人

口律であり，「職業は資本から生れ，人口は資本に従ふ」とのそれであり，「資本は労働の給付を

需要し，労働はその給付の報酬を需要するi」といふ労働需給律であり， 仁資本は労働から生れ，

労働は資本に従ふ」とのスミス・リカアドの賃銀律に発したそれで、ある。ただスミス・リカアド

は富についての労働の分前を示さず，或はそれを生活の最低限度に求めたのに対Lて，マルクス

は富についての労働の全収を求めた差あるのみである。

今日説かれる過剰人口はいはば社会人口であり，何れの社会にも現はるべき過剰人口であり，

一般生活標準の低下となり或は平均生活程度の劣化となって現ばれる過剰人口であり，今日扱は

れる人口l問題はいはば社会人口問題であり，人口問題そのものである。今日立てられる人口法則

は「人口は社会にかかり，社会の生産力にかかり，社会の生産力は分配比率にかかり，人口は生

活標準にかかる」といふ人口律であり， 「食糧も職業も社会から生れ，人口は社会に従ふ」との

人口律であり， 「貧困も失業も過剰人口の原因であり結果である」との大ロ律であり，人口律そ

のものである。

要するにアダム・スミスの国富論に発したマルサスの人口論即ち貧困論は分れて一方マノレサス

の人口論からリカアドの賃銀論を経てマルクスの人口論即ち失業論へと移り，他方マルサスの貧

困論からダ｛ウイシの進化論を経てスペンサーのそれへと移り，そこに人口論の地盤は一方経済

学から社会主義へと拡がり，他方経済学から生物学を経て社会学へと拡がり，今や社会主義経済
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いるからである。また氏の洞察は社会問題として人口問題や婦人問題を捕えていると言えよう。

しかし人口問題第一巻第四号に美濃口時次郎氏が「日本現下の人口問題」として人口問題論を展

冒

消費者のみではない生産者でもあるという立場から人口問題を経済問題として捕える立場を主唱

しており，当時の学者はさまざまな視角から人口問題を論争していることが注目を引く。美濃口

氏も人口問題は人口と一体概念を取っていることは永井博士と同一歩調であり，単なる人口統計

技術の研究は抽象論に過ぎないと批判していることも特筆される。

永井博士が人口問題を社会問題としてのみ捕えているのに反援し，人口は単なる聞しているが，

自然科学的社会学から社会科学的社会学へと移るところに立てられて学から社会学的経済学へ，

いるのが今日の社会学的又は経済学的人口論である。それは「マノレサスかマルクスか」の人口論

でなく「マルサスとマルクスと」の人口論でもなく「マノレサスからマルクスへ」と移ったその何

れの上にも立てられ又その何れにも属せざる人口論である。マノレサスの立てた人口法則は人口法

この解釈論文を掲げているか以下，

第一巻より第六巻に到るまでの目次を紹介して参考に供することとする。

これら先輩，先覚者が当時，如何に人口問題意識を持って，
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行はるる貧困問題こそマノレサスの扱った人口問題である。マルクスの立てた人口法則は人口法則

といはんよりは寧ろ失業法則であり，社会法則であり，社会法則の行はるる失業問題こそマルク

スの扱った人口問題である。今日立てられつつある人口法則は貧困法則でも失業法則でもなく，

必ずしも自然法則でなく社会法則でなく，少くとも自然法則に伴はれた社会法則であり，例へば

人口増加の自然法則に伴はれた社会進化の法則がそれであり，かかる人口法則の行はるる人口問

題そのものが今日扱はれつつある人口問題である。

（中略〉

かくて人口問題は人口そのものの問題であり，人口増加の動態に関し，人口の構成分布に関す

る問題であることは，恰も社会問題が社会そのものの問題であり，社会の組織構成に関し，社会

の進化過程に関する問題である如くであるが，人口問題の発生する所以のものは人口の社会的生

活に関する問題であり，人口を支持すべき生活資料の獲得，生活資源の割当，生活標準の維持に

関する問題であり，人口の過剰文は過少に関する問題であるからである。

〈中略〉

終りに一言する。如何なる問題もそれについての真の知識は問題の中心に存せずして寧ろ爾余

の諸知識と触れる外聞に見出されるといはれ，況んや社会問題にあってはその形態及び種類が区

自然法則の則といはんより寧ろ貧困法則であり，社会法則といはんよりは寧ろ自然法則であり，

しかも本来社会問題と見るべからざる諸問題例へば人口問題や婦

人問題がそれと表裏し一体を成しているばかりでなく，社会問題に広狭二義があって広義に用い

れば社会福利問題もその中に含まれ，失業問題は労働問題であり社会問題であるが，貧困問題は

貧民を一つの階級として扱はない限りは，社会福利問題である。けれども人口問題は失業問題に

伴はれ，貧困問題に伴はれ更に失業問題は貧困問題に伴はれて三者牽聯し錯綜し，時として表裏

し一体化される。かくて三箇の問題が相互に接触する外国にこそ何れもの問題の真の知識が見出

々として相互に牽耕し錯綜し，

一体不可分の関係を有するとも問題の本質及び範曙はおされ，いかにそれが密接不可離の関係，

轟

ここには人口問

マルサス当時とマルクス当時と今日との聞に異

マノレグスは失業問題を扱ひ，のづから異なる。嘗てマルサスは貧困問題を扱ひ，

題が扱はれている所以のものは，畢寛みなこれ，

なるべき時代の産物であるからである。

すなわち永井博士の人口問題所論はマルサス的人口論とマルクス的人口論を論評しながら過剰
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「かくて人口問題は人口そのものの問題である」とし

ということは今日多くの研究者は人口と人口問題とを分離じた考え方で対処して
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。昭和11年12月10日発行

第一巻第四号目次（故柳沢保恵伯爵追悼紀念特輯号〉

口絵故会長柳沢伯小照外三葉一一弔詞一一病状経過一一柳沢伯略歴ー一一移植民振興方策誼に満洲
移民に関する建議

故柳沢伯爵を偲びて〈イロハ順〉

き上雅二一石坂泰三一西野入徳一植村謙吉一小田内通敏一JI!口丈夫一横山雅男一
百田茂一一舘稔一一高田太一一一経博永井亨一一黒野張良ー一一松田泰二郎一一松浦素ー一一松本
良三一一増田抱村一一福田一雄一一郡菊之助一一秋村潔一一阪本敦一一ー左右田武夫一一南亮三郎
一一法博下村海南一一経博下条康麿一一持永義夫の二十五氏執筆

故柳沢伯爵追悼紀念論文集（順序不同〉

商業革命と人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・経済学博士 永 井
日本に於ける人口増加と職業の変化…… H ・H ・.....・H ・＂.・ H ・.....・ H ・－…・法学博士上 田
ブリュクナの人口理論…………＂.・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－……・ H ・H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・－－……吉 岡

ニコロ・マキヤヴェリの人口思想… H ・H ・－… H ・H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・.....・ H ・－…・ H ・H ・－－増 田
徳川幕政後期に於ける我国人口問題のー管見…＂＂・ H ・.....・ H ・＂.・ H ・........・ H ・＂..・ H ・－・・菊 田
日：本現下の人口問題…－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・美濃口
非常時と人口問題・・ H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井 上
人口問題と移植民＂＂・ H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・板 井
地方人口研究の一例・．．．．．．．．．．…・・・・・－…・・・・．．．．．．．．．．・・・・・…・－－－－－－－…・・・…・・・…－－－－・・・・・・・・・小田内
大都市に於ける昼夜間人口移動・．．．．．

社会階級に依る人口生存傾向日 ドクターが・フイロゾフイ一極ま
北海道の郡市別人口分布・・・…・・…・・・…－・・…・・・・…－－－－－－…－－－－－…・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．・・・・・・川
四国地方の人口に関する若干の考へ・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・佐々木
筑豊炭田に於ける炭頓労動者の吸引・．．
人口統計に於ける二，三の図示法に就いて ・・： ：立品
華族人口の動態現象 （上〉 ・＂.・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松 浦
我園地方別人口増殖力に関する人口統計学的一考察（上〉・＂.・ H ・－…… H ・H ・＂＂・ H ・－舘

亨
貞次郎
秀夫
重喜
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時次郎
謙二
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豊太郎
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弥一郎
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。昭和10年11月20日発行

第一巻第二号目次

講・ 演
国際統計協会会議の追憶（ー） ...・ H ・，；，・ H ・－い’・ H ・H ・－…＂，；・ H ・.＂・H ・－－会長伯爵

調ー査研究
国勢調査を通じて見たる日本の職業別人口・ H ・H ・－… H ・H ・....…・・経済学博士・理事永井 亨
λ口理論の対立に於ける基本問題…..-..・ H ・.......・ H ・...・ H ・＂..・H ・＂.・ H ・－－研究員増田重喜

社会形態学的事実としての人口現象＂＂・ H ・…，＂・ H ・－… H ・H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・ 研 究 員 荒 尾 博 正

社会階級別に依る人口生存傾向に関する研究（ー〉 ・ ・・~：！；－~;Jr~：で松本良三
東北地方土地人口基本図の解説.＂・H ・－…H ・H ・＂.・ H ・＂.；.......・＂＂.・ H ・－（・・研究員小田内通敏
我国に於ける婚姻と出生率の低下＂.・ H ・......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－…研究員左右田武夫

ナチスの人口・民族政策＂＂・ H ・－……＂＂・ H ・.....・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂＂・ H ・－・研究員舘 稔
最近世界移民界の推移・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・海外興業株式会社調査課

資 料
婚姻及離婚と景気変動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・研究員
ポーランド人口問題研究所著「ポーランドに於ける出生率の研究上・研究
1935年8月ベノレリシ国際人口会議論題

紹 介
我が国人口問題研究最近の収穫（舘〉一一嘩峻博士の社会衛生学を読む（増田〉一一上田貞次郎
博士編「日本人口問題研究」第二輯（荒尾〉一一印度に於ける人口制限の概況〈秋村〉

記 事
会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介

統計・文献

保’恵

稔・荒尾博正
小田内通敏

沢柳

舘
員

。昭和12年6月1日発行

第二巻第一号目次

調査研究

農業革命と人口・・ H ・H ・－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・経済学博士 永 井 亨
人口問題の国際的諸相……・・・ H ・H ・＂＂.・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・＂.・ H ・－政治学博士 ヨハネス・グラウス

人口解析学に於けるー研究…・… H ・H ・＂.・ H ・－…＂＂・ H ・・・・・・・ H ・＂＂・ H ・－－…医学博士川上理一

本邦人口過剰問題と満洲移民＂＂・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若 木 礼
社会階級別に依る人口生存傾向（四〉…＂.・ H ・－－ドクター・オブ・フイロゾフイー 松本 良三

地方人口研究と読図の重要性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小田内 通 敏
マルサス人口論に誤謬なきか（ー） ＂.・ H ・.......・ H ・－、…・0・・…＂＂・ H ・・・・・・・・ H ・－…＂.・ H ・－－－増田重喜
我が園地方別人口増殖力に関する人口統計学的一考察（下〉…＂.・ H ・＂＂.・ H ・..＂・H ・舘 稔

華族人口の動態現象 C-f)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松 浦 素
資 料

生殖力と出産力 － － － －－ －－－－－－－ －－－－－ － …・・ ・・ ・ダンカン著・藤田秀夫訳
社会一統訂……γ…・ H ・H ・＂.・ H ・......・ H ・＂＂・ H ・...・H ・＂＂＂・ H ・.....・ H ・....・ H ・H ・H ・－…増田重喜編

リロ フ「

フェアチヤイルド教授の適度人口論（増田）ーーグラス氏「人口に対する努力」（秋村〉一一アメ
リカ人口協会に就いて（舘〉一一1937年巴里国際人口会議（舘〉古屋芳雄氏著「民族問題をめぐ
りてJ~~EE）一宮秀夫氏著「糊期の経済学」と南亮三郎教授著山論発展史」（舘〉

会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介
統計・文献

附録

ー， 1935年ベルリン国際人口会議に於ける前会長故柳沢保恵伯爵報告文（原文〉
二， 1935年ベノレリン国際人口会議研究報告題名総覧一一舘編
三，人口問題第一巻総目次
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第一巻第三号目次

講 演
国際統計協会会議の追憶（二〉……＂.・ H ・－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・＂＂・ H ・－会長伯爵

調査研究
過剰人口と失業との関係を論じて人口問顧の本質に及ぶ…＂＂・ H ・－－経済学博士
過去二十年間に於ける我国労働者の実質賃銀の変遷＂.・ H ・＂＂.・ H ・－－…法学博士

近代経済恐慌と出生率の影響性変動に就いて・……＂.・ H ・.....・ H ・＂.・ H ・研究 員

中部日本の人口移動の地域的考察（概報〉・＂.・ H ・H ・H ・＂.＂・ H ・＂＂.・ H ・－研究員
最適人口の規準に就いて＂.・ H ・－－……・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・＂.・ H ・........・ H ・－研究員

- •• ドクター・オフ・
社会階級別に依る人口生存傾向に関する研究〈ー） ...・ H ・J・H ・H ・フイロゾフイー

我が国社会保健状態に関する一つの人口統計学的指標 一
一我が国死亡率標準化に就いてー・ 研

資 料
死亡率標準化の一方法に就いて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・豊 浦 浅 吉
炭碩労働者の吸引圏と其の干渉＂.・ H ・－－……＂.・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・.＂・H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・...・ H ・山 口 弥一郎
マルサス以前の人口学説＂.・ H ・－－……………………＂.・ H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・－－ダンカン著・藤田秀夫訳

ポーランドに於けるポ｛ランド語を母語とする人口の分布状態……研究員小田内通敏編
J・S・ミノレの人口理論及び人口思想史上の地位に就いて・H ・H ・－－…研究員増田重喜
1933年人口調査に拠る独逸の家族統計＂＂・ H ・－……… H ・H ・－…....・ H ・－－－研究員左右田武夫
社会統計＂＂・ H ・.＂・H ・＂＂・ H ・，；；；，；・ H ・－・・… H ・H ・＂.・ H ・－・・4・H ・H ・－…・・研究員増田重喜編

紹 介
我が国人口現象の社会学的研究に関する若干の資料（二〕（舘〉一一遺伝と結婚（増田〕ーーウエ
ルプト γ 「独逸出生率激増の理由」〈舘〉一一自1935年至1960年米国各州の都都及び農村に於ける
将来人口の予測（秋村〉

記 事
会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介

統計・文献

稔員究
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〈〉昭和12年9月15日発行
第二巻第二号目次

口絵第八回人口問題講演会

調査研究
日本人口に現はれたる経済革命の過程...・ H ・－…...・ H ・...・ H ・H ・H ・....・ H ・経済学博土永井 亨
ベシローズ氏の人口貿易論………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－…・・・南 亮三郎
国民保健問題と結核....・H ・....・H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡 崎 文 規
明治初年の北海道植民論…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉 田 秀 夫
数より見たるブラジノレ移民の過去及将来・…...・ H ・.....・ H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・....・ H ・－－－野田良治
人口と生活度から観た農村の繁栄度に就いて...・ H ・......・ H ・...・ H ・－－…....・ H ・.....・ H ・－－井森陸平
人口再生産に就いて……...・ H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・...・H ・.....・ H ・－－…・・…………神谷慶治
人口問題と失業問題－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・υ・・・・・・・・・・・公 爵 岩 倉 具 栄
日本人口の年齢構成の変化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石 田 竜次郎
東北地方に於ける工業化と人口移動の関係・・－・・・ H ・....・H ・.....・ H ・.._ ...・ H ・...・ H ・...・ H ・－－－三好豊太郎
人口流動の方向性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐々木 清 治
マノレサス人口論に誤謬なきか（ニ〉…・….＿..・ H ・・・・.・・・ H ・....・ H ・－－…．…v・・ H ・H ・...・ H ・－－－…増 田重喜

資料
朝鮮李朝歴代の戸口・ H ・H ・・・・・・・・ H ・－…...・H ・.....・a・....・ H ・－… H ・H ・.....・H ・－… H ・H ・.....・ H ・ 横山雅男

日本人口の近状…・・H ・H ・－－ ・パ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・郡 菊之助

柑 介
ツツヶんマシ氏の「人類及び猿類の出産力に関する生理学的考察」（増田〉一一ベイカ｛「人口趨
勢の合衆国農業に対する意義j（舘〉一一海外人口便り（ー〉（舘〉一一小林巳智次著「農業法研
究」〈小田内〉一一上田博士編「日本人口問題研究」第三輯〔荒尾〉

記 事
会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介

統計・文献

。昭和12年12月15日発行
第二巻第三号目次

口絵巴里国際人口会議発会式

通 信
巴里国際人口会議日本代表井上雅二本会常務理事の会況報告

調査研究
社会政策上より見たる人口問題・…....・H・•••.•，•.••・ H ・....・ H・－…H ・ H ・...・ H・経済学博士永井 亨
世界観と人口問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・坂 田 太 郎
日本人口の歴史的研究....・H ・..: ............................ ·• 
我国人口問題に関する若干の考察．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・ H ・H ・....・ H ・...・ H ・－…....・ H ・－…松村勝治郎
農村人口流出問題 （ー〉 ・・H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・野 間 海 造
中園地方人口密度の地形的分析・ H ・H ・－…・…...・ H ・....・ H ・......・ H ・－… H ・H ・－～....・ H ・－－－田 中館秀三
「プランテイシヨソ」方式と「コロノ」人口収容型態・ H ・H ・－… H ・H ・.....・ H ・...・ H ・－・・根岸勉治

社会学的・経済学的産児制限論……H ・H ・－…....・ H ・....・ H ・.....・ H ・－政治学博士 ヨハネス・クラウス
人口問題のー断面として消費経済序説…...・ H ・.....・H ・－－….....・ H ・....・ H ・－…...・ H ・－…・菊田 貞雄
日本人口は将来何うなるか•••.•・H・.....・H ・ H ・ H ・•.•.••.•.・H・ H ・H ・·····－・ H ・•.••・H ・...・ H ・•.••・ H・－…増田重喜

資料
ぷーヨーニスミス著「統計学と社会学」・...・ H ・....・ H ・...・ H ・－….....・ H ・......・ H ・...・ H ・－荒尾博正訳
社会統計…－・・H・H ・....・ H ・...・ H ・－－…...・H・－－－…H ・ H・－……f ・•，••・ H ・....・ H ・.....・ H・－・・増田重喜

紹介
岩波文庫版「マルサス・経済学原理」（南〉一一飯田茂三郎氏の「支那人口問題研究」と人口30
年倍加説（高橋〉一一AugustLosch「景気変動の一つの原因としての人口の循還変動」（舘〉一－
W•L ・ホラ γ ド「極東に於ける人口問題誼に人口政策」（荒尾〉 石井了一民著「日本に於ける人
口重圧と経済生活」（舘〉 国際地理学会議と村落人口の研究（小田内〕一一海外人口便り（二〉（舘〉

記事、
会報一一執筆者紹介一一寄贈図書書官

統計・文献

-46 -

。昭和13年4月25日発行

第二巻第四号目次
講 演

現下に於ける人口問題の重要性....・ H ・－…....・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・－－法学博士下村
調査研究

都市人口に及ぼした吾経済卒命の影響....・H ・－…－・・ぺH ・H ・＂＂＇.・ R・H ・...・ H ・－経済学博士永井 亨
人口問題の量的方面と質的方面・…...・H ・......・H ・....・ H ・....・H ・.......・ H ・....・H ・.....・ H ・－安部磯雄
民族発展の経済的条件・...・ H ・….....・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・－…...・ H ・－－－…経済学博士岡崎文規
農村人口流出問題 （二〉 ・...・H ・....・H ・－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・野 間 海 造
マノレサス人口論の輸入…...・H・－－………...・H・••.•••・ H ・－－…・H ・ H・－－……...・ H・－－…………吉田秀夫
本多利明の人口論とその歴史的背景………...・ H ・.....・ H ・...・ H ・－…...・ H ・－－…....・ H ・－・・・菊 田 貞雄
人口問題覚書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・公 爵 岩 倉 具 栄

社会階級別に依る人口生存傾向に関する研究〈五〉 ……i：；；，~~で松本良三
村落居住と人口との関係の一考察・・ H ・H ・－…・・・.....・ H ・.....・H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・－小田内 通 敏
「持てる国」と「持たざる国」の人口原理…...・ H ・......・ H ・・・・・・・ H ・....・ H ・.....・ H ・－－…増田重喜

工業化・都市化及び生活程度と出産力との関係に関するー観察（予報） ...・ H ・－…・舘 稔

資 料
ガレツト・ドロパーズ著「徳川時代に於ける日本の人口」（ー〉・ H ・H ・’....・ H ・－－……高橋党仙
：国際統計協会概要 （上〉 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・斎 藤
メーョーニスミス著「統計学と社会学」・ H ・H ・－－…...・ H ・...~.・ H ・·····・ H ・ H ・ H ・.....・ H・－－荒尾博正訳
問介

婆外人口便り（三〉（舘）－G.F. Mc. Clearly: The Menace of B出 shDep叩ulation（秋村〉－
Emory S. Bogardus「日本の労働者」（荒尾）－EnidCharles: The Menace.of Under-Popula-
tion （秋村〉

記 事
会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介

統計・文献

宏

。昭和13年11月5日発行

第三巻第一号目次
調査研究

農業人口より見たる農地調整法・ H ・H ・・：・ H ・H ・－… H ・H ・...・ H ・.....・H ・－・…・経済学博士永井 亨
人口の数と実….....・H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・医学博士 高 野 六 郎
人口政策の中心点としての家族・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－…政治学博士 ヨハネス・クラウス
商業に於ける過剰人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・商学博士 井 上 貞 蔵
近畿地方人口密度の地形的分析・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・γ・・・・・・・・..: .. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田 中 館秀三
農村人口流出問題〈三〉…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－・・・・・野 間 海 港

本邦都部人口の権衡と増加力・…・・・・・・ ・・；；.・H ・・ ・・・…－－… ・・・・・・・・林 恵 議
支那の就学人口と新聞...・ H ・.....・ H ・－－・・ H ・H ・.....・H ・...........~・ H ・ H ・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－－飯 d 島幡司
明治時代の人口食糧論議 〈ー〉 ・・H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉 田 秀 夫
労働移動を通して見たる労働力強化の段階...・ H ・－…・…・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－三好豊太郎
植民地の分類と対支移民….....・ H ・－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若 木 礼
英吉利に於ける出生率低下の問題・ H ・H ・－－・・… H ・H ・.....・ H ・....・ H ・....・H ・...・H ・H ・H ・....・菊 田 貞雄
農村人口死亡率研究の一例・...・ H ・－…．．？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・井 森 陸 平

資 一料
ガレツト・ドロパ｛ズ著「徳川時代に於ける日本の人口」〈二・完〉…...・H・－－ 富
国際統計協会概要 （中〉 …H ・H ・－… H ・H ・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・崇
歌洲各国に於ける人口政策概観・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・…・・・H ・H ・・・秋
社会階級別に依る人口生存傾向に関する研究〈六〉・・…・…・…H・H・－…H ・H ・.....・ H ・：~公
紹介

岩波文庫版「マルサス・経済学原理」下巻（南〉一一世界の居住地域と人口（小田内〉一一C・E・
ペル氏の出生及び死亡に関する法則（増田〉一一海外人口便り（四〉（舘〉一一第6回全国都市問
題会議総会の開催

記 事
会報一一寄贈図書書目一一新会員紹介一一執筆者紹介

統計・文献
附録

I 主要国人口統計一覧
I[ 人口問題第二巻総目次
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。昭和16年3月31日発行

第三巻第四号目次
口絵第十三国人口問題講演会

口絵独逸人口の年齢別構成図

講 演

最近の人口趨勢と人口政策…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・熊
調査研究

人口の質的転化の過程に関する一考察・……・・・・・・ H ・...・ H ・－…… H ・H ・－医学博土輝
人口の質的要素としての民族性格の一考察－… H ・H ・.....・ H ・...・ H ・－……公 爵岩
農林世帯現住人口論・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・林
植民政策の基準・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・若
明治初年の北海道拓殖論議・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・王寺
管子の土地人口に関する意見・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・…・・・・・・…・・・加
人口動態の現象論的考察・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－－－－－…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・増
本邦出生率調査の沿革とその帰納…
講洲国少数種族の減退 書
資 料

自由主義的人口政策の全貌….....・ H ・....・ H ・－……...・ H ・...・ H ・....・ H ・...・ H ・H ・H ・.....・ H ・－森
人口的要素と社会現象との相互関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・布
紹 介

強逸人口年齢別構成・．．．．．
下条博士著『日本社会政策的施設史』 2十嵐
記 事

会報一一消息一一新会員紹介一一執筆者紹介一一受贈図書書目
附 録

世界各国別総人口及有業人口統計・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・林

人口問題第三巻総目次

谷

峻
倉

曹

芳郎訳編

。昭和16年8月10日発行

第四巻第一号目次

時 論

太平洋土着民族と西洋文化…－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤
描渉H人口食糧問題の一考察・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・岩
研 究

ブアルの人口論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中 川 友 長
北海道の人口と移住者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上 原 轍三郎
出生指数並びに死亡指数とその計算法に就いて・ H ・H ・...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・....・ H ・－…・小野勝次
母性保護の課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・白木正博・瀬木三雄
人口の心的資質と都市計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・石 川 栄 耀
人口分敢と衛生都市・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・金 谷 重 義
四園地方八市人口補給地域の算定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・舘 稔・上田正夫
結核死亡改善が将来人口に及ぼす影響に就いて・・ H ・H ・H ・H ・....・ H ・・・・・・・ H ・－…...・ H ・－島村俊彦

資 料
若干の初期北海道拓殖論・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・吉

アメ リカ社会と人口移動 （ー〕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・米
ズユースミルヒ以前の独逸官房学派の異材ベッヘノレ…...・ H ・－…....・H ・...・ H ・.....・ H ・－増

紹 介
野間海造氏の新著「日本の人口と経済」を読む・…….....・ H ・－－－…....・ H ・...・ H ・－－－…増
周崎博土「新東亜確立と人口対策」....・ H ・・・ H ・H ・.....・ H ・・・・・・・・・・ H ・－－…...・ H ・...・ H ・－・荒
農村の出産力観察に対する統計的ー示唆・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・林

記 事

会報一一消息一一新会員紹介一一受贈図書書目
統 計

進一郎
具栄

田
倉

夫
男
村

村
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秀
富
抱

抱
博
芳
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。昭和14年6月10日発行
第三巻第二号目次

口絵第十回人口問題講演会

調査研究
ヨーロツパ諸国の人口に及ぼ同世界大戦の影響 経済学博土芸

都市人口問題………
飲食料費と栄養 経済学博士 E
農村人口流出問題（四・完） ....・ H ・
現代文明と自然的妊苧力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・難

.± 明治時代の人口食糧論議 （二〉 ・H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 口

将来のブラジノレ移民数の訂正...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－野

佐藤信淵に於ける人口問題の地位…・・ ・・・・・ ・・…・・・ ・・・・・ －－有
植民地に対する教育政策に就て・．．．．．．．．．．…・・・…・・・・・・・…・…・・・・・．．．．．．．．．．・・・・・・・…・・・・・・・右
人口地理学の出発点について…．．．．．．．．．．・・・…・・…・・・…・…・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・伊

資 料
国際統計協会概要 （下〉 ....・ H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・斎 藤

小田内国民体力の向上と青年体力基本調査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．小田内

紹 介
ヂニ「戦争の社会学的諸問題」（井森〉
「現代支那」研究文献管見（ー〉（小田内〉

記 事
会報一一消息一一新会員紹介一一執筆者紹介一一寄贈図書書目

統計・文献

井
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貞

俊
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具

重

達

く〉昭和15年12月15日発行
第三巻第三号目次
調査研究

人口変動に関する数理的研究法・…....・ H ・－－－…...・ H ・....・ H ・......・ H ・－・・理学博士小野

婚姻年齢について…・・・・ H ・H ・H ・H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－経済学博士 岡 崎

銃後農業労働問題....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・板 井
時局下に於ける東北地方労働力需給の一般的考察…・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・...・ H ・－……・石）II
近時世界移民の趨勢… H ・H ・...・ H ・－…… H ・H ・－… H ・H ・－… H ・H ・......・ H ・－・…・…… H ・H ・－…野田

殖民協会とその移植民論……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉 田
明治初年に於ける士族失業の過程....・ H ・....・ H ・－ー… H ・H ・...・ H ・・・・・・・・・ H ・.....・ H ・...・H ・－－菊 回

戦時下に於ける国民保健と栄養改善問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・島 村

世帯と生活－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－．．、．．．・・・永 野

一一（伊太利人口問題）一一
ファシスト伊太利の人口政策……...・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・－－－…・・公 爵岩
ファシスト党の人口政策略説……...・ H ・－－…...・ H ・......・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・－秋

近世初期の伊太利人口思想・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－－－－…－－－－－－－－－…・・・…．．．．．．．．．．・・・・増

思 苑
上田博士の学風と統計的研究….....・ H ・.......・H ・...・ H ・.....・H ・….., ..・ H ・.......・ H ・.....・ H ・郡

資 料
人口と社会問題．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、．、．．．．．．．．．．．．．．．、．．．．．．．．．．．．“・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・宮

知識と出生率との関係〈ロ｛マ国際人口会議資料〉

紹 介
欧洲諸国に於ける出生率の趨勢…...・ H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－増田
ノルマシジーの大家族に対する政府の援助………...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－……五十嵐

記 事
会報ーー消息一一新会員紹介一一執筆者紹介一一寄贈図書書目

統 計

倉

村

田

本
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。昭和17年7月5日発行

第四巻第四号目次
口絵第五回人口問題全国協議会
人口政策実施促進に関する件建議
人口政策の実施対策に就て・・・・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－－－－…－－－－－－…・厚生省人口局長

時 論
大東E戦と人口問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・下
南方発展と人口問題・・・・・…・..........................................：：.…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・高
時局下に於ける人口問題・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岩
研 究

人口問題より見たる南進論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・野
人口増加と米穀生産傾向….＂.・ H ・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・増
労働人口の集中と分散 （二・完〉 …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・嫌
資 料

アメ リカ社会と人口移動 〈三・完〉 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・米
諸外国に於ける無存夫婦の調査（二・完〉・・H ・H ・＂.・ H ・－… H ・H ・－－… H ・H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・森
ミユノレダールの人口論（二〉…＂.・ H ・－－……＂.＇・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・・：・H ・H ・H ・H ・－－……河

紹 介
岡崎文規博士『結婚と人口』…＂.・ H ・＂.・ H ・＂.・ H ・......・ H ・......・ H ・＂.・ H ・.....・ H ・..＂・H ・－小田橋
高橋党仙氏の『日本人口史之研究』.・: .......・H ・H ・H ・.....・ H ・.＂・H ・............・ H ・＂.・ H ・－増 田
海外人口短信片・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・林

記 事

会報一一消息一一会費領収報告一一受贈図書書目
附 録

人口問題第四巻総目次
昭和17年3月31日現在

中

会員名簿（附・役員名簿）白

く〉昭和17年9月20日発行

第五巻第一号目次
時 論

人口問題と南方経論・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・官
民族増強策の基本問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－一....., ....... ;11 
研究

大東E共栄圏の人口問題概観・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・塚
大東亜人口政策・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・…．．．．．．．．．．・・・・・岩

人的資源の増加策 （上〉 ＂.・ H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・海
近代的人口減衰のー要因に就いて・・…－－－－・・・・・・・・…．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・増
出産の順位と其間隔との関係＂.・ H ・－－……＂＂・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・－…水
ジユ｛スミルヒの単妻論……・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・－・・7・H ・H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・－… H ・H ・＂.・ H ・－…寺
人口増殖と結核問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－－－…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－…・．．．．．．．．．．・・・・・・・宮
人口政策の一課題としての突通事故…＂＂・ H ・.....・ H ・－－－… H ・H ・－－…＂.・ H ・.＂・H ・＂.・ H ・－－金
最近の農村人口移動に依る職業分散の傾向・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…－．．．．．．．．．．・…．．．．．．．．．．・・・野
産業構造と労働人口 〈ー〉 ＂＂・ H ・.＂.・H ・－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・孝
水戸藩の人口i政策…・・…....・ H ・＂＂・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高
「官報」 と北海道拓殖 （上〉 ....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉

東印度に於ける人口・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・…・・・・・・・・・・秋

資 料
都郡人口の体力と増殖力〔素訳う〈→）＂＂・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・.....・ H ・－… H ・H ・＂.・ H ・－舘
メヨ・スミス著『統計学と社会学』（三）＂＂・ H ・＂＂・ H ・.＂.・ H ・－…＂.・ H ・＂.＂・ H ・.....・ H ・－河

紹 介
一つの質的人口研究（二・完〉…....・ H ・....・ H ・....・ H ・＂.・ H ・.＂・H ・－－… H ・H ・＂.・ H ・＂.・ H ・渡
小山栄三氏著『民族と文化の諸問題』.＂・H ・＂.・ H ・....・ H ・－… H ・H ・......・ H ・＂＂.・ H ・－－－…中

会 報
『アジアの諸民族』の発行一一通常会費領収報告一一新会員紹介一一図書一覧一一研究員新任
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く〉昭和16年11月13日発行

第四巻第二号目次

口絵人口問題東化地方協議会
人口問題の重要性と東北人口・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・会長

「東北の人口問題を語る」座談会

論 想
家と民族と国家・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大
プロメ シウスは語る・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・早

研 究
ズュ｛スミルヒの人口理論に就いて…………＂.・ H ・..; ＂・H ・.....・ H ・－－………＂.・ H ・－－…増田抱村

戦後の人口問題…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高 橋 次 郎
新京及奉天の人口構成に就いて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・沼 田 征矢雄
山村に於ける人口置換現象＂＂・ H ・.....・ H ・.＂＂.・ H ・H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・＂.・ H ・.＂＂・ H ・－…・山 口 弥一郎

兵庫県下の農村人口問題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・近 藤 忠
農村に於ける生活合理化の一面……・・ H ・H ・－…… H ・H ・－－… H ・H ・＂.・ H ・石川知福・坂部弘之・白石信尚

資 料
アメリカ社会と人口移動（二〉…・・…，.. ＇・H ・－…・……… H ・H ・－….＂・H ・－… H ・H ・＂.・ H ・米
英吉利の人口趨勢・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・林

紹 介
一つの質的人口研究（ー） ＂.・ H ・...・ H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・－－－… H ・H ・.＂・H ・＂＂・ H ・－渡

外国に於ける人口関係新刊文献の紹介（抄訳〉
グラース『欧洲に於ける人口政策とその動き』（林〉
一一ブルグドェノレファー『戦争と人口発展』（渡辺〉

記 事
会報一一消息一一新会員紹介一一受贈図書書目一一会費領収報告
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第四巻第三号目次

口絵第十三国人口問題同攻者会合

時 論
人口問題雑感・・．．．．．．．．．．・・・・・・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・…・・・・・・・宮

人口問題の時局的考証若干・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・…－－…－・・・…－－－－－…・…．．．．．．．．．．・・・・…・・・・・・岩
我国農業人口小論・．．．．．．．．．．・・・・・・…・・・…・…・・・・・・・・・・・……・・・…・・・・・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．・・・・・宗

研 究
民族の本質とその起源…－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・新
羅馬帝国の人口法制に就いて・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・…・．．．．．．．．．．・・…・・…．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・増

満洲国の人口現象…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・…・・…・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・…・・・・・・善

労働人口の集中と分散（ー〉・・ H ・H ・＂.・ H ・＂.・ H ・....・H ・.......・ H ・＂..・ H ・＂＂・ H ・－….＂・H ・－孝
農業人口の定有と農業適正規模問題・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…・・・・…－－－－－－…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・石

資 料
諸外国に於ける無子夫婦の調査（ー〉….....・ H ・－－－…＂＂・ H ・＂＂・ H ・－….＂・H ・.....・ H ・－森

ベシジャミシフランクリシの人口論…
ミュルダーノレの人口論（ー〕・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・－－河

紹 介
「民族的」 人口論の確立へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・林

「世界人口戦」談義〈増田〉一一穂積重遠先生「結婚司IIJC林）

記事
会報一一消息一一会費領収報告ー一一受贈図書書目一一新会員紹介

- 50-
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第五巻第四号目次

研究
オイラーの人口理論...・ H ・－－…....・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・－…....・ H ・－－…...・ H ・－…....・ H ・－…・森
人口問題と体力錬成・－－－－－－－－－・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・柳

大東E建設と農村人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・菊
農村工業立地と人口分散の課題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・平

東南アジアに於ける華借入口の分布・……...・ H ・....・ H ・......・ H ・－－…...・ H ・－－－…...・ H ・－－－江
北支に於ける日本人の進出・ H ・H ・－－…...・ H ・－－・…...・ H ・－… H ・H ・－…...・ H ・－… H ・H ・H ・H ・－－－今
戸シア人口のシベリア移植に就いて・ H ・H ・H ・H ・－－…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－－増

植民地の教育制度と移住者収容力....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・若
明治二十九年の津波の災害による家系の再興…・・H ・H ・－… H ・H ・...・ H ・－… H ・H ・.....・ H ・－山

娼妓と人口政策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・池

資 料
都都人口の体力と増殖力 〔素訳〕 （四〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・舘 稔

多子家族と社会生物学的意議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・林 茂
クッチンスキ｛「植民地の人口」（三〉・ H ・H ・－…......… H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・－上田正夫・窪田嘉彰共訳

会 報
図書一覧一一新会員紹介一一通常会費領収報告一一職員の異動

附 録

人口問題第五巻総目次
昭和17年 1月20日現在
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第六巻第一号目次

時論
民族及び人口問題の世界史的性格・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・岩

農村人口四割定有論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平
戦争と結婚難の対策・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・原

研 究
蒙古民族の人口問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・…・．．．．．．．．．．・・・・・・・…・・・…・．．．．．．．．．．・・・・・・・・水

戦時人口論著としてのジュースミノレヒの『神の秩序』……....・ H ・....・ H ・H ・H ・...・ H ・－森
人口統計の整備に就て・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・…・・・・…・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・石

民族統治と基本問題・・H ・H ・－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・竹
労働力の増強と厚生問題....・ H ・－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・松
母性の愛護と錬成・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐
青少年体力の増強施策・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・藤

結核死亡曲線の「日本的特徴」と国民の体質....・ H ・H ・H ・.....・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・...・ H ・吉
本邦古代多生児考・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・鋳

鉱泉地と国土計画....・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・田
我が人口と水産食糧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・白

資 料
都郡人口の体力と増殖力〔素訳〕（五・完〉…・...・ H ・....・ H ・－…....・ H ・－－…… H ・H ・－－…・舘 稔

中国人口動態に関するこ資料（こ・完〉….；...・ H ・...・ H ・....・ H ・－－…...・ H ・－－－上田正夫・石綱正一共訳

会 報
昭和18年度事業計画一一昭和17年度理事会誌に評議員会の開催一一人口問題懇談会の開催一一図
書一覧一一役員の異動一一新会員紹介一一通常会費領収報告
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第五巻第三号目次

大東亜建設に処する民族人口政策に関する建議

結婚促進に関する建議
人口の都市配置に関する継続委員会設置決議

研究
民族問題の考証若干・．．．．．．．．．．…・・．．．．．．．．．．・・・・…－－－－－…．．．．．．．．．．・・・・・…－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・岩

民族労働政策の基調・．．
伊太利人口論の指導性と政策化〈上〉・…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－増
大同社会と産児公有論・．．．．
大都市人口の特殊性と母子問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・～・・・苅

愛知県下二，三の小都市及び其の周囲農村に於ける結婚 一一
及び出産の推移に関する家族調査...・ H ・......・ H ・...・ H ・－…… H ・H ・－－鶴見ニニ・朝比奈一男・玉木緯照
遊休未働労力の所在と其の利用方法...・ H ・H ・H ・・・・・・・H ・－－－…...・ H ・.....・ H ・...・ H ・....・ H ・－宮出秀雄

資 料
都部人口の体力と増殖力〔素訳〕（三｝・・・・ H ・－…...・ H ・－…...・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・－…舘 稔

グッチ γスキ｛「植民地の人口」（二〉…・・ H ・H ・.....・ H ・－…....・ H ・－…...・ H ・－－上田正夫・窪田嘉彰共訳

メヨ・スミス著「統計学と社会学」（四〉・…...・ H ・－－… H ・H ・...・ H ・－…… H ・H ・－…：・・・ H ・－河野和彦訳
中国人口動産に関するこ資料（ー） ...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・－上田正夫・石綱正一共訳

紹介
ケトレーの統計学思想...・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－……...・ H ・.....・ H ・－－郡

会 報
第15回人口問題同攻者会合の開催一一第6回人口問題全国協議会の開催一一新会員紹介一一図書
一覧一一職員の異動一一通常会費領収報告一一人口政策と国土計画の発行
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〈〉昭和17年12月20日発行

第五巻第二号目次
調査上より見たる熊本県の実情と人口問題…....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・...・H ・...・ H ・...・H ・－谷

人口問題座談会
時論

『人口増強』理念の卒新と新政策の展開・・ H ・H ・...・ H ・－… H ・H ・....・ H ・...・ H ・....・ H ・－・河
人口政策と思想的対策・・・・・・・・…・・・・・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・佐
英国戦時動員の窮乏性・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・増

研究
人口統計に於ける数理的方法の意味について・．．．．．
部分人口推計の誤差について・．．．．．．．．．．・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・米
独逸の人口農本論を巡る諸家の論争・・・・・…・・・・…・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・林

我国に於けるハンセンの人口学説史的回顧…...・ H ・－… H ・H ・...・ H ・－… H ・H ・.....・ H ・－…・青
民族と母性・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・…・・・H ・H ・．．．．．．．．．．・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－…－・・・瀬
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「官報」 と北海道拓殖 （下〉 ・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ F・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吉

資 料
都都人口の体力と増殖力 〔素訳〕 〈二〉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・舘 稔
グッチンスキ「植民地の人口」（ー｝・・・ H ・.....・ H ・－－……...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…上田正夫・窪田嘉彰

紹介
関山真太郎氏著『日本人口史』………...・ H ・－－…...・ H ・－…...・ H ・.....・ H ・－－… H ・H ・・・・・・・・増

会 報
第十四回人口問題同攻者会合の開催一一九州地方人口問題懇談会並に人口問題講演会の開催一一

通常会費領収報告一一図書一覧一一役員の異動・職員の異動一一新会員紹介
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第四号目次

人口政策の見地より見たる都市配置に関する件建議・・ H ・H ・－…...・ H ・.........・ H ・＂.・ H ・＂.・ H ・－－…（ 1)

第六巻

稔…（4)

定…（15)

造…（29)

準

海

我

間

究

「兵労動員比率」について＂.・ H ・H ・H ・・・.・・・・ H ・.....・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・－－舘

南方諸地域に於ける宗教事情と民族分布（未定稿・三） ＂.・ H ・＂＂・ H ・－…曽

「人口と食糧」補遺・・ H ・H ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．・・野

料資

良男訳…（34)ロマンゾ・アダムス著「ハワイに於ける異人種婚姻」（三〉……H ・H ・＂＇，＂.中山

介紹

稔…（47)井森陸平教授の近業「農村の社会と生活」＂＂・ H ・－…＂＂・ H ・－…＂.・ H ・...・H・－舘

報

人口都市配置に関する継続委員会記事＂＂・ H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (56) 

人口食糧問題調査会臨時委員

明治学院講師

巣鴨高等商業学校講師

専修大学講師

（財）人口問題研究会理事

厚生省人口問題研究所参与

〈財〉人口問題研究会常務理事

〈財〉鉄道弘済会顧問

中央労働学園大学長

日本人口学会理事
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第六巻第二号目次

特 輯
南方視察談・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・..・.…－－－－．．．．．．．．．．・・・・・井

時 論

人口研究と国家的性格＂＂・ H ・＂＂・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・須

研 究

美濃国（尾州領〉に於ける人口の分布と増減・・ H ・H ・・・・・・・・・ H ・＂.・ H ・............・ H ・＂.・ H ・－－伊豆川

南方諸地域に於ける宗教事情と民族分布〈未定稿・一） ...・ H ・＂＂・ H ・－… H ・H ・－－－…曽 我

優秀児の家系調査＂＂・ H ・－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・附 囲

内鮮混血児の身体発育に就て…＂.・ H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・........・ H ・－…・三宅
朝鮮人労務者内地移動の原因に就て…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・......・ H ・－坪内
シベリア極東地方人口移植論…＂.・ H ・.....・ H ・H ・H・.....・ H ・－－…＂.・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－－増 田

資 料

ロマンゾ・アダムス著「布珪に於ける異人種婚姻」〈ー）.. ，・H・H ・H ・－－…＂.・ H ・－－……中山
メヨ・スミス著「統計学と社会学」（五〉・… H ・H ・.....・ H ・＂.・ H ・－…＂.・ H ・......・ H ・・・・・・・・河野

紹 介

北岡寿逸著「人口政策」…＂＂・ H ・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ー－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・増
河野和彦訳ミユノレダーノレの「人口問題と社会政策」…...・ H ・H ・H ・......・ H ・－－…＂.・ H ・－増

村
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第六巻第三号目次

「人口疎開問題」特輯号

特 輯

人口疎開の為の国土計画暫定措置についての説明…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・H ・H ・－－村 山
防空より見たる人口疎開問題・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中 沢

大都市疎開に関する建築防空的研究…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・...・ H ・H ・H ・－－…＂.・ H ・－田 辺
人口疎開と農村の立場…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・青 木
教育行政よりみたる都市疎開問題＂.・ H ・.....・ H ・.....・ H ・......・ H ・－－－………＂.・ H ・＂＂・ H ・－森 田
医学的立場よりみたる人口疎開問題…＂.・ H ・.....・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・＂.・ H ・H ・H ・＂.・ H ・宇田川
空襲時に於ける妊産婦保護と人口疎開問題・・ H ・H ・＂＂・ H ・....・H ・......・ H ・...＂・H ・＂....・ H ・－木下

工場の現情生産増強の立場よりみたる人口疎開とその可能性＂.・ H ・＂＂.・ H ・.....・ H ・－－吉 田
交通よりみたる人口疎開問題とその可能性＂.・ H ・－－…＂.・ H ・－－一－…...・ H ・－…....・ H ・－－…立花

住宅の対策よりみたる人口疎開問題とその可能性…＂.・ H ・－－…＂.・ H ・－・………＂.・ H ・－－石原
都市行政組織と人口の適度…＂＂・ H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・平 野
都市住民の生活実態より見たる人口疎開問題＂＂・ H ・＂.・ H ・－…＂.・ H・H ・H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・－石川

研 究

人口と食糧…－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・野
一高生徒の家系調査・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．附

南方諸地域に於ける宗教事情と民族分布（未定稿・二〉…＂＂・ H ・－－…...・ H ・＂＂.・ H ・－曽

資 料

ーロマ γゾ・アダムス著「ハワイに於ける異人種婚姻」（二）.. ，・H・＂＂ .• .. ＂.… H ・H ・－…中山

会 報

北陸地方人口問題講演会故人口問題懇談会の開催ーーミ人口疎開問題ミに関する人口問題同攻者
会合の開催一一図書一覧一一新会員紹介一一役職員の異動一一通常会費領収報告
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28日夜ノ懇親会ニテハ前記新旧会長ノ外ニ米国，独逸，其ノ他ノ主ナノレ代表トモ会見ジタルニ何

レモ日本ノ加入ヲ非常ニ喜ピ居リタリ。

依ツテ事実上ノ加入承認ヲ経タルモノト認メ28日左ノ電報ヲ貴会宛発送セリ。

「パノレコニー」ニ大統領ヲ中心トシテ前列7名，私ニハ大統領ノ右ノ席ヲ与へラレ其ノ他各国ノ

代表10余名モ着席内正面ノ「プラットホーム」ユハ新旧会長越ニ本日ノ「スピーカー」ニテ連

合ノ副会長タル

一々大

ノ六氏席ヲ列ネ代表，委員，副委員，其家族300名出席型ノ如クニ各代表ノ挨拶アリ11時散会セ

リ大統領ノ、去ノレニ臨ミ私ヲ見テ改メテ握手シ其ノ労ヲ精ラハセラレタリ。

本日午後3時ヨリ各分科会ニ入リタルヲ以テ各分科会ヲ一巡シテ左記ノ電報発送方ヲ大使館ニ托

シ午後6時ノ市長招待会迄ノ 1時間半ノ余暇ヲ利用シテ本報告ヲ綴ル次第ナリ。

杉村大使ヨリ外務大臣宛ノ電文案

本日大統領臨席ノ下ニ第4回人口問題国際連合総会開催，参加各国代表立立ニ会員約300名出席，

盛大ニ開会式ヲ挙行セリ。

委員会ノ規約其他書類未着ナルニ付，其ノ到着ヲ待ツテ正式承認ノ留保条件ニテ承認内井上代

表ハ開会前，連合加入国代表10数名ト共ニ控室ニ於テ特ニ大統領ト面接シ，式場ニテハ大統領ト

共ニ「バルコニー」ニテ相隣レノレl官ヲ与ヘラレ正式加入ト同様ノ；待遇ヲ受ケタリ。

而シテ第5回ハ今後実行委員会ノ議ヲ経ベキモノナノレモ1941年スウヱデン又ハポーラシドニテ開

催スベシトノ意向強シト聞ク，井上代表ハ第6回ヲ東京弓テ開催シタキ希望アル旨ヲ非公式ニ会

長ニ披露シ，他ノ主ナノレ代表モ之ヲ好マlシキコトトシテ受ケλレタリト聞ク。

猶ホ本連合ヲ将来有利ニ展開セシムノレ為メ，次期ノ役員改選期ニ我ガ日本代表ヲ加フノレヲ妥当ト

スル旨ヲモ附言シ置ケリト云フ。

以上下条理事長ニ伝達ヲ乞フ。

日本国内

同20分大会議室背後ノ

本29日午前10時総会開催ニ付，之ニ先立ツ 1時間，午前9時ニ議場ニ到リ会長其ノ他ト会見シ，

同10時10分大統領ルブラγ氏入場相成タル所，議長ノヴリ室ニ各国ノ代表10余名ヲ召集シ，

嚢ニ貴電ニ接シタルヲ以テ日；本代表井上雅二ニ於テ国際連合加入ノ手続ヲ為シタノレガ，

統領ニ紹介シ，大統領ハ私ニ対シテハ遠路ノ来訪ヲ謝スル旨ノ挨拶アリ，

Q
d
 

国際連合加入手続済ンダ。会議ニ出ノレ。井上。

総会開会状況

ヱム・トムプソン氏

ツアーン氏

リピオ氏

内務省

ロヤン・ゼイ氏

人口問題研究会

イタリー人口研究会長

米国人口研究会長

独逸統計学会長

仏国文部大臣

私
割
安
志
乃
司
、
｝
1
6
y
h
r
l

但シ同委員会ノ規約其他ノ内容不明ナノレヲ以テ原則的ニ加入ヲ承認シ，該規約等必要書類ノ

接受ヲ待チ，改メテ総会ニ附議ス／レノ手続ヲ略シ実行委員（即チ各副議長ノコトニテ前回総

会ノ「プログラム」ニ依リ其ノ氏名承知アリタシ〉ノ間ニ持廻リ承諾書ヲ取リ纏メテ正式承

認ノ手続ヲ取ノレベシ。

一，右ハ形式上ノコトニシテ今回ハンガリ｛国モ加入申込アリ同様ノ手続ニ依リ正式承認ノコ

トトシタノレニ付御諒承ヲ仰グ

一同ハ心良ク之ヲ諒

一方大使館ヨリモ外務大臣ノ電訓ニ依リ直ニ之ヲ会長グロ｛ス氏詑ユ会議議長ランドリー氏ニ移

牒セシメタルヲ以テ該移牒惜ニ接受シタノレ旨通知アリ。

人口問題研究国際連合加入詑ニ同総会開催状況ノ件ニ就テ

拝啓小生去25日夜パリー着，翌26日朝大使館ニ於テ外務省ヨリ当地大使宛ノ国内委員会成立ノ件

井上ヲ代表ト認ムノレノ件誼ニ国際連合加入ノ件ニ付下条理事長ヨリ委嘱ノ電信ヲ示サレ，

下条氏ヨリ小生宛左ノ如キ電報ヲ接受セリ。

日本人口問題研究委員会成立。貴下ヲ日本代表ト認ム。加入手続頼ム。下条

トアリ各方面ノ御努力ニ依リ免ニ角総会開会前ニ成立シタノャ、御同慶ニ御座候l

何テ即日行動ヲ開始シ元ヅ巴里事務所ニ，ランドリ｛会長誼ニ書記長マウコ等！ヲ訪問、ンテ其ノ意

ヲ伝ヘタノレ所心良グ受ケ入レ，

同集会ニ出席セラレルヤ否ヤトノ文書蛙ニ口頭ニ接セリ。

明27日実行委員会ニ附議シ28日ノ集会ニ於テ可否ヲ決スベキニ付

サー・クロース会長トモ

巴里国際人口会議日本代表井上雅二本会常務理事の会況報告

本稿は昭和12年7月29日開催の巴里国際人口会議に日本代表として出席せられたる本会常務理

同時ニ

事井上雅二氏が本会会長宛送られたる報告文であるが，参考として特に本誌に掲載することとし

た。 輯〉

井上雅二常務理事拝

（編

日本ガ国内委員会ヲ設立シ本連合ニ加入希望ノ申込ミアリタノレニ付，

トセリ

翌28日午前11時出席ラ γ ドリ｛議長ト会見シ更ニ同夜ノ懇親会ニ於テ，

会見致シタノレ結果左ノ回答ヲ得タリ。

信
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巴里国際人口会議会況報告

通

財団法人人口問題研究会

昭和12年7月9日パリーに於て

佐佐木行忠殿候爵

21日，

会長
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其 一

圏内委員会下条理事長宛

井上代表

本日大統領出席ノ下ニ参加国代表者等約300名出席。私ハ国際連合加入国代表ト共ニ開会前特ニ

大統領ト面接シ式場ニテハ大統領ノ隣席ヲ与へラレ正式加入国代表ト同等ノ；待遇ヲ受ケタリ。

尤モ日本国内委員会ノ規約其他必要書類未着ナノレヲ以テ，其ノ到着後実行委員ノミニテ正式加入

確定スル留保条件ナルニ付，至急当地大使館経由国際連合本部ニ一件書類送付アリ夕、ン。

次回ハ1941年スウヱデγ文ハポーランド開催ノ意向多キモ実行委員会今後ノ決定ニ待ツモノナリ。

而シテ私ハ第6回ヲ東京ニ開キタキ希望アル旨ヲ非公式ニ会長其ノ他ニ披露シ，主ナル代表モ之

ヲ好マシキコトトシテ受ヶ入レタノレカニ覚ユ。

文日本代表ヲ次期改選期ニ実行委員ニ加フルヲ妥当トスノレ旨ヲモ附言シ置ケリ。

猶ホ「パソフレツト」ハ研究会規約ト共ニ隅ナク出席各員ニ配付シ，其ノ感想ヲ探ルニ多大ノ興

味ヲ惹キ，其ノ目的ノ幾千ヲ達シ得タルヵー如シ。

（書シテ弦ニ至リ市長招待ノ時刻ニ達シタルヲ以テ失礼ナガラ筆ヲ欄キ次ノ機会ニ続述スルコ

トト致度， 29日午後6時〉

〈以下8月2日朝追記ス〉

右ノ如ク両箇ノ電報発送方ヲ大使館ニ依頼シ置キタル処，後ニ至リ之ヲ一文ニ纏メ発電相成リタ

ノレヲ承知ス，其電文左ノ如シ。

庚回 大 臣宛

7月29日発電 杉村大使

冨
聾
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' It 

• 

右ノ電報ノ中，連合加入ノ発議ヲ総会席上ニテ為シタノレ如ク記載、ンアルモ之ノ、小生ノ電文案ヲ大

使館ニ於テ適宜取捨シ， 2箇ノ案文ヲ一成案トシテ発電サレタルニ依ルモノニシテ小生ノ関知ス

ル所ニ無之然モ本通信ヲ御細読被下候ヘパ自ラ其ノ間ノ消息判明可致ニ付其ノ偉トセfレ次第ナリ。

会議ノ状況

29日午前ハ開会式ニテ散会

午後3時ヨリ第一，第三，第四，第五各分科会アリ。

6時ヨリハ市長ノ招待会アリ此席上ニモ先ヅ最初ニ署名ヲ永メラレ多数ノ代表ト交躍シタリ。

30日ハ午前9時ヨリ第一，第二，第三，第四各分科会。

午後ハ3時ヨリ第一回全会員総会ア U人口ノ自然的異動ノ傾向ニ関スル討論アリ。

夜9時半ヨリ大会議室ニテノ「コンサート」アリ。

31日モ9時ヨリ第二，第三，第四，第五各分科会。

午後ハ2時ヨリ フオシテンポロウ等へノ遠遊。

本8月1日ハ午前9時ヨリ第二第三，第四，第五各分科会。

午後3時ヨリ第二総会アリ。

午後9時ヨリハ「セアター・フランセー」ニテ観劇会アリ。

之ニテ第4回総会ヲ終了セル次第ニテ本2日ヨリ此種会合ノ常例タル「ヱキスカーション」ガ3

日間ニ亘リテ各方面ニ亘リ挙行セラルルモ小生ハ前途ヲ急、グ為メ此等ノ閑遊戯ニハ参加セズ，午

後1時半巴里出発ノ飛行機ニテ午後4時ロンドンニ入ル予定ニ有之小閑ヲ得テ此報告ヲ続稿シツ

ツアル次第ニ候会議ノ議題トナリシ各種ノ点ニ就テハ追テ出版サルベキ議事録ニ依リ詳知ニ相成

文各方面ヨリノ意見ハ御送附中上候数十通ノ印刷物ニテ概要御諒承賜ハリ度

井上代表ヨリ下条理事長ニ左ノ通リ ！ 日本ニ対スル空気

29日大統領臨席ノ下ニ第4回人口問題国際連合総会開催，参加各国代表並ニ会員約300名出

席，盛大ナノレ発会式アリ。

官頭貴電ニ依リ本代表ハ国際連合加入ノ手続ヲ為シタノレガ日本国内委員会ノ規約書類未着ナ

ルニ付，其ノ到着後実行委員ノミニテ正式加入確定スル留保条件ナルヲ以テ至急当地大使館

経由国際連合本部ニ一件書類送附アリタシ。

本代表ハ開会前各国代表10数名ト共ニ特ニ大統領ト面接的式場ニテハ大統領ノ隣席ヲ与へ

ラレ，正式加入ト同様ノ待遇ヲ受ケタリ。

而シテ第5回ハ1941年瑞典若クハ波蘭ニテ開催スルコトニ内定ス。本代表ヨリ第6回ヲ東京

ニテ開催シタキ旨ヲ非公式ユ新旧両会長ニ披露シ，他ノ主要代表モ之ヲ好マシキコトトシテ

受入レタルガ如、ン。

猶ホ本連合ヲ将来有利ニ展開セシムル為メ，次期ノ役員改選期＝日本代表ヲ加フルヲ妥当ト

スル旨ヲモ附言シ置ケリ。
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小生ノ感得セル所ニテハ此度日本ガ圏内委員会ヲ設立シテ連合加入ノ希望ヲ表白シタルコトハ頗

ル好感ヲ以テ迎へラレ，就中語学ノ関係上近ヅキ易カリシ英，米，独等ノ代表トハカメテ接触ヲ

保チタルガ何レモ日本ノ加入ヲ喜ピ，次回ノ総会ハ日本ニ開催シタキ希望アルニアラズヤ否ヤト

先方ヨリ問ヒ掛ケ来リシ様ノ次第也。

従ツテ次回ハ瑞典又ハ波蘭ガ先日トシテ申込ミ其ノ何レカニ決定スベキモ第6回ヲ日本ニ招致ス

ルコトハ日本ノ尽力ト決意如何ニ依リテハ実現可能ナルヲ充分感知シ得タリ。

中ニハ次ニ日本ニテ開カレタシ自分モ今ヨリ之ヲ待チ居レリ等ト申スモノモ有之候。

総会ハ議事日程（前便送附〉ノ示ス通リ前後2田アロ。後ノ総会ハ， ワインベノレグ女史ノ研究発

表ニシテ左シテ記述スベキ程ノモノニ無之，三，四ノ質問応答アリ，終ツテ独，米各代表ヨリ会

議終了ニ当リテノ謝辞アリ，ランドリー会長之ニ答へ午後5時前後4日間ニ豆ル議事ヲ終了セリ。

議事録ハ追テ印刷ニ附セラルベク其ノ出来上リヲ待ツテ直ニ送附ヲ受クル筈ナリ。
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戦後人口問題研究会の再建~VI 

麿
鱒
嗣
判
手
川
白
川会議ノ効果ニ就テ

会議ノ議事ニ上リシ各方面ノ研究要目ハ既送メ「パンフレヅト」ニ依リ御諒承可被r.，純学術研

究ノ関係会合ナルモ之ニ依リ人口問題ノ正シキ解決ニ資ス／レ所アルベキハ断ジ得ノレ所ニ御座候就

敗戦により当時の研究会の理事は戦争協力ということで凡てパージにかけられたため，研究会

の活動は停止された。当時，佐佐木行忠侯爵が会長であったが，公職に就くことを禁ぜられたた

ところ

この人は「人口問題」第4巻第3号，第4号に’ミミユノレダ｛ルの

それが篠崎信戦後，経済予測事業を行なっていたが研究のピンチを見て寄附を申込んできた，

きっかけとなり何時の間にか研究会の幹事にさせられたのである。そ男に申入れてきたことが，

昭和21年11月に「新人口政策基本方針こで戦後の新しい人口政策を建て直さねばならぬと思い，

に関する建議」を行うことになった。これを機に創立以来の理事で、あった永井亨氏がパージにな

らず無傷であったので篠崎信男が永井亨博士を研究会の会長へとお願いに上ったのである。氏は

快よく引き受け会長制度を廃して理事長制度にした。

9回の会合の結果，新人口政策基本方針の建議が次の如くこの時人口政策委員会が設置され，

決定されたのである。

新人口政策基本方針に関する建議

昭和21年11月

新人口政策基本方針に関する建議

財団法人 人口問題研究会

1頁（63頁〉

35 q (75 q) 

36 q (75 q) 

40" (76 ") 

経済的基盤の太量喪失により，我が国の生産能力は大幅に縮小し，人口と人口収容力との聞の

均衡は甚だしい程度に破壊された。類例のない過剰人口は今や歴然たる事実であ~o 最近の深刻

シタノレ「パンフレツト」ハ本会規約ト共ニ普ク出席各員ノ間ニ配付サレ第二分科会ニ於テハ本問

題ヲ取上ゲテ出席者一同ノ：興味ヲ惹起シタノレノミナラズ喫煙室，其他ノ雑談ノ間ニ於テ彼等ノ感

想ヲ知ルニ力メタノレガ相当ノ諒解ヲ高チ得タルガ如シ。

猶ホ前記ノ次回総会ノ時期，場所等ハ実行委員間ノ内議ニ留マリ大体1941年瑞典カ波蘭タノレベキ

モ此等ハ総テ後ニ確定スルモノト御諒解相成度市シテ日本ノ加入ト次デ第6回ヲ東京ニ開催シタ

キ等ノ件ノ、重ナル代表ノ間ニ暗々裡ニ首肯セラレシ所ナルモ，之ガ実行ニ当リテハ我邦トシテモ

充分ノ準備ヲ要スベク此等ノ問題ハ総テ帰朝ノ上部見可申述候。

前後二会議中終始小生ニ随伴シテ仏語通訳ノ労ヲ執ラレ目的ノ達成ニ多大ノ援助ヲ与へラレタノレ

大使館推薦ノ丸山文学士ニ対シテハ其労ヲ謝スノレト共ニ之ヲ本会ニ報告スノレヲ妥当ト認ムノレ者ニ

プリンスト γ大学其ノ他ノ発表モアリ，又今回本会ニ於テ発表中「日本ノ人口問題」ニ就テヘ

この時人口問題研究会を助けるものは殆んどなかった。め直ちに後継者探しとなったが，

が河野和彦という会員がおり，

人口論ミを書いていた。

(77") 38!1 

議

次

人口政策委員会設置要綱

人口政策委員会部会審議事項

人口政策委員会建議の件経過概要

人口政策委員会委員名簿

建

目

議建

その少なからざる部分は明かに過剰人口

前者が主として過渡的現象この二つはこれを載然区別することは困難で、あるが，
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な社会不安は一部は敗戦に不可避な混乱に過ぎないが，

の所産である。
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トジテ他ノ各国代表並ニ会員ノ文人連ト接触シテ候。又家妻モ常ニ「アツソシヱ｛トメンバ｛」

小生ノ外交ヲ援助シ呉レタルコトモ弦ニ附記シテ会長詑ニ理事諸兄ニ報告スル次第ナリ。

右第4回人口問題国際連合総会ノ概要申上度如斯ニ御座候何卒人口問題圏内委員会下条理事長始

具敬メ問委員会諸君ニ貴会長ヨリ可然御伝達相成度併セテ御依頼申上候也

8月2日朝9時認之

譜年係関題間口人

自昭和2年7月7日

至 q .5年3月31日

昭和8年10月27日

昭和13年1月11日

昭和14年8月25日

昭和21年1月30日

公布勅令第 222号人口食糧問題調査会設置（内閣〉

財団法人人口問題研究会設立

勅令第6号

勅令第 606号

「新人口政策基本方針に関する建議」を政府に建議

人口問題審議会設置（内閣〉

厚生省官制公布施行

人口問題研究所官制公布施行

人口問題懇談会組織

人口政策委員会設置21年5月4日

21年11月20日

自昭和24年6月14日

歪 241年11月

昭和26年4月23；日

昭和28年：s河U日

q 
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人日問題研究会新役員選出し再建発足

政令第 189号人間問題審議会設置 C厚生省〉
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国家の最大義務であって，極めて特殊な場合を除いてこれを官すことはできない。そしてその保

護の厚薄こそ，文化の水準を判定すべき基本的指標なりとすれば，いかなる犠牲をもってしても

国家はこれを遂行せねばならぬ。多産多死即ち所謂浪費型増殖を少産少死の節約型に改めること

が文化国家の努力目標でなければならぬ。

このため，我が国において特に考慮さるべきは，乳幼児及び結核の高死亡率である。第二部会

じ
」
製
設
緩
急
警
寄
り

ffなるに対し，後者はその放置さるる場合には，時とともに苛烈を加え，国家の再建をして永久に

不可能ならしめる慎れがある。文化国家建設の至高の要請に鑑み今こそ適切強力なる対策の確立

さるべき秋である。

対策の基調は失われた均衡の依復であるからその手段は二つある。ーは経済再建による人口収

容力の拡大強化であり，他は人口そのものの調整である。

死亡率引下げの効果

のーは労働生産力の昂揚にあるから，常に国民体位の向上と連結されねばならぬということであ

る。死亡率引下げにいかに成功しても体位低下を防止しえないとすれば，人口の活力は期待さる

では出生調節に引き続いてこの問題を検討した。附記せねばならぬことは，これをもって過剰

人口対策とのみみるのは謬りである。然し過剰人口は人口収容力に対する相対的概念である。人

惟うに一国経済力の拡大はあらゆる時代を通じての不変的目標であるから，

もし人口収容力がこれに伴いうるならば，その増勢がいかに激しくとも，ロがいかに大であり，

これに対して適切なる予防的措べくもない。生活水準の低下は当然体位低下を費す倶れがあり，

置を講ずべきである。

これと密接な関係に立つものは遺伝的悪質の可及的防逼である。国民優生法がみるべき成果を

あげなかったについては種々の理由があるが，特にそれが任意法なることに大きな関係をもって

いる。われわれはこれを強制的に改めることを必要と認めるものである。同時に悪質防逼という

消極的目的は，優生学の真の目的たる優良質の保護拡大という積極的目的によって裏打ちされね

ばならぬ。特に出生調節に伴い易い逆淘汰はこれによってのみ有効に防止されうるのであろう。

かは，決定的意義をもっ問題である。本委員会第一部会がこれに主力を傾けた理由はここにある。

〈第一部会は人口の収容力及び分布に関する部会〉

然しながら経済的基礎の壊滅的打撃に鑑み，人口収容力の将来に過大の希望を繋ぐことはでき

ない。極度に縮小された生産能力から生ずる乏しい収益はその少なからざる部分を復旧と賠償に，

即ち直接人口扶養に充当し得ざる用途に割かねばならぬ。

またいかなる程度にわが国の人口収容力を高めうる過剰人口は起り得ない。然らばいかにして，

もし年々百万の人住宅問題の一つをとっても，復旧だけに4百数10万戸の建設を必要とする。

破壊的な戦争の惨禍と「ポツダム宣言Jの受諾とによって極度に深刻になった過剰人口問題を

解決するには当面の急に応ずる幾多の施策とともに著しく減退した人口収容力をあらたなる国際

環境の下に民主々義の原理に則って平和的長期的に再建することに努めなくてはならない。

人口収容力再建の問題はもとよりその根底において生産力の昂揚，分配の公正，消費の合理化

並びに適正なる人口の地域的分布の実現等，夫々の見地から考慮され且つ綜合さるべきであるが，

ここではその中最も基本的なるもののーと認められる産業の人口収容力再建の見地に一応立場を

娘定することにした。この見地を中心として特に留意すべき重要なる長期基本的なる事項をあげ

れば概ね以下の如くである。

一，再建の目標

我が国の人口は今後における出生調節の努力如何にかかわらず死亡率低下の傾向が続く限り

産業の人口収容力に関する事項第
i I そのため更に年々20万乃至30万戸を追加せねばならぬ。他の消費財についても口が増加すれば，

この巨大な支出が拡大，再生産の不可欠的前提たる資本の蓄積を根本から阻全く同様であって，
B

E

E
－守

、
刀
ん
v
v
f

害しないかどうかは一考するまでもない。かかる事情の下においては刻下の要請たる完全雇傭の

同50年約1億L000万人に増加するとともに，要就業人口は昭和

同50年において約5,200万人に激増すると認められるから，人口

は，昭和30年約9,000万人，

30年において約4,300万人，

その生活程度を収容力の再建にあたっては要就業人口に対して完全就業を確保するとともに，

持続的安定的に向上せしめて文化民族としての完成を期することにしなくてはならない。

二，再建の方向

今後の激増する要就業人口の収容については農林水産業に多くを期待することができない。

但し現在の農林水産業の人口収容力が急激に著しく減少せざるようにすること。

1 

農林水産物に対する需要は今後の30年間にわたる人口の増加に伴って激増するとみられ
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態である。過度の土地利用によって農産物の生産費は異常に昂騰し，安価な輸入品によって圧倒

される倶れがある。製造工業も亦原料の入手難及販路の制限によって自由な拡大は望まれない。

これを今後実現されるであろう周辺諸国の工業化と併せ考えれば貿易の振興に寄せられた過大の

期待は根拠薄弱である。

国際関係のd庇復された後の状如き，到底期待さるべくもないであろう。特に考慮を要するのは，

その結果とし如上の理由から，人口収容力の拡大のみによる過剰人口の解決は至難であって，

て人口調整が著しく促進されるであろう。我が国人口は今次の未曽有の大戦を通じ予想を裏切

その密度は今や驚

異的高率に達した。この際空想的拡大主義に準拠して構想された従来の増殖政策は根本的に是正

されねばならぬ。特に将来期待される文化国家は経済力と人口との均衡を得たものでなければな

って異常な増加を示し，敗戦の結果更にこれに数百万の帰還同胞が加えられ，

かかる均衡獲得のー前提たる場合においては出生調節にも建設的なる一面あることらないから，

出生調節に伴もとより人口調整はその性質上即時的効果をもちえないし，を承認せねばならぬ。

（第二部う諸種の弊害は極力これを防止すべきであって第二部会はこれに慎重な討議を加えた。

会は人口の資質及び統制に関する部会〉

人口政策の不変的目標の？つは死亡率の引下げで、ある。死亡の減少は人口調整の要請に背馳す

るという理由からこれを無視せんとする議論があるが，謬れるも甚だしい。生命と財産の保護は
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それに必要なる諸般の態勢を整えるこ差し当りは特にこれと併せて外資の輸入に努め，

と。｝

曹
司
κ

る。

然し農業については我が国では耕地拡張による農業人口増加の可能性に乏しい。現在の（吟

原料については圏内資源の開発利用に努めるとともに自給困難なる部分の輸入が保障

されうるよう十こ諸外国の理解ある協力を獲得するに努めること。

B 農林省の開拓計画では従来の我が固になお残存Lていた開墾干拓適地165万町歩を昭和20,

ニれによってあらたに収容しうべき農家年以降の6年間に開拓することになっているが，

石炭についてその開発と輸送施設動力については水力電気の開発に努めるとともに，

の拡充とに努めること。

C は最大限100万戸，就業人口にして 200万人乃至300万人に過ぎない。

又必要とされる食糧その他の農産物の増産を実現するには耕地の拡張と併せて「集約化」；

によって反当収量を増大することにしなくてはならないが，然しこの場合かかる集約化が

ぢ々

原料と資本とを海外に依存せざるをえない結果として今後はその限りにおいて輸出貿易

並びに国際観光事業の発展に努力せざるをえないことになる。このためには就中次のこと

（ロ）

果して農業人口の増加を可能ならしめるかは疑問である。寧ろこの際の農業生産の増加は

生産の「迂回化」によらなくてはならなくなるから，増加するのは農業人口ではなくして が必要である。

東洋諸国の工業化の趨勢に鑑みて製品を逐次高級化するとともに，消費財工業と並ん

で平和的な生産財工業の発達をも図ること。

A 工業，鉱業，交通業等の非農業人口であるということになると思われる。

なお「集約化」の結果は生産費が増嵩すると思われるが，我が国の農業はすでに以前か

らヨリ組放的な海外農業の競争に苦しめられていたくらいであるから，今後有効なる保護

付

公正なる方法によって海外競争力を確保するために低労賃化を避けて産業の合理化と

機械化とを推進すること。

貿易機構を改善充実するとともに海運業を始めとして一般に交通業の再建発展に努め

ること。

B 

を保障されない限りは現在の農業人口さえ維持することが困難にならないとは限らない。

従って農業の人口収容力の減退を極力防止するためには次のことが必要である。 C 仙
W

中小工業東洋市場の特殊性から考えで生産の規模は一概に大規模化することをせず，

及び農村工業等に適当したものとの生産分野を誤たないようにすること。

D 

肥料の増産に努め園内における農業生産物の増加の基礎を確立すること。

その量を調整すること。食糧の輸入はこれを計画的たらしめ，

A

B

C

 
然し今後の人口収容力の再建については徒に輸出の増進のみに期待することなくそれとと

もに努めて園内市場を開拓拡大することが望ましい。このためには国民一般特に勤労大衆の

生活程度を向上せしめるために次のことが必要である。

3 

現在の開拓6ヶ年計画は耕地の拡張のみに着目せず，農民生活の安定を考慮、してこれ

を再検修正すること。

農業の有畜化，機械化及び高度化を促進すること。

適地適作の原理の貫徹に努めるととちに農家の安定のために多角経営化を促進するこ

D 

E 

生産能率を増進して人口 1人当りめ生産高を増大するに努めること。計）

（ロ） もって勤労の意慾を増進するとと

自動的な組織としての健全なる労働組合運動の発達

労働行政組織を画期的に刷新強化するとともに職業紹介及び補導組織の強化拡充を図り，

その機構を飛躍的に伸長すること。

失業対策としての公共事業の有効適切なる運営を期すること。

社会保険制度の全面的拡充を図ること。適当なる時期において失業保険制度を創設する

怜

判

的

こと。

生活保護法の適正なる運営に努めるのほか，諸般の社会政策的施設の強化拡充を行うこ

と。

消費生活の合理的改善を図ること。

なお将来にわたって就業入口の増加を期待し得る産業にはこのほかに商業，公務自由業，

）
 

、h
a（
 

家事業等がある。但しこれらの産業における就業人口はこれを漫然と増加せしめることなし
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韓議
41j’
i

身分的封建的な観念を排除して産業の民主化に努め，

もに労働条件の維持向上を図るため，

を図ること。

と。

農産加工を興すこと。

適正規模農家の基準を再検討すること。

水産業は食糧資源，特に蛋白給源として重大なる意義をもつから沿岸漁業の飛躍的改善

F 

G 

付

とともに遠洋漁業の恢復に努めること。林業の収容人口は大なるを期しえないが一般人口

収容力の基礎たる国土の生産力を保持培養するためには，戦時濫伐により荒廃せる山林の、

復興に努めること。

将来にわたって激増する要就業人口に完全就業を確保するには人口収容力の増大に資すべ2 

付

それ等の産業に従事する人口の増加とに最

も大きな期待をかけるほかはない。これ等の産業の再建発展のためには就中次のことが必要

である。

き平和的な工業，鉱業及び交通業の再建発展と，

我が国は工業，鉱業及び交通業の再建発展にとって特に必要なる原料と動力と資本とに）
 

J
A
 

（
 

乏しい。

従って資本については国民貯蓄の増大等により極力圏内資本の形成に努めるとともに少
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一般人口の増加とともに生活程度の向上に伴って増加せしめることにしなければならない。

5 将来における生産年齢人口激増の傾向に鑑み，上記の人口収容力再建の諸方策の強力なる

推進を遂げる半面，失業対策の万全を期し国民生活保障にあらゆる努力を致さなければなら

ない。それにもかかわらず過剰人口が存続して国民最低生活の確保が圏難となり，従って我

が国の民主的文化的建設に支障を生ずる場合には平和的移民につき列国の理解ある協力を求

めるほかないであろう。

〔附表〕

右の方向における人口収容力の再建が実現されて，生活程度が従来の長期的な上昇傾向を

続ける場合には，将来における産業別の人口は次の第一推計の如くになると推定される。

第一推計（望書長字額雲の向上傾向） ｜ 第二推計（持昭和続す5年る場の生日活程度を）

昭和 30 年 ｜昭和 50 年 ｜ 昭 和 30 年 ｜ 昭 和 50 年

長 業｜ 万人｜ 竹
l, 650 37. 8 I，万65人oI s1. fol 万人｜ 竹

l, 650 37. 8 
万人｜ % 

l, 650 31.1 

水産業｜ 1. 9 

鉱 業 1. 9 

工 業
25.5 l, 329 26.2 

，叫 27.91 

商 業｜ 870 J 20.s J 同 2J 23.31 

交通業｜ 5.1 

公務自由業｜ 6.8 

家事業｜ 2.7 

其 0.2 

A日． 計｜ 4,290 J 100.0 J 問 。 J 100.0 J 山 oI 100. o J 

この場合には生活程度が仮に昭和5年の水準にまで恢復して，それを持続すると仮定した場合

に予想される第二推計の場合に比して商業，公務自由業等に従事しうる人口が大になるから，鉱

業，工業，交通業等に就業することを必要とする人口がヨリ少くなる。また輸出工業に就業する

ことを必要とする人口もヨリ少くなると思われる。

第二出生調節に関する事項

「ポツダム宣言」受諾の結果，極めて制限されたる経済的条件の下に，資源乏しく狭随な国土

に，多数の人口を維持しなければならなくなった我が国において，国民生活の窮迫は出生調節に

対する要求を促すこと切なるものがある。もとより現在から近き将来にわたる我が国人口問題の

解決に対して出生調節のもつ意義は決して大なるを期待しえない。速かに我が国経済再建の根本

計画を樹立し，人口収容力の拡大を図り社会政策の強化拡充によって国民生活の安定向上の根基

を確保することを人口政策の主眼とすべきはいうまでもないが，現下の国民生活の実情に鑑みれ

ば，好むと好まざるとにかかわらず，今後における出生調節の普及は必然の勢であるかの如く思

われる。即ち出生調節に関し人口政策上特に留意すべき事項は概ね以下の如くである。
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I 

一，国民生活の現状に鑑み，‘出生は両親の希望に任せる原則を明かにし，健全なる受胎調節を行

うことはこれを個人の自由に任せ，受胎調節に関する健全なる宣伝及び教育の自由を確認する

とともに適当なる指導機関の発達を図るごと。

二，欧米諸国の事実に徴すれば，受胎調節の普及は人為的不妊及人為的妊娠中絶の普及と平行す

るものの如くである。人為的不妊及び人為的妊娠中絶については慎重なる考慮を必要とする。

1 人為的不妊は優生学的目的のため日は積極的にこれを適用すること。医学上母体の保健の

ために必要なる場合にはこれを認めること。

2 人為的妊娠中絶は優生学的目的のためには積極的にこれを適用すること。医学上母体の保

健のために必要なる場合並びに倫理的理由に基く場合（例えば強姦，過失，無知等による受

胎にして母が出生を希望しない場合等，但し過失，無知等の範囲については慎重なる考究を

要する〉にはこれを認めること。

3 医学的目的による人為的不妊及び人為的妊娠中絶については現行法規上の手続を簡易なら

しめるとともに医学的適応標準の適当なる緩和拡張を必要とすること。

三，出生調節はややもすれば結婚に対する道徳的責任感を減退せしめ，性道徳の類廃に誘う倶れ

なしとしない。ここに鑑み，道徳的観念の昂揚，特に性道徳、の向上に努めること。又正しき性

教育の普及徹底を図ること。

四，出生調節の普及は往々にして逆淘汰現象を随伴する倶れあるをもって，社会的活動に貢献の

少ない寧ろ障害となるやうな子孫を生むべき家族において出生減退が現はれ，優秀なる資質の

子孫を生むべき家族の両親の出生意欲を向上せしめるが如き方策をとる等，出生調節の普及に

よる逆淘汰現象の発現を極力防止するとともに，更に積極的にこれを人口資質の向上に資せし

めるよう努めること。但しその具体的方策に関しては幾多の極めて困難なる問題を包含するを

もって別途慎重に考究を遂げることが必要である。

五，出生調節に関する保健上有害なる手段の普及を防止すること。

六，受胎調節に関する指導機関の普及発達を図るとともに不健全なる機関の蔓延を防止すること。

七，不健全なる多産の原因となる高き乳幼児死亡率の低下方策を強化徹底せしめること。

八，優生思想の普及徹底を図り現行優生政策の任意主義を強制主義に改める等優生政策の強化拡

充を行うこと。

九，従来我が国において出生調節に関する調査研究の極めて乏しき事実に鑑み，これが調査研究

の飛躍的強化拡充を図り，その結果に基き，出生調節の人口政策的指導に遺憾なきを期するこ

と。

十，出生調節に関する政府の態度，政策等の発表は往々社会の甚だしき誤解を招く倶れあるをも

って，この点慎重なる考慮を払うとともに真の趣旨徹底に努めること。

〔参考〕

委員中出生調節に対ずる絶対的反対意見の要旨概ね左の如くである。
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早産，未熟児分娩の主要原因たる妊娠中毒症，妊婦轍毒等の治療を徹底すること。

産前産後母体の収容休養施設を設置すること。

産前産後の有給休暇制を確立することσ
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二，乳児保健施設の拡充

乳幼児体力管理が我が国乳幼児死亡率の減少に寄与したことは数字の明示するところである

一，人為的方法により出生調節は婚鋼生活の真意義を忘却並ひ、に誤解せしめ，特に婚姻そのもの

に対する道徳的責任感の低減を誘導し，更に男女両性聞の人格的尊重を無視する傾向より惹い

ては社会一般のさなきだに低下しつつある風俗の頚廃に拍車をかけるものである。右は諸外国，

殊に大都市にその実例乏しからざること衆知の事実である。特に出生調節の実施が倫理的道徳

の堅固なる基礎を歓く日本国民の上に及ぼす悪影響は恐るべきものがある。

この制度の強化拡充を図り乳幼児の健康指導を一層徹底せしめる国家的施策と虚弱児等のが，その効一，医学上よりするも出生調節の目的のために実施される人為的不自然なる方法手段は，

治療収容を行う施設の拡充が最も要望される。

乳幼児保健指導行政の拡充を図ること。

乳児院，晴育院，虚弱児収容院を拡充或は設置すること。

擢患母親より乳幼児を隔離する保育組織を確立すること。

噌

i

q
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円

ο

なお当事者双方の肉体並びに精神に与うる悪影響は異

その結果として家庭の和合が破壊され？家庭生活の不幸を招来す

力の不確実なることを問題外とするも，

論の余地なきところにして，

るものである。

三，乳幼児重要疾患による死亡減少施策

一，人口問題は現在においても亦近き将来においても出生調節の如き不自然なる姑息弥縫手段に

よって解決しうるものではない。人口政策は出生調節の如き消極的にして国民の心身を徒に害

するに役立つ方法に頼らず，真に日本国民が平和的国民にして世界の文化に貢献しうる所以を ヂフテリヤ，赤痢，疫痢，肺炎，下痢腸炎等のために死亡する乳児は約20万，百日咳，麻疹，

幼児は約15万に達する。この中死亡数の多きもの，並びに体質弱化をきたす諸疾患の防止に更

に徹底した施策が必要である。

ヨリ積極的にしてしかも実際的現実的解決策たる農業方法の科学化，産業の科学的改発揮し，

善，衣食住の合理化より始めて，更には東E諸隣邦及び諸外国との移民政策の協調等を骨子と

年12万に達する肺炎死亡の70%は乳幼児期の死亡である。ペニシリンの肺炎死亡の原因1 して立案さるべきものである。

増産及び配給施策により減少しうる。

予防注射，血清の生産を促進すること。

日本海岸地域の母子にビタミンD等を配給することにより減少しえら

四，母子栄養施策の徹底

乳幼児死亡を減少せしめるため母乳栄養の回復が最も必要であるとともに牛乳，乳製品事情

の改善，即ち飼料及び乳製品，種牛の輸入促進のほか，母子必需栄養の配給確保を図らねばな

らない。

国民の健康を増進し死亡率を低減せしめることは文化国家たる資格の第一義的要件であるとと

もに人口政策の重要なる目的の一つであり，且つ又公衆衛生の向上を企図せる新憲法の趣旨に沿

う所以である。これがためには公衆衛生及び医療に関する綜合的組織網の整備拡充を図るととも

に，国民栄養の合理化，一般体育向上の奨励普及，踊歯の予防及び早期治療，花柳病，寄生虫病

等に対する対策等，幾多の施策に努めなければならないが，就中現在我が国において最も緊急の

対策樹立を必要とされている乳幼児死亡及ひ、結核死亡についてその重点的施策を次に列挙するこ

小児伝染病予防措置の徹底

｛句偉病対策の徹底

れる。

2 

3 

死亡率低減に関する事項一一
一第

ととする。

其のー 母乳栄養の宜伝普及，人工栄養児に対する偏重配給の是正を期する母乳分泌施策の徹底1 

（牛乳，乳製品の配給を受けず，母乳H甫育をなす母親に対する栄養殊に蛋白質，脂肪

その他）の生産増加及び配給確

五，母子保健教育の徹底

我が国保健教育は世界文化国中最も低度にして，育児保健の教科書の如きすら重大なる誤謬

を冒している。学校教育及び学校以外の教育における科学的保健教育を一層充実することが極
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乳幼児死亡率は一国文化の指標であるといわれる。最近再び著しい増加を示しつつある我が国

の乳幼児死亡を減少し，国民生活の幸福と安寧を図ることは文化国家建設の重要な要素である。

乳幼児死亡率減少方策の根底は婦人の社会的地位の向上，特に母性保護の徹底にあることはいう

までもないが，特に留意すべき事項は概ね以下の如くである。

一，健康成熟児の出産促進

出産時体重2.5 !ff;以上あるものは肉体抵抗力強く乳児期に死亡するものは少なく，乳児死亡

の大部分は所謂早産未熟児に基因する。死亡統計に示された「先天性弱質」及び「早産」によ

る6万の乳児死亡の全部のほか，約8万に達する「下痢腸炎」及び「肺炎」による乳児死亡の

相当部分は健康成熟児の出産促進，即ち妊婦保健保護施策の徹底によって防止しえられる。

乳幼児死亡減少方策

こと。

の配給を図る〉

牛乳，乳製品，乳牛飼料，種牛の輸入を促進すること。

離乳期食，穀粉その他乳幼児栄養品及び治療剤（牛酪乳，

保を図ること。

乳児栄養品の合理的配給を行うこと。

山羊の飼育を奨励普及すること。

2 

3 

4 

5 

妊産婦手帳制の徹底及び該制度の活用による妊婦保健施策の拡充を図ること。
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めて必要である。

1 学校教育における保健育児教育の充実及び科学化を図ること。

2 母親教育の徹底及び母親学校を設置すること。

3 巡回教育班を設置すること。

六，乳幼児救済施策の拡充

戦災児，引揚児その他不幸な境遇にある乳幼児の救済施策及び収容所の設置を図らねばなら

ない。

1 乳幼児救済施策の徹底を期すること。

2 乳幼児収容保護施設の普及を図ること。

其の二結核死亡率低減方策

戦前より諸外国に比し著しく高い結接死亡率を示していた我が国では，戦時中及び戦後の特殊

事情により結核擢病者並びに死亡者の，いづれも一層増加する傾向がみられる。又第一次大戦後

の戦敗諸国の前例に徴するも，今後相当長期にわたって高結核死亡率の継続する倶れがある。よ

って政府においては次にあげる如き諸対策を急速に実現せしめ，結核死亡率の上昇を阻止し，更

に20年後には結核死亡率を現在の 5分の1，即ち人口万対5の程度まで低下せしめることを目標

として努力すべきである。

一，予防上の対策

1 結核予防指導機関の拡充整備

引）保健所に結核予防部を新設し，結核予防事業に専任の医師， X線技術者，保健婦を増加

すること。

（ロ） 保健所の支所として結核相談所を増設すること。

付移動式診療班を設け，各保健所に配属し， X線その他必要なる器具を載せた自動車によ

り機動的なる予防治療を行うこと。

付結核専門医を養成して特定の資格を与えB.C.G, X線検査，人工気胸を実施せしめる

とともに一般医師の結核診療技能の向上を図ること。

2 未感染者に対するB.C.G接種を励行すること。

3 予防対策の重点的対象

げ）工場，事業場その他集団生活を行う従業員，学生，教職員，交通従業員，接客業者等

tロ） 国民学校5年以上満30年までの青少年

的結核患者家族

二，治療上の対策

1 国立療養所と医療団療養所とを一元的に統合すること。

2 国立病院中の相当数を療養所に転換せしめること。

3 療養所に結核外科部を普及せしめること。
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4 地方綜合病院に結核病棟を附設せしめること。

5 作業療養施設，恢復者授産施設，養護学校， l保護工場及び結核恢復者コロニーを設けるこ

と。

6 精神病院入院者，刑務所受刑者等の特殊対象に対する結核の療養を徹底せしめること。

三，行政的措置

1 結核予防法の改正

収）医師の患者届出制を強化すること。

り）健康診断規定を強化すること。

約工場等の結核予防事業を義務づけること。

付結婚，就職等に際する健康診断の規定を附加すること。

2 結核行政機構の拡充整備

引） 国立及び医療団経営の結核療養所の経営を調整すること。

（ロ） 厚生省に結核局を，地方庁に結核課文は結核係を，保健所に結核予防部を設けること。

3 結核特別附加保険制度の創設（別項参考を参照〉

健康保険特に国民健康保険の一層の活動を促すとともに結核特別附加保険制度を創設する

こと。

げ）結核事業に対する国庫負担を軽減し，受益者負担を考慮、して自主的体制を確立するため

これを設けること。

（ロ）健保被保険者の全部，国保被保険者中10歳以上30歳までの者を加入せしめること。

四，国民結核予防教育の普及に関する対策

1 国民学校教科目に衛生科を設け，教科書には結核予防日関する項目を掲げること。

2 中等以上の学校には専任学校医を配置し，学校における衛生訓練の実施，就中結核予防に

努めしめるとともに結核予防教育の徹底を図ること。

3 結核予防に関する映画の作製，各地における文化講演会の開催を利用して結核予防に関す

る社会教育の徹底に努めること。

4 結核予防会の活動を活発化せしめるとともに国際結核予防協会への加入を促進すること。

5 結核予防その他公衆衛生に関する綜合的且つ恒久的なる博物館等を設置し，公衆衛生の啓

蒙に努めること。

〔参考〕

結核特別附加保険制度の提唱

現行社会保険被保険者の中，結核擢病率の高い層を対象として年齢では10歳以上30歳までの者

と，職業では集団生活を営む業種の者〈現行健康保険等の被保険者〉を特定してこれに結核予防

及び治療の給付を徹底せしめようというのであっーて，そのために被保険者には一般保険料のほか

に一定額の保険料の増額払込をなさしめ，健康保険においては事業主，国民保険においては市町
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村にも負担の増額を課するほか国家も相当額の助成をなし，これをもって結核の予防及び療養事

業の全財源に充てようとするものである。これにより従来結核療養所に対する経費，健康診断に

要する経費，結核予防接種に要する経費等別々に支出していた国庫補助金は一元的となり，一方

結核予防事業に関し受益者たる被保険者の一部負担を図ることにより自主的態勢ができることに

なる。保険給付内容としては定期健康診断， B.C.G接種，要注意者の生活指導，患者の治療等

を行う。事業の実施主体は保険組合であるが， X線検査等は保健所に依頼する場合が多いから組

合の経費を保健所に納付して保健所事業の拡充に充てるようにする。入院療養を要する者はこの

保険によることになるから結核療養所の入院費は保険によって賄われ療養所に対する国庫の支出

は形の上でなくなる。

本制度の特徴としては被保険者が該保険による結核の予防施設を充分に利用して長期の療養給

付を要するような擢病を食い止めた者には褒賞的の意味で反対給付を行うことにしたいと考える

ことで，このような者には満30歳で保険期間満期に達した時（健保被保険者については離職のと

き〉相当額の金額を返還するようにし，生命保険或は従前の徴兵保険の如き性格をもたせること

により，被保険者が自主的に結核予防に努めることを促す一助としたいと考える。

第四優生政策に関する事項

国民の素質を改善する必要はいかなる時代においても変るものではない。況や文化国家建設を

目途としている我が固において又出生調節普及過程における逆淘汰現象に直面している現在，優

生政策は益々その重要性を加えたものというべきである。而して現在直ちに採るべき方策として

は次にあげる如きものがある。

一，強制断種規定の実施

国民優生法実施以来優生手術の実績のあがらないのは，本人又はその家族の任意申請のみに

任せているからである。国民優生法第6条には遺伝病者の疾患が著しく悪質なる時や，夫婦の

双方が同ーの遺伝病に擢患している時等で，その疾患の遺伝を防遁することが公益上特に必要

であると認められる時は，法規に定められたる医師は本人又はその家族の同意がなくも断種の

申請をすることができると規定してあるが，この規定は未だ実施されていない。国民優生法の

実効を収めるためにはこの規定を発動すべきである。

二，国民優生法の改正

優生手術の実績をあげるためには前項の強制断種規定の発動のほか，次に列記する如き方策

をとることが望ましい。但し 3, 4の二項についてはその施術の実施が本人の健康を障害する

倶れがあるので，予め十分に研究，検討した上でその採否を決定すること。

1 国民優生法に届出規定を設け，市町村長，医師，産婆，保健婦等ーが遺伝病者の存在を知っ

たときは，これを地方長官に届出することができるようにすること。

2 遺伝病者が妊娠した場合にはこれを中絶することができるようにすること。

3 遺伝性病的性格によるものと診断された性的犯罪者はこれを去勢することができるように

ー はー

司？

e 竃

すること。

4 X線照射による方法は手術を行う必要がないから適当な照射量を定めるならば断種手術よ

りも容易に実施することができるという利点がある。断種手術と併せてX線照射を一方法と

して採用すること。

5 優生手術申請の手続を簡易化すること。

三，優秀素質者の教育費全額国庫負担及び育英制度の拡大強化，優秀な素質をもっている青少年

は国家がその教育費を全額負担し，また，育英制度を拡大強化して多額の教育費を補助し，も

って優秀健全な人口を保持するよう努めること。

四，優生指導機関の設置拡充を図り，結婚指導その他優生指導の徹底を期すること。

五，優生学に関する知識及び優生思想の普及

1 各医科大学を始め，一般の大学，高等専門学校，中等学校に優生学に関する講座又は学科

を設けること。

2 一般人に対し展覧会，講演会，映画会，雑誌，書籍等を通じて優生思想を鼓吹すること。

六，優生問題に関する綜合的調査研究の拡充を図ること。

財団法人 人口問題研究会人口政策委員会設置要綱

，目的

ポツダム宣言受諾ニヨル新情勢ニ適応シタル新シキ人口政策ニ関スル各般の事項ノ審議研究

ヲ遂ゲ以テ新日本建設ノ根基タル現下喫緊ノ人口政策ノ樹立実施ニ資スルコトヲ目的トシ本会

ニ人口政策委員会ヲ設置スル

二，名称

本委員会ハ人口政策委員会ト称ス

三，事業

本委員会ハ其ノ目的ヲ達成スル為成案ヲ得タノレ時ハ随時本会ヲ通ジテ政策ニ建議ヲナス等現

実ノ政策ニ寄与スルニ適切ナノレ措置ヲ講ズ

四，組織

1 本委員会ハ委員若干名ヲ以テ之ヲ組織ス

2 本委員会ノ委員長ハ委員ノ互選ニヨリ之ヲ定ム

3 本委員会ニ幹事若干名ヲ置ク

4 本委員会ニ専門委員若干名ヲ置クコトヲ得

5 本委員会ハ特定の事項ニ関シ部会ヲ設グノレコトヲ得

人口政策委員会部会審議事項

第一部会（人口の収容力及び分布に関する部会〉

一，将来人口の推計に関する事項
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一，産業の人口収容力に関する事項

一，生活水準と人口収容力に関する事項

一， t国民所得の分配と人口収容力に関する事項 l

一，人口の地域的分布に関する事項

第二部会（人口の資質及び統制に関する部会〉

一，出生統制に関する事項

「産児調節」に関する事項

一，死亡率低減に関する事項

(1) 乳幼児死亡の低減に関する事項

(2) 結核死亡の低減に関する事項

(3) その他死因別死亡の低減に関する事項

一，人口の質的向上に関する事項

(1) 優生政策に関する事項

(2）体力向上政策に関する事項

(3) 文化的資質向上に関する事項

(4) 混血に関する事項

人口政策委員会建議の件経過概要

戦後人口問題の重要性に鑑み厚生省においては人口問題に関する各方面権威者の参集を求め，

昭和21年 1月30日同省内で人口問題懇談会を開催した。然るに同問題は複雑多岐にEり慎重審議

の要があるから継続的に委員会を設けてこれを研究せしめるべきであるという意向が強かったの

で，新たに財団法人人口問題研究会に人口政策委員会を設けその研究を継続することとなった。

右人口政策委員会の第一回総会において各委員互選の結果永井亨氏が委員長に選ばれ更に第一部

会部会長には那須階氏干第二部会部会長には下条康磨氏が各々就任した。第一部会は人口の収容

力及分布に関する部会，第二部会は人口の資質及び統制に関する部会で夫々の審議事項に付左の

日程の通り討議を進め成案を得，本会々長名をもって，総理大臣を初め関係各大臣に建議するは

こびとなった。

会合開催状況

総会 5月7日 於伝染病研究所会議室

第一部会（第一回） 6月21日 於厚生省会議室（現在の国立公衆衛生院会議室・以下同じ〉

第二部会（第一回） 6月28日 於厚生省会議室

第一部会（第二回） 7月1日 於厚生省食堂

第一部会（第三国） 8月1日 於厚生省会議室

第二部会（第二回〕 8月5日 於厚生省会議室
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第一部会（第四回） 8月8日 於厚生省会議室

第一部会〈第五回） 8月24日 於伝染病研究所会議室

第二部会（第三回） 9月21日 於厚生省会議室

第二部会（第四回） 10月21日 於厚生省会議室

第二部会（第五回） 11月4日守 於厚生省会議室

第一部会（第六回） 11月13日 於伝染病研究所講堂

第一部会〈第七回） 11月16日 於厚生省会議室

総 会 11月18日 於厚生省会議室

総会及び理事会 11月20日 於厚生省会議室

人口政策委員会委員氏名

委員長 本会常務理事 経済学博士

第一部会部会長本会理事 農学博士

同委員 慶応義塾大学教授

同 新日本婦人同盟委員長

同

同

同 内閣統計局

同 厚生省社会局長

同 秩父セメント株式会社々長

同

民間 日本大学総長

同 東京帝国大学助教授

同 東京産業大学講師

同 本会常務理事 経済学博士

同 東京産業大学教授

同 本会常務理事 経済学博士

同 東京帝国大学教授

同 慶応義塾大学教授

同 三菱経済研究所常務理事

同 衆議院議員

同 慶応義塾大学教授

同 農学博士

同 東北帝国大学講師
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永 井 亨

那 須 惜

藤 林 敬 一

市 JII 房 枝

桂 泉

河 野 密

JII 島 孝 彦

葛 西 嘉 資

諸 井 貫

松 村 勝治郎

呉 文 嫡

神 谷 慶 治

美 濃 口 時次郎

永 井 予

小田橋 貞 寿

岡 崎 文 規

大河内 男

奥 井 復 太 郎

佐 倉 重 夫

鈴 木 茂三郎

寺 尾 琢 麿

東 畑 精

田 中 舘 秀



規事

岡 本会理事 武井群嗣 開 公衆衛生院小児衛生部長 医学博士斉藤 潔

同 東京帝国大学教授 文学博士戸田貞一 向 国府台病院長 医学博士式場隆三郎

岡 田辺忠男 両日本キリスト教団理事長 富田 満

同 東郷実 情 医学博士竹内茂代

同 日本放送協会会長 法学博士高野岩三郎 伺 医学博士渡辺 定

同 東京産業大学教授 山中篤太郎 ！岡 本会理事 吉 原 俊 蔵

岡 山川端夫 1Fi'U ' 医学博士山田越二

同 厚生省官房総務課長 米沢常道 周 東京帝国大学教授 医学博士吉益修夫

岡 山高しげり i同東京帝国大学教授 矢内原忠雄

同厚生省労政局長 吉武恵市 幹事 大 磯 敏 雄

同厚生省勤労局長 吉 田 忠 i同 瀬木一雄

幹事 本多竜雄 凋 横田年

同 一国義 周人口政策委員会幹事 堀秀夫

問 中島竜太郎 凋 窪 田 嘉 彰

向 島村俊彦 1同 一木行治

伺 左右田武夫 伺 一国義

同 舘稔 伺 増 田 重 喜

同 上田正夫 i問 中島竜太郎

同 中山良男

第二部会部会長貴族院議員 経済学博士下僚康麿 伺 根村嘗三郎

同委員日本生活問題研究所長 安藤政吉 岡 霊回定正

同慶応義塾大学教授 医学博士安藤壷 伺 左右田武夫

同大司教 土井辰雄 伺 島村俊彦

同東京帝国大学教授 医学博士福田邦一 伺 篠崎信男

同経済安定本部第四部長 北岡寿逸 伺 舘 稔

同衆議院議員 加藤シヅエ 伺 上田正夫

同公衆衛 生 院 々 長 医学博士古屋芳雄 書記 池田盛廉

同 日本赤十字社産院長 医学博士久慈直太郎 同 犬 丸 純 夫

同 日本医療団結核課長 医学博士近藤宏 ： 岡 宮田千秋

同厚生省顧問 勝俣 稔 年 問 、中島文男

同 浜田病院長 医学博士小畑惟清
i 

同 本会常務理事 経済学博士永井 亨

同 医学博士永井潜 一
同 慶応義塾大学教授 大森憲太
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人口問題研究所調査部長

通商産業大臣

資源調査会副会長

日伯中央協議会副会長

工学博士

母子愛育会理事長

慶応義塾大学教授

三菱信託銀行頭取

，国民経済研究協議会理事長

全国農民組合理事長

日本赤十字社副社長

参議院議員

毎日新聞社人口問題調査会事務局長

元厚生次官

名古屋大学教授経済学博土

経済学博士総理府統計局長

慶応義塾大学教授
日本学術会議ユネスコ圏内委員会委員

衆議院議員

海外移住中央協会理事

東京大学教授

厚生大臣官房統計調査部長

衆議院議員

経済同友会理事

経済学博士 一ツ橋大学教授

元厚生次官

日本経済新聞社顧問

秩父セメント株式会社社長

第一生命保険相互会社社長

東京大学教T授

東京大学教授

医学博士

文学博士

東京銀行頭取

東京大学教授

元参議院議員

東京大学講師理学博士
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一

一

挙

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

事

員

員

員

員

員

員

常任理事

経済学博士

経済学博士

経済学博士

医学博士

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

理

監

雄竜

撲

暖

育

多

知

さ士
:z:;;-

郎

郎太

敬

鼎

蔵

彦

資

ニ己ズ1ン

信

太

時次郎

優

田

葉

川

西

藤

原

崎

謙

秀

豊

嘉

野多

本

愛

安

渥

新

藤

披

池

稲

賀

葛

加

電

人口対策委員会設置とその活動VJ[ 

善

美

居

林したがって，正式に人口問題研究会の中に人口対策委員会が設置されたのは昭和28年6月30日

であった，というのは昭和28年8月14日に厚生省に人口問題審議会が設置され，政府が本格的に

取り組み出じたので，人口問題研究会はその原案を作成する必要に迫られたのである。 これは

「人口と生活水準に関する特別委員会」と「人口の量的，質的調整に関する特別委員会」が作ら

れ，前者は山中篤太郎氏，後者は寺尾琢磨氏が委員長となって審議することになった。

当時の人口問題研究会の役員顧問は次の如くである。

人口対策委員会委員名簿1 

宮
人口問題研究会人口対策委員会委員名簿

〈昭和29年6月1日〉

（本会顧問及び役員名簿のJI原〕

財団法人
美濃口

良E

士
口

雄

男

竜

内

沢

郎

道

郎
正

得

太

孝

利

貫

監

議

議

議

議

評

評

評

評

良E

一

海

彦

l評’議

議評

葉

際

中

山

汀

井

野

田

河

篤

ツ

蔵

口

塚

崎

内

邦

雄

浩

ナ

信

4

恵

国立公衆衛生院長

厚生大臣官房総務課長

太

‘
弘
寅

森

野

灘

鳥

大

小

千

山

山

亀

小

諸

矢

福

林

浜

飯

河

木

兼

田

村

尾

谷

職現

参議院議員

東京芝浦電気株式会社社長

日本育英会会長

社会党顧問

医学博士

農村更正協会会長農学博士

法学博士

日本人口学会会長

国学院大学教授

経済学博士

経済学博士

医学博士

人口問題研究所長

人口問題研究所総務部長

衆議院議員

済生会理事長

慶応義塾大学教授世

一
z

学

加
断

一

名

間

間

間

間

間

間

間

間

長

事

背任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

常任理事

役

顧

顧

顧

顧

顧

顧

顧

顧

理

忠

三

名

久

泰

多

駒

経済学博士

F守
± 
ロ

潜

階

宏

麿

亨

逸

雄

郎

規

稔

康

寿

芳

井

須

村

井

瀬

坂

田

岡

条

、

岡

屋

氏

次進山

崎 文

徳

群

琢
嗣

磨

広

石

前

松

永

那

下

下

永

北

古

小

岡

舘

床

武

寺

次

井

尾



林 珍 雄 評議員 上智大学教授

林 尋 次 評議員 元厚生省人口局長

坂 寛 見 評議員 外務事務官

山 栄 一 評議員 東京大学講師

南 亮三郎 評議院 経済学博士中央大学教授

森 山 豊 評議員 医学博士横浜大学教授

村 岡 花 子 評議員 日本ユネスコ園内委員会委員

中 JI! 友 長 評議員 1 経済学博士中央大学教授

西野入 徳 評議員 早稲田大学教授

野 尻 重 雄 評議員 教育大学教授

谷 ロ 弥 三 郎 評議員 医学博士参議院議員

渡 辺 定 評議員 医学博士

山 口 正 義 評議員 医学博士厚生省公衆衛生局長

山 本 杉 評議員 医学博士

2 人口対策委員会第1回総会議事録

その後，人口対策委員会は，昭和29年， 30年，31年と行ない，更に昭和37年， 40年， 41年， 43年，

44年と行ない，政府への建議案を作成，その都度人口問題審議会の検討資料として提出している0・

しかし昭和45年からは，こうした一つのルールが変改されてしまった。すなわち，人口問題研

究所が研究資料を作り，それを基にして財団法人人口問題研究会の人口対策委員会が検討議論L,.

その結果の原案を人口問題審議会に提出し，そして討論の末，最終的な建議文を作って政府へ提

出するという段取り Jレ｛／レで，これをよく永井理事長は人口問題に関する三位一体論としていた。f

このやり方が政府によって訂正され，人口問題研究所の研究資料が直ちに人口問題審議会へ送付

されて審議するということになったため同団法人人口問題研紗はずされることとなった。こ

の点について永井理事長は絶えず不満と憤概の念を洩らしていた。これも永井亨理事長の人口問

題審議会の任期が昭和28年11月1日から昭和39年5月31日までで切れたことにもよる，つまり委

員の任期は 2年で10年以上になると交替するという厚生省当局の意向があったようである。

因みに昭和28年厚生省に人口問題審議会が設置されてより， 10年以上委員をやってやめられた

委員の名を紹介すると次の諸氏であり， しかもこれらは凡て財団法人人口問題研究会の役員の方

々ばかりである。

安芸暖ー，新井善太郎，飯沼ー省，石坂泰三，大浜英子，大堀弘，岡崎文規，木村忠二郎，五

島貞次，古屋芳雄，沢田節蔵，寺尾琢磨，永井亨，西島芳二，浜口雄彦，林恵海，樋口弘真，

福田邦三，三原信一，村瀬直養，森田優三，諸井貫一，山中篤太郎，山本登，以上24氏あった。
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特に人口問題研究会の人口対策委員会委員長をしていた山中篤太郎氏及び寺尾琢磨氏は何れも

永井理事長がやめられた昭和39年5月に同時に人口問題審議会の委員を引退させられている。

こうした事情もあって人口対策委員会は政府と縁が薄れ，専ら民間団体，一般大衆へ向つての

啓発教育を行わざるを得なくなったのである。

昭和28年6月30日に人口対策委員会の第一回総会が開かれたが，その記録が残っており貴重な

資料なので次に掲げることにする。

財団法人人口問題研究会人口対策委員会第一回総会議事速記録

日時 昭和28年6月30日（火曜日〉午後1時33分開会

場所 三和銀行新橋支店会議室

出席者

委 員 広瀬久忠 委 員 永井 潜

委 員 下村 宏 会 長 永井 亨

委 員 北岡寿逸 委 員 古屋芳雄

委 員 岡崎文規 委 員 下条康麿

委 員 舘 稔 委 員 床次徳一

委 員 武井群嗣 委 員 安芸岐

委 員 新居善太郎 委 員 藤林敬一

委 員 本多竜雄 委 員 池田謙蔵

委 員 賀川豊彦 委 員 葛西嘉資

委 員 コ原信 委 員 美濃口時次郎

委 員 鳥谷寅雄 委 員 寺尾琢磨

委 員 山中篤太郎 委 員 福田邦一

委 員 木内信蔵 委 員 小林尋次

委 員 南亮三郎 委 員 西野入徳

委 員 野尻重雄 幹 事 篠崎信男

幹 事 木屋善太郎 書 記 図師光男

0篠崎幹事 たいへん長らくお待たせいたしました。これから人口問題研究会人口対策委員会を

開催いたします。

お手元に差上げました次第によりまして，会議を運ばせていただきます。最初，ごあいさつ

といたしまして，理事長からごあいさつ申し上げます。

なお，本日厚生次官がお見えになる予定でありましたが，国会の都合でお見えになりません

ので御了承願います。
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l理事長あ いさつ

O永井（亨〉理事長 お忙しいところ御多数お集りを願つでありがとうございました。なお，も

う十名以上の方がおいでになるはずでありましたが，時刻が打過ぎましたので開会をいたしま

す。

私から簡単にごあいさつを申し上げます。この会ができましたのは昭和8年でございます。

昭和14年に，この会の建議によりまして人口問題研究所という政府の機関ができました。次い

で政府部内に人口局というものができました。本来この会は，主として人口対策の研究，審議

の任に当るかたわら，啓蒙，宣伝をいたして参りました。政府の方の機関である研究所は，主

として人口問題に関する基本的調査研究をされるところでありますo＇・厚生省内部の人口局一一

今はありませんで，官房の総務課で所管しておりますが，そこで人口政策を立案するようなこ

とになっております。そういうようなわけでございまして，人口問題研究所が設立されまして

から後は，おのずから分野がわかれまして，この研究会は主として人口対策を審議するという

ことになったのであります。

この間には世界大戦がはさまりまして，生めよ，ふやせよの標語のもとに，自然，人口問題

は忘れられておりました。そうして終戦になりましたところが，急に出生率は高まるし，帰還

兵士その他引揚者が非常にふえまして，にわかに人口が増したのであります。昭和21年に，厚

生省の内部で何とか対策を講じなければなるまいというので，委員会をつくIろうということに

なりましたときに，研究会がその任に当る二とになったのであります。そうして相当大規模な

人口政策委員会というものをつくりまして，，数箇月審議を重ねまして，政府に建議をいたしま

した。今日，お手元に配付いたしました下新人口政策基本方針に関する建議」というのがそれ

なのであります。それは戦争時中の政策を一変いたしまして，新しく政策を定めたのでありま

す。それには，一方には戦後の生産力を高める意味におきまして，産業，貿易の発達という点

に全力を注いでもらいたい占いいかえれば，経済再建による人口収容力の拡大強化を期Lたい。

他方には，人口みずからを調整して，今までの多産多死の消費型を少産少死の節約型に改める

ことこそ文化国家の努力目標でなければならぬという建議をしたのであります。ところがこの

委員会も種々の都合から中絶するのやむなきに至ったのであります。それが昭和21年でありま

す。

また政府でも24年6月になりましてから，人口問題審議会というものを設置いたしましたが，

それもほぼ同様の建議を内閣に出したのであります。その中に，人口問題に関する総合的な行

政事務を行う部局を創設してもらいたい。それにつれて強力な総合的委員会を常設してもらい

たいとう建議があったのであります。しかしながら，これもその年に廃止になりま Lて，今日

｛に及んだのであります。

この間，昭和23年佐々木元侯爵がパージになられまして，会長をやめられましたので、しばら

く停頓しておりました。ことに24年には政府の補助金が打切られることになったのであります。
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従来本会は政府の補助金で経営をしておったのでありますが，それがなくなりまして，まった

く財政の基礎を失ってしまったのであります。そうこうしている中に，何とかこの～会を再建し

ようという議が起りまして，私がたまたま民間側のただ一人の常務理事として生き残，っており

ました関係上御相談がありました。私もこれを再建するのは容易なiことでないということは知

っておりましたが責任上お引受けをいたしまして，一昨年即ち26年の4月に陣容を改めて発足

したのであります。その年に「日本人口白書」というものをサyフラγシスコの講話会議の際

に，内外に頒布する意図をもって， 日本文と英文の人口白書を発表いたしました。これが世間

の注意を喚起したのでありますが，いかんせん本会には財政上の基礎が全くなかったために，

やむを得ず募金に着手することになりまーして，どうやらこの 1, 2年は仕事ができるようじな

ったのであります。

そこでかねて’この会の使命である人口対策委員会を常設したわという考えのもとに，計画を

定めまして，今日お集まりを願ったのであります。 6月5日の理事会，評議員会，顧問会の席

上でお諮りいたしましたところが，御列席一同の御賛成を得ました。その理事会わ御承認を得

たのが後ほど御説明を申し上限まする委員会の設置要綱であります。

申し上げるまでもなく，この人口問題研究会は，人口問題に大なる関心と抱負を持たれてお

られる各界の権威者を網羅してあるのでありますが，今日お集りを願った人口対策委員会の方

々は，全部この人口問題研究会の顧問，理事，評議員，監事の方々ばかりでありまして，外部

の方は一人もおいでになりません。かく本会の内部の方々ばかりで，これだけの各界の権威者

を網羅した委員会ができたことは，本会の非常に誇りとするところであります。これを誇張し

て申しますれば，天下の偉観であります。実際，一つの会でこれだけの権威者を網羅すること

は容易にできるものではありません。

そういうわけでありまして，それならばどんなぐあいに委員会を運行したらいいかというこ

とでいろいろ相談をいたしました結果，特別委員会をつくって，学者の方にその委員長の任に

当っていただ〈いうニとで，今日御出席を願っておりまする山中篤太郎さんと寺尾琢磨さんの

御両氏にお願いをいたしまして，委員長になっていただき，特別委員の方々をそこへ配置いた

すという原案をつくったのであります。今日，後ほど御承認を得てから発表をいたしたいと思

っております。特別委員に加わらない方々には，総会の席で特別委員会の議案を御審議願って，

しかる上随時K世間に発表しよう。あるいは新聞に，あるいは問題によっては政府に建議をい

たそう。また今年度から再び機関雑誌の『人口問題』という雑誌を復刊いたず予定であります

から，その機関雑誌にも随時発表する考えでおります。このように人口対策委員会とその機関

雑誌と相まって，本会の使命である人口対策の審議i発表，き手々啓蒙，宣伝の任に当りたいと

考えております。

ここに一言お断りいたしたいことは，今日厚生次官に御出席を願って御説明を伺う問題があり

ましたが，国会の都合でお見えになれないと‘のニとでありますから御了承願いま、す。それはこ
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の秋ごろに人口問題審議会をもう一度政府部内に設置することに内定しておりまして，この前

の不成立になった予算にもその会の予算が計上してありましたし，それに関する職制などもほ

とんどきまっておったのであります。これは常設の機関でありますか，或は一時的の機関であ

りますかまだはっきりいたしませんが，この会と本人口対策委員会との関係につきましては，

再三厚生省の当局とも御話合いをいたしまして，なるべくこの人口対策委員会を推進力とする

国家有力の機関にしていただきたい。詳しく申せば，将来政府にその機関ができたならば， ， 

の対策委員会と密接な連絡をつけてその推進の任に当らせてもらいたい。従って審議会はおそ

らく，財界，政界，学界，官界の各方面の代表的な人物を集められて，それで世論に聞い与論

を起す有力な機関となるものと存じております。これらの点についての御説明を厚生次官から

やっていただく予定でありましたが，あいにくきょうは厚生次官も，またその人口行政の局に

当っておられる官房総務課長仏国会の都合でどうしてもここへ来ることができなくなったこ

とは遺憾であります。それで私から大体今までの厚生省との交渉の顛末を申し上げたようなわ

けでありますが，その関係は政府でもよく理解されておりますから，両者提携，連絡をして参

ればうまいぐあいに行くのではないかと思います。これは私一人の推測でありますが，政府の

人口問題審議会は早晩廃止されるときが参るのであられそのときにはこの人口対策委員会を

政府の常設の諮問機関と心得えてもらって，その理由のもとに再び政府の補助金なりあるいは

調査費なり，いかなる名目でも，もう一度政府の方でそういう詮議をしてもらいたい。そうす

ればこの会の財政基礎も固る。もっとも政府の審議会とこの委員会とが併存する場合にあって

もほぼ同様のことが考えられるのであります。いずれにしてもこれは私一個の考えですが， ヤ

ういう具合に考えておることを申し上げたのであります。

人口対策委員会設置要綱説明

0永井（亨〉会長 それでは幹事からこの対策委員会の設置要綱を御説明申し上げますo'

0篠崎幹事会長の御指名によりまして，お手元に差上げてございますところの人口対策委員会

設置要綱の原案をこれから御説明申し上げます。

最初に「趣旨」と書いてございます。これをお読みして申し上げます。

一，趣旨

本会においては，つとに昭和21年，人口対策委員会を設置して，戦後における人口対策の基

本方針の大綱を決議し，わが国戦後の人口対策方向を明らかにして関係方面の注目をひいたが，

遺憾ながら，資金難のたためこれを中止するの止むなきに至った。最近においては，わが国の

人口情勢は漸く戦後の混乱的状態を脱し，一定の傾向を明らかにし総合的人口対策の確立とそ

の強力なる実施が痛切に要望せられるに至った。しかるに，いまだ，人口対策の確立をみるに

至らない状態であって，この際，その使命にかんがみ，本会においては，常設の人口対策委員

会を設置して，人口対策の基本方針と具体的施策を審議し，臨時其の結果を発表すると共に，
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政府の人口政策確立とその実施に寄与し，緊迫したわが国人口問題の解決に資することとする。

〈この次に二として目的をうたってございます。〉

二，目的

わが国人口問題の重大性にかんがみ，本会においては人口対策委員会を常設し，関係方面の

学識経験者を集め，その協力によって，社会的，経済的見地から，総合的人口対策に関し，科

学的かつ具体的に審議をつくし，人口対策の確立とその強力なる実施に資することをその目的

とする。かようにうたってございます。

（その次に三として組織をこれから順に申し上げます。〉

三，組織

1 本会顧問及び役員中60名以内を委員とする。

2 必要に応じ本委員会の決議によって委員を追加することができる。

3 本委員会の会長は本会理事長とする。

4 本委員会に，差当り，次の特別委員会を置く。

(1）人ロと生活水準に関する特別委員会

(2) 人口の量的質的調整に関する特別委員会

必要ある場合には，本委員会の決議によって右の外に特別委員会を置くことができる。

5 特別委員会の委員長は委員会の承認を得て会長これを委嘱する。

6 必要ある場合には各特別委員会に小委員会を置く。

小委員会の委員長はその特別委員会の決議によって本委員会会長これを委嘱する。

7 本委員会に幹事若干名を置く。

1 

2 

3 

4 

本委員会の幹事は本会の幹事がこれに当る。ただし，必要ある場合には，本委員会会長は

新たに幹事を委嘱する。

（その次，大きく見出しで四番目に運営をうたつでおります。〉

四，運営

本委員会の審議課題は本委員会の議決によってこれを定める。

本委員会は適実なる課題を定めて常時継続的に審議するものとする。

本委員会において特定の課題について審議を終えたときはこれを発表し又は政府に建議す

る。

その他本委員会運営上必要な事項は本委員会においてこれを決議する。

これが大体人口問題研究会人口対策委員会の設置要綱原案でございます。これについて皆

様からいろいろ御意見を伺い，また具体的な問題に入っていただくわけでありますが，その

あとに人口対策委員会の委員の名簿の原案もお手元に差上げてございます。これは本会の顧

問及び役員を名簿の順にず、っと60名ほど並べてございますので，お目通Lをいただきたいと

存じます。
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。永井（亨〉会長 それでは大体この要綱はこの前の理事会の席上できまったものでありますが，

特に御呉存がございませんければ御承認をいただいたものといたします。

特別委員会委員の指名

0永井（亨〉会長次に特別委員会の委員の指名に移りたいと思います。

先ほど私の腹案は申し上げましたが，この席で委員をおきめ願うのでありますけれども， ’ 

の席ではだれがいいかということはなかなかすぐにはきめかねるだろうと思いますから，これ

は私に御一任願いたいと思いますが，いかがでございますか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり〉

〔特別委員会名簿配付〕

財団法人人口問題研究会人口対策委員会特別委員会名簿

一，人口と生活水準に関する特別委員会

1 委員長 山中篤太郎 9 委員 木内信蔵

2 委員

3 委員

4 委員

5 委員

6 委員

林 恵海

美濃口時次郎

森田優一

南 亮三郎

藤林敬一

10 委員山際正道

11 委員波多野鼎

12 委員 大河内←男

13 委員 J野尻重雄

14 委員岡崎文規

7 委員安芸版

8 委員飯塚浩一

15 委員

団幹事

本多竜雄

黒田俊夫

二，人口の量的，質的調整に関する特別委員会

1 委員長 寺尾琢磨 8 委員小沢
ニ£己

目

2 委員

3 委員

4 委員

5 委員

6 委員

7 委員

逸

雄

一

定

雄

見

寿

芳

邦

寅

寛

問

屋

田

辺

谷

坂

北

古

福

渡

鳥

小

9 委員

10 委員

11委員

12 委員

13 委員

14 幹事

村岡花子

山本 杉

小山栄一

森山 豊

舘稔

篠崎信男

0永井（亨〉会長 それではまことに御迷惑千万でありまするが，ただいま皆様に御配付いたし

ました方々に特別委員をお願いいたします。何とかお繰合せを願いたいと思います。もっとも

この特別委員会は二つありますので，お忙しい方をそう頻繁にはお集まり願えますまいから，

一つの特別委員会に隔週に一回，つまり月に二回お集まりをいただきまして，そしてこの要綱

なり，項目について結論が出ましたならば，その結果を総会を聞いて，今日のような皆様お集

まりの席でお示しを願いたい。こういうようなことにいたしたいと思いまするが，これとても
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皆様方の御意見によってきめて行きとうございますから，御異存がなければそういうことで進

みたいと考えております。この特別委員会の委員の指名及び特別委員会の開催のもくろみは今

申し上げたようなわけでありますがいかがでございましょうか，それで進んでよろLゅうござ

いましょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり〉

O永井（亨〉会長 それでは，またやってみた具合で，これではいけない，もう少し頻繁にやら

なくちゃならぬ，もう少し聞をおいてやれというような御意見が出ましたならば，そのときは

また改めることトこいたして一応ただいま申し上げたようにして進みたいと考えます。

課題の提案

。永井（亨〉会長終りに課題の提案でありますが，とれは審議項目の御提案を願うということ

なのであります。そこで大体こういう項目を審議したらよかろう主し、う御意見を皆様方に伺い

まして，そうじてこの次までに私どもの手元で整理をいたしまして，こういう審議項目で進み

たいという御承認をもう一度受けまして，そうしてそれを特別委員会の方へ御提案願いまして，

特別委員会でそれをしかるべくお取上げになって審議を進めていただきたい。ニういうことに

いたしませんと，どうしても審議が遅れがちになりますから，大体そういう方針で進みたい。

どうか皆様方が漏れなくこういう課題を審議したらよかろうという課題を御提案願います。で

すけれどもお一方があまり長く御意見をおっしゃると，皆様方全部の御提案を伺うことになり

ませんから，なるべく簡単に，こういう項目を調べろという御提案を願って，そうしてこの次

までに一一7月中に御会合をもう一回願って，そこで審議項目をきめていただしそういうこ

とで特別委員会へ移すことにいたしたい， どうぞひとつ腹蔵のない御意見を聞かしていただき

J たいと思います。

あるいはお帰りをお急ぎの方もおいででいらっしゃいましょうから，そういう方から先日お

っしゃっていただいてもよろしゅうござい志すから，どうかひとつ出していただきたい。これ

がニの会の審議の骨子になるものでありりますから， どうか皆さにん方から漏れなく御意見を聞

かしていただきたいと思います。

下条さんあたりからいかがですか。

0下条委員 まず今の人口問題の現状について，当局から御説明を聞いて，そうすれば皆さんの

頭から引出されると思いますから，ひとつ研究所の方からでも御説明願いたいと思います。

0永井（亨〉会長 それで、は舘さんあたりからひとつ簡単に・・

。舘委員 ただいま会長から御指名がございまして，何か現在の人口状況について御説明を申し

上げよとこういうことでございます。突然で手元に何らの用意もございませんので，簡単に要

点だけを拾いまして，御参考にし、たしたいと考えるものであります。

ごく最近の人口状態で、一番大きく気につきます点は，出生率が非常に下って参ったというこ
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表1 人口動態摘 要 表

年 次｜出生率｜死亡率 自然増加率 ｜ 竺竺竺j震苧絹
昭和 %0 %。 %。 %0 % 
8～12 31 17 13 51 

21 キ 25 本 17 ＊ 8 

22 34 15 20 44 

23 33 12 22 51 22 

24 33 12 22 67 39 

25 28 11 17 84 50 

26 26 10 16 92 54 

27 23 9 14 93 54 

死産率は出産1.000につき ＊推計

とでございます。 〈表1)御承知のように戦後しばらくの間，出生率は戦前の水準を越えまし

て，非常に高くなっておりました。大体の数字を申し上げますと，戦前におきまする出生率は，

人口 1,000人について31くらいのところで三ざいましたが，昭和22年， 23年， 24年と，この 3

年間にわたりましては，出生率は33ないし34という状態でございました。それが昭和25年から

急速度に減退傾向に転換いたして参りまして，昭和25年には28くらいのところまで下りました。

昭和27年には， 23というところまで下って参りました。この23という出生率は，大体現在の文

明国の水準のところでございまして，そこまで出生率が下って来ておる。こういう状態でござ

います。出生率が下って参りました大きな要因は，まず第一に，戦後出生率を非常に高めまし

た復員でございますとか，引揚でございますとか，あるいは結婚のブームでございますとか，

こういったようなものが消えて行ったことと，それからもう一つ怯出生を制限しようというよ

うな努力がいろいろな形で現われて来た。こういうことでございます。ただその中で出生の抑

制，あるいは制限につきましては，受胎調節の普及も相当の速度で進んでおるかに見られるの

でございますけれども，一方これが人工妊娠中絶の手段に訴えられているという状況でござい

まして，従いまして出生制限の努力は，受胎調節の普及と，人工妊娠中絶の激増という形で現

われて来ておるのでございます。言うまでもなく，これは戦後におきまする生活水準に対する

一つの人口の適応運動とでも申すべきものでございます。この人工妊娠中絶の激増という傾向

につきましては，人工妊娠中絶を特定の場合に限りまして認めておりましたところの優生保護

法が数回にわたりまして改正せられまして，その都度，趣旨のいかんはともかくといたしまし

て，結果的には人工妊娠中絶が比較的容易にに，合法的になるというような傾向にあったこと

も一つの要素だと考えられるのでございます。また，最近の状態を見まするならば，妊娠4箇

月以後の死産を，死産として一般に人口動戦統計で集計いたしておりますことは御承知のとお

りでごさ、、ますが，その死産の中に自然の死産と，人工妊娠中絶による死産とをわけて，集計

されておるのでございまして，その結果によって見ますならば，昭和23年ごろには，大体妊娠

4箇月以後の死産総数の22%くらいが人工妊娠中絶による死産でございました。ところがごく

最近におきましてはそれが半分を超えまして54%くらいが人工妊娠中絶ということになってお
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ります。大体ごく最近の傾向を見ておりますと人工妊娠中絶も，どうやら絶頂に来たような感

があるのでありまして，昭和26年以後におきましては，死産率の高まり方が急速度に引下げら

れて参りました。一つの飽和現象と申しましょうかそういったような現象が現われて参ってお

ります。このような出生産の傾向に対しまして，特にこの人工妊娠中絶が，母体の生命，健康

という点から，非常に思わしくないということからいたしまして，政府におかれましては，人

工妊娠中絶をやめるということを目的といたしまして，なるべくこれを健全な受胎調節に切り

かえて行く。それを人口政策としてではなしに，母性保護の見地からこれを行う。大体こうい

ったような趣旨に基きまして，昭和26年の10月26日と記憶いたしておりますが，閣議におきま

して了解事項として決定せられました。それ以来厚生省が中心となりまして，人工妊娠中絶を

回避するために，母子保護の政策といたしまして，受胎調節普及の努力をいたしておるわけで

ございます。

昭和27年の 4月でございましたが，大体その実施要綱の細目をとりきめまして，それに従い

まして，全国の組織綱，保健所並びに優生結婚相談所，これらを中心といしまして，受胎調節

の普及運動が展開される。こういうような状況に相なっておるのでございます。

それから死亡率の方面におきましては，これまた戦前から減退の傾向があったのでございま

すが戦後特に減退傾向が拍車を加えられまして，戦前の死亡率の水準は，大体1,000人につい

て17というところでございましたが，戦後17が15に下り，さらにそれが12に下り11に下り， 10

に下り，昨年は遂に9というところまで下って参りました。これは今日の文明国にをきまして

は，むしろ低い方の死亡率に属しておるのでございます。もっとも死亡の実態から申しますな

らば，イギリスその他まだ日本よりも死亡の実態はよろしいのでございますが，日本の人口構

造が，若くて，その反対にいわゆる先進文明国の人口構造が老年化しているという傾向から，

普通の死亡率をとって比較いたしましたならば，イギリスなどに比べまして，日本の死亡率は

さらに下っておる。こういうような状況でございます。大体におきまして死亡率が下る特定の

限界点があるかと考えられるのでございますが，今日の経験から申しましでも，よほど死亡率

の下るのがその終点に近づいておるというふうに考えられるのであります。従いましてこれか

ら先の人口の増加の速度というものを決定して参りますのは，もう死亡率の下る幅は比較的少

表2 e(x〕とog(0）の戦前と最近との比較（男女総合〉

昭和 10-11年 ｜昭和26-27年人口問題
第 6回生命表 ｜研究所第 5回筒速

£ (x)0£(0〕

t Co) 100.0 100.0 
t C 5) 82.5 91.8 
£ (10) 80.8 91. 0 
£ (15) 79.5 90.5 
t (20) 76.4 89.6 

。tCo) 47.7 61.1 

出生性比男 0.51
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1億

の人口は避けがたい。その時期は大体昭和45年から昭和50年くJ らいの聞に落ちるというふうに

考えられるのでございます。

それからもう一つの問題は，人口の構造という点でございますが，御承知のようにただいま

どうも結論的に申し上げますならば，相当急速度の出生率の減退を予定いたしましでも，女子人口の再生産率

年次 (1）ー（5)

(6) 

表包

内~~，門子率 1w守ア率｜験器室計｜合計特殊
出生率

(1) 

ちょうど過渡的な状態でございまして戦前の例を見まするならば，の日本の人口の構造は，

イギリスが経過したと同じような形を持っておるのでございまして，1920年から1930年の聞に，

すなわち具体的に申しますならば，生産年令人口が激増するという形をもっておるわけでござ

います。それは過去における出生率が高かったのに対しまして，死亡率一一特に15才未満の死

亡率が急速度に下って参りましたために，生産年令人口が近い将来において激増必至だという

定暫B) 計推A) 

いのでありますから，結局出生率がどこまで下って行くかという傾向によって，将来の人口の

西ヨ｛ロツパの文明国が経状態にございます。何分死亡率の改善が急速度で、ごさーいますから，こういうことになるわけでございます。そこで現在の一一特に昭和25年以趨勢が決定される，

験したよりも，生産年令人口増加の規模と速度ははるかに大きなものがあると考えなければな

らないのでございます。大体その規模は今後20箇年間にわたりまして，年平均生産年令人口の

これはいまだかつて日本では経験したことのないような降におきまする出生率の減退傾向は，

1931年に至りますところのドイツの出生率の減退傾

ほとんど似たようなシャープな形を持っております。そういったようなことをしんtキ
急速度でございまして，大体1923年から，

この年平均生産年令人口の増加とい増加を計算いたしますると，百万に上るのでございます。向と，

とは申すまでもございません。これを戦前の状態と比較いたしますると，昭和5年から昭和10年

ごろまでにおきまする日本の生産年令人口の年平均増加は，約40万ないし50万でございました。

従いましてあの当時いわゆる朝鮮あり，台湾ありという時代における生産年令人口の年増加が

40万ないし50万であることに対しまして，今後20箇年間の将来におきましては， 100万に上ると

あらゆる方面に非常に大きな影響を与えるものであるここれは日本の社会，経済，うことは，くいたしまして，将来の人口を推測，推計してみますると現在の条件があまりかわらない。そ

うしてニれまで西ヨーロツパの文明国が経験したところくらいまで出生率が下って行く。そう

日本の

人口の将来で一番問題になります点は，戸 1億になるかならぬかという一つの問題でございます。

大正 gA> 5.24 2.56 1. 59 0.62 3.30 1. 94 

14 5.11 ・2.51 1. 56 0;62 3.28 1.83 29.5 

昭和 5 4.71 2;30 1. 52 0.66 、3.03 1. 68 ｜、 29.9
12 4.34 2.12 1.49 0.70 2.92 1. 42 30.2 
22 4.51 2.20 1. 67 0.76 2;70 l. 81 30.2 
25B) 3.63 1. 76 1.50 0.85 2.42 1. 21 

コ・：，，スタントになるということを考えて参りますると，して大体そこを限界点として，

ここに一つの人口の構造の変化という点から，大きな問題

があるかと考えられのでございます。そうしまして．大体年100万増加いたします生産年令人

口の増加の中で，労働市場に現われて参りますものが大体75%ないし78%と考えてよろしいの

いう計算になるのでございまして，

これを農村と都会とにわけで考えまするならば，大

こういったようなふうに体におきまして35%が都市において増加する。 65%が農村でふえる。

考えてよろしいかと存じます。従いまして現在のいわゆる農村の二， その担三男の問題等も，

底にこのような人口構造の変化といふことがあるのではないかと考えられるのでございます。

ただいま申し述べましたように，出生率が下り，死亡率が下りそれからもう一つの問題は，

これをいわゆる寿命と申しまました結果，いわゆる生存期聞が非常に延長されて参りました。

48年でごすか，出生時の平均余命で申しますると，戦前におきましては，男女平均いたして，

ざいましたが，最近では61年をやや上まわるという状況で、ご、さやいまして， 10数年間も生存の平

あるい均期間が延びておるわけでございます。従ってかような意味から，人口が老令化する，

は老年化するという傾向は，すでに現在現われておるのでございます。なおまた出生率の減退

によりますところの子供の数の減退ということとにらみ合せますならば，老年化の傾向という

ものはすでに現われておると考えてよろしいかと存じます。ただ問題は，全体の人口の中で老

人の人口の占める割合という点から見まするならば，生産年令人口の激増に隠されて，現在は
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匂ρ品

日本の将来人口（最近の暫定推計〉

昭 百万 %。 %。 声。
25 83.2 100 35 57 8 

20.6 9.3 11. 3 
30 89.4 100 34 58 8 

15.9 8.7 7.2 
35 93.2 100 30 61 9 

15.9 8.6 6.4 
40 96.1 100 24 66 10 

15.5 9.0 6.5 
45 99.3 100 21 68 11 

15.4 9.6 5.8 
50 102.6 100 21 68 12 

14.3 10.3 4.1 
55 105.2 100 21 67 12 

12.9 11. 0 1. 9 
60 106.8 100 21 66 13 

11. 7 11. 9 -0.1 
65 107.2 100 19 65 15 

11. 3 12.9 -1.6 
70 106.7 100 18 65 18 

11.3 14.1 -2.8 
75 105.5 100 17 64 20 

ll.4 15.4 -4.1 
80 103.7 100 17 62 22 

11. 2 16.8 -5.6 
85 101. 2 100 17 59 24 

11. 0 17.0 -6.0 
90 98.1 100 17 57 26 

然

率
白

日

計

力

推

増

ご
計
率

一

＋

亡

一
推
死

計

率生

推

出

数係構成令

表4

年一｜
口人次年

60ζ 15-59 0-14 数総

ではないかと思われます。それからなお，
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表面には出ておりません。けれども子供の人口に対する年寄りの人口の割合という点から見ま

するならば，現在すでに徐々に老年化の傾向が進行じていると見てよろしいかと存じます。

それからただいま申し述べましたように，今後15年ないし20年の将来におきまして，生産年

令人日の激増期がやみまのした場：合におきましては，いかようなる意味におきましても，老年化

が相当急速度に進むものと見ましでもよろしいかと存じます。

ただいま申し述べましたように，人口の実態は，出生率の減退にもかかわらず，大体近い将

来において1億の人口が考えられるということと，それから構造的に申しますならば，生産年

令人口の激増ということと，それに伴いまするところのの人口の老年化の傾向が必至であると

いうこと。大体こういうような人臼の実態にせんじ詰めることができるかと思うのでございま

す。

これに対しまする最近の経済事情に一言だけ触れてみまするならば，新じい経済白書がまだ

正式に発表されておらないようでございますが，大体人口の指数が戦前の昭和9-11年を平均

を100といたしまして，昭和26年に 122くらいに上っていたがと存じます。’これに対Lまする

鉱工業の生産指数が，大体昭和26年で13lくらいでございました戸ごく最近の状態では，これ

より少し上まわっておるような状態でございます。

’それから農業の生産指数が戦前100に対して， 26'9三がやはり 100おそらく最近におきまLて

も大体戦前水準だと考えてよろしいかと思います。それから外国貿易の指数につきましては，

輸出数量指数が大体昭和26年で， l戦前の水準100に対しまじて30くらいかと存じます。特需を

入れましておくらいになっておるかと存じます。これに対しまして輸入数量指数抗 戦前日O

に対しまして約49，これは最近少し上っておるように承っておるのでございますが，その後の

表5 主な経済指数

指 数 同9一品｜ 昭 23 昭 24 昭 2川昭 2ベ昭 27

｝＼ 口 rno 116 118 120 122 124 

工 鉱 業 生 産 100 5宮 72 105 131 139 

農 林 水 産 生 産 100 91 97 .100 

く長 業 生 産〉 100 101 100 107 

輸 外出 数 量 100 7 15 * 31 * 36 本 36

輸 入 数 量 100 24 30 32 49 58 

産 業 投干 資水 準 190 119 119 131 

人口 lにつき実質国民所得 100 36 93 99 

消 費 生活 水 準 100 75 78 82 86 96 

.A〕 経員は済昭安耳定本部：昭和27年度年次経済報告による。
他昭和26年度同：とによる。昭和27年は新開発表による暫定

＊は持需を含む。
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r経済白書が出ませんのでよ〈わかりません。それから消費生活水準が戦前100に対しまして，

昭和26年が86でありましたーその後非常に回復しておるようでございまして，最近では90幾つ

という数字が伝えられておるのでございますが，これまた最近の経済白書が出ておりませんの

でよくわかりません。それから人口 1人当りの実質国民所得でございますが，これが戦前 100

に対しまして，昭和26年で93くらし、のところまで来ていると存じます。最近では大体戦前水準

のところまで回復したとかこれを少し越えたとかいうお話を承っておるのでございますが，正

式の発表はまだ承っておらないのでございます。

それからもう一つ投資の指数を申し上げあのを忘れましたが，大体産業投資の指数は，戦前

100に対しまして，昭和26年が119という状態でございます。投資過剰があるというようなこと

が言われでおるような状況でございます。大体こういったような実態でありまして，たとえば

鉱工業の生産指数と，それから貿易指数との閣の非常な矛盾，こういうようなところから日本

の経済の将来にとましては， 1億人口に対する，これを収容するだけの経済態勢というものの

目安が，最近のところでは非常に立てることは困難だというふうに考えられておりますし，特

に外国貿易のさんたんたる状況ということが，将来の人口の収容力という点からは相当大きな

問題になるのではなかろうかと考えられるのでございます。

それからもう一つは現在の産業構造の問題でございますが，生産構造としてみますと，戦後

昭和22年の日本の産業構造が大正9年程度とお考えいただけばけっこうでございます。この産

業別人口から見ますると，この産業構造が大正9年程度まであともどりしたような感があるの

であります。昭和25年の産業構造は昭和5年程度であります。それから昭和22年から昭和25年

までの産業構造の変化の要点は，一つには第一次産業，特に農業人口が幾らか減ったというこ

とでありますが， しかしふえておりますのは第二次産業と第三次産業，第三次産業にやや多く，

第二次産業にやや少くふえておる。こういう状況でございます。おそらくこれも中小企業にお

いて包摂されたものと考えてよろしいかと思います。それから失業の数字でございますが，：失

業の数字は御承知の通り国勢調査で調べた完全失業の数字は大変少いのでございま Lて，大体

就業人口、が 3;560万くらいと記憶しておりますがそれに対しまして，失業人口が73万程度でご

表6 人的産業構造

次 l 就業人ロ実数 L一割

｜総数 L第1次｜第2次 l戸 3次 llti玄下第1次

年

百万 百万 百万 百万
大正 9 27.0 14.4 5.6 6.9 100 54 

昭和 5 2~.3 14.5 6.0 8.9 100 49 

15 32.2 14,2 8.4 9.6 100 44 

22 33.3 17,8 7.4 8.1 100 53 , 

.25 35.6 17.2 7.6 10.8 JOO 48 

総理府統計局：大正9年乃至昭和25年国勢調査産業別就業者の比較，昭和27年による。
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.b 
日

第2次｜第3次

21 26 

20 30 

26 30 

22 24 

21 30 



ざいます。労働力調査の結果によりますと，もっと少く現われておりまして，’大体40～50万ぐ

らドのところ， こういったような状況であります。申すまでもなくそれは非常にたくさんな

『潜在失業』の存在を予想されるのでございます。

なおわれわれのたいへん心配しておりますのは，この激増する生産年令人口を，近い将来に

おいてどんな産業構造を拓いて，そうして日本の産業の将来とにらみ合せまして， どういうふ

うにこれを養って行くかというところにまた一つの問題が考えられます。それから人口の将来

の増加趨勢の調整ということにつきましては，受胎調節の普及とが今後どうなって参りまする

か，またこれをどうすべきかというようなところに問題の要点があるのではなかろうかと考え

ておるのでございます。またもう一つの問題といたしましては，現在の日本の状況からいたし

まして，量における人口の増加ということがどうしても歓迎せられないという状況のもとにお

きまして，人口の質をいかようにしてよくして行くか。またその質ということも，これをどう

定義し，どの範囲に解釈するかといったようなことが，一つの質の問題として考えられなけれ

ばならない問題ではあるまいかと存ずる次第でございます。

突然の御指名でございまして，はなはだ不備でございますが，現在の人口状況の大体記憶に

ありますことだけを御報告申し上げた次第であります。

0永井（亨〉会長 l先ほど大事なことを申し落しましたが，この機会に補足しておきます。それ

は本委員会の特別委員会の名前でございますが，第二の人口の量的，質的調整ということは，

御承知のことだと思いますから御説明は加えません。第一の人口と生活水準に関する特別委員

会のことについて一応申し述べておきます。

従来いつでも人口問題を審議しまするときには，人口収容力と人口調整と，二つの部門にわ

けで今まで審議したのが例であります。この戦前の人口対策委員会でもみなそうであったので

あります。今回は生活水準ということに名前をかえたのはこういう理由であります。収容力と

いうと産業の構造とか，産業なり貿易の発展なり，そういう方面に限られるかのような感じが

いたしますので，今回は生活水準といたしまして，例えは社会保障の問題とか，’失業の問題と

とか，最低賃金の由題とれ’これらの問題もこの特別委員会で御審議を願うという意味で，広

く生活水準としたのでありますから，その点だけを補足して御説明申し上げます。

0西野入委員途中で失礼いたしますから，ちょっと申し上げておきます。私研究していただき

たいことが三つほJどございます。一つは今まで取上げられております人口問題凶，経済の立場

や医学の立場からFやっておいでになりますが， しかし民族の生命という大切な立場から申しま

すと，今日日本全国に網を用いておりまする人工避妊。それが国民の精神生活，道徳に一体ど

ういう影響を及ぼすか。それを研究しτいただ、きたい。人件パγのみによって生くることはで

きない。一つの民族民健全なる生命は結局道徳、問題で、ごさいまして，道徳問題前退歩しますれ

ば，いふに食糧がぱまし匂，いかに医学上健康な身体を持っておりましてU，その国民は

とうてい健全なる存在を保つζとはできないのであります。それですからその問題をもう少し
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く真剣に取上げなければ，私は問題の根本のことに触れておらないと思います。これをぜひや

っていただきたいということが一つ。

第二には今，舘先生からもお話がありましたように，一見して非常に経済的に行き詰ってお

ると申します。ですけれども，いつも民族はそうしたところにぶつかることが多いものであり

まして，そのときにそれを積極的に解決するか，消極的に解決するかによって，民族の運命は

さまるのです。経済的に行き詰っておるときも，私どもは努力すれば必ず道が聞かれて来るの

です。ここに賀川先生もおいでになりますが，日本圏内においてすらも，いまだ山林の経営に

よる農業の改善その他の方法によっても，十分に2倍にも 3倍にも暫加する可能性があるので

ありますから，それをもっと研究していただくということが第二，それから第三はもう少し世

界的に見て物を考える。世界の富と人口というものが違っておる。われわれは世界に向って輿

論を喚起することが必要であるが，あまりにもわれわれは自分の方だけを考えておって，世界

の立場から有識者に呼びかけない。世界の有識者はなぜ日本はもっとそれを強調しないかとい

うことを不思議に思っておる識者が相当ありますから，もう少しくそういう方面に働くという

こと。それからもうーっつけ加えたいことは生活水準の問題。生活水準というものを高くする

ということが非常にみなから望まれておりますが， しかしながらいわゆる生活水準を高くする

ということと，民族の健全なる生命を持続するということは，必ずしも両立しない。われわれ

は今のような貧乏国において生活水準を高くするということに重きをおいて人口問題を解決す

るのが，あるいはよしんば生活水準は低くなっても民族の健全なる発達を遂げるような方向に

進むべきか。高田保馬さんが『貧者必勝論』という本を書いておりますが，つまり生活程度を

高くして行く民族は結局敗れて行く。生活程度を低く保って，健全に発達して行く民族は勝ち

ます。支那の民族などはそれにあたります。ですから私はまだ非常に生産力の少い日本が生活

水準を高めるということは，はたしていいことか悪いことか，結局問題は日本の国民性，人生

観，世界観というものから行かなければ，その問題は解決しません。ですからこの問題はもう

少し精神的な方面の基礎を確立してからお進め願いたい。さもなければ問題の中心に触れるこ

とができなくて，日本の将来に対して人口政策を確立することは絶対に不可能ではないかとい

うことを私は憂えております。

たいへん失ネしいたしました。

。永井（亨〉会長ありがとうございました。

。永井（潜〕委員 ただいま西野入さんからお話がありましたが，私も大体において西野入さん

のお考えになっておることと違わない考えを抱いておる一人であります。今日の人口問題にい

かに対処するかということについて最も注意を引き，また実際において主力が注がれておるの

は，いかに数を減すかということにあるように思うのでありますが・これは経済的原因が最も

力あるように見られるのであります。この問題はむろん焦眉の急に迫られておるのでありまし

て，実際問題として非常に大切な意義を持っておることは申すまでもないのであります。人口
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，問題というようなまことに重大なる問題を論ずる・にあたっては，もう少し多角的ないろいろな

方面から思いをめぐらすことが必要であると私は思う。ことに道徳問題あるいは民族の生命と

いうようなことを考えますときにはよほどそういう点に，思いをいたしまして，ただ目前の焦眉

の問題じのみとらわれないという態度が必要pではなかろうかと私は思うのであります。一例を

？申しまするならば，こaの前もちょっと申し上げた次第でありますが，数を減すことにあまり急

なるがゆえに，質を忘れることがある一一ここには量と質の調整ということがあるので私は喜

んでおる次第でありますが，ややもすれば質をおろそかにするということが起りがちなのであ

ります。これはよほど考えなければならない問題であると思うのであります。私はそういう意

味において簡単に申し上げれば，もう少しょ人口問題の理念というものに対して，民衆の上に立

って正Lい教育が行めれなければならないと思う。どんな♂方策が立てられ，どんな法令が設け

られまじても之れが事実において浸透し七行きまするためには，基本の理念がきまり，そうし

ω で民衆の聞に浸透し，て行〈ということがなければ功を奏することができないと思います。私は

、そういう意味において，ただいま西野入さんが言われたようなことにもこの特別委員会の方々

が意をお用いなることを｝はなはだ大ざっぱな言い方ではありますけれども，希望いたしてお

きます。

。永井（亨〉会長賀川さん，いかがでございましょうか。御帰朝早々でありますが，世界を見

ていただきまして，日本の人口問題について特にこういう問題に着眼しろとか，こういう点を

住意せよとかいう御意見がありましたならば，伺いたいと思います。

0賀川委員私，南米をまわって参りましたが，ブラジルは北米合衆国を合せただけの面積があ

ってわすから300万二人しかおりませんので，日本人を非常に歓迎しております。ブラジルはお

もしろいところで，黒人種を非常に尊敬する。スペイジとポルトガノレがもとそロ γ コに占領さ

れまして， 600年間支配を受けたものですから十寸黒人というものは賢いものであるということ

を発見したものと見えまして，私びっくりしたのは，北米と違って南米の方は奴隷民族であっ

たセム系統の黒人を非常に尊敬する傾向があることで，おそらく将来はブラジノレあたりの人種

差別のないことが世界の指導権を握るので、はないかと思う。本年度2万7千家族迎えたい。そ

のうち 9千家族は日本人を入れたいというのだけれども，日本では知らない。ブラジル政府は

国費の 3%，州費の 3%，都費の 3%，計9%くらい入れてブラジルのアマゾγ地域を開拓し

ている。一一面積は日本の6倍もありながら，人口 100万くらいしかない一一それK日本の人

が協力してほしい，すぐ4千家族入ってほしいというけれども，その通り送る金がない。呼び

寄せ移民だったら幾らでも来てくれと言っている。メキシコはもう入れません。農地調整法が

完備Lて土地を全部わけてしまっているものだから，入る場合には私たちが行っても大体3千

’ベソ，日本金で30万円くらい積まぬと入国を許可してくれない。私は無理を言うて入れてもら

ったのですが，ベルーはだんだん減らす傾向にあるので一旦出ると日本人は入れません。南米

ではブラジルだけが入れます。今，日本人系統の人口が40万から45万と私は推定をしておりま
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すが，もう少Lすれば100.万になると思いますσ

ニ2 ーギニアは日本の5倍あって，人口わずか7,5万であ引ますから，方法をと，れば私はニユ

｛ギζエアに入れると思う。ーいろしiろくふろrLて私の友人スタレ示、．ジヨーズ氏と→緒じなって，

もう.12年も前から運動しているのですが，ォーストラ，リiプが反対lし℃おります。オランダも賛

ー成しイキ守リスも賛成し， J アメリカも賛成した。ことがにマヅカ｛サーもニユ｛ギニアに移民を送

ろう、じゃ芯いかどいうことに賛成してくれたのですけれども，残念ながら，日本のような強い

、国がオーストラリデの北日来られたのでは困るどいうのですσこれに反してアメリカtあたりは，

自本の人口があまり多いから，ぜ、ひひ主つ移民先をi見ウけてPあげようというので同情してくれ

るのであります。この前の運動は，実は9億ドルで、ニユ｛ギニア全部買おうという運動だ、った。

それをルーズグエノレ匹、が賛成L，イギリス政府も賛成ιオーストラリアも賛成したのに， 12年

前にオランダが反対ιためですー今度はオランダ政府が糞成し，またインドネシアも大体移民

を送るこ主日不賛成ではない。けれどもホーストラ与が反対した。これは全部買おうとしたか

ら悪いので、すが，ニユ｛ギニアは，御承知の通り．西半分がコヤラ＇／ ~~の領地で，今はインドネシ

ヤになっておりますが， I これをとうかしてひとつおだやかに聞いて行きたい。た正ええばヌイ

リピンのミシダナオを今から50年前にオートサシというう八が聞きま Lた。ミンダナオがみんな

こわくてフィリピン人が入らなかったのですが，日本人が入って聞いたために，一今で怯 400万

人くらい入っておる。間様にニューギニアを開いてほかの入が入れるようにしてあげたらいい

と思うのです。それには日本の平和政策が一番の条併でテ P 日本が再武装すれば商業移民，王業

移民，技術移民，農業移民，漁業移民， 5っとも全部とまります。私ばイギリスへ行ってぴ、っ

くりしたのは，人口があまりふえないのと長生きするものですから，老人ばかりになってしま

って何につけても元気がない。これは最近の去年あたりの出生率を日本とアメリカと比べれば

わかるーと思いますが， 日本の出生率が今1,000分の.23, Rメリιカが24, アメリカの出生率の

方が高いのです。それでもプメリカの方は中産階級は徹底して産児制限をやっておりますが，

日本の方が少し進んでおります。 JLかし一番産児制限がやかましく論ぜられ，書物のたくさん

出ているのはイギリスであります。イギリスは国家的な組織があって，こういう人口問題の研

究所は，全国に相談所を持って産児制限を奨励Lておりますが，反面，看護婦の数が足らなく

て， 1950年のごときは看護婦が1万5千足らぬといって困っちゃって，子供を生んだ者に対し

ては住宅費を別にくれるのであります。スウェーデンも，デンマ｛タも，ノルウエーも人口の

増加率の低下に困っておりますが，一番困っておるのはフラγスであります。フランスは手供

を4人以上生めば全部大学校までやるという懸賞まで出してやっており’ますが，r最近やや上っ

て来ましたけれども，なかなかうまく行きません。’スウェーデンも，デシマ円クも困っており

ますが，ノルウエーあたりは絶対人口が減って来る傾向が顕著でありますから，一番困ってお

！ります。出生率がL000分の17くらいになってアメリカを下まわるようになって来ると，よほ

ど気をつけぬと日本も看護婦が足らなくなり，養老院行きばかりふえちゃって困るlので、はない
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かと思います。それでブラジルへ行ってびっくりしたのは，精神運動ということが随分盛んで

ありまして，犯罪率が減って刑務所へ行く人は1年間に8千人。 日本は一昨年刑務所へ行った

ものだけで一一有罪になったものだけで8,300万に対して77万人。ブラジルは5,300万に対し

て， たった 8千人です。南米がこれほど精神運動が盛んであるということは知らなかったので

すが， アメリカよりも犯罪率が少いので， アメリカもびっくりしている。この点は精神的運動

が盛んなためもありましょうが，私は優生保護法による悪い分子は排除することは賛成だけれ

ども，産調運動があまり中産階級へ徹底してしまって， グレシヤムの法則のように悪貨幣が良

貨幣を追放するようになったら，

申し上げます。

日本民族はえらいことになると心配しているのです。以上，

0永井（亨〕会長 委員を承諾された方々の中に政界人も随分おいでになったのでありますが，

議会のために御出席ができません占また財界人も多数おいでになりますが，いろいろの御都合

でいずれも御出席できませんので， まことに相済みませんが，財界人の方から，御出席の唯一

のお方であります池田さんから， ひとつ御意見と申しますか，何かこういう問題を審議したら

よかろうという御提案を願いたいと思うのですが，いかがでしょうか。

0池田委員 御指名でございますけれども，私あまり研究をいた lしませんので何とも申訳ござい

ません。ただいまのお話は研究課題について何か注文がないかということでございますか。

0永井（亨〉会長 かたがた御意見を承りますれば， 自然それが課題になるでしょうからどうぞ

……。あらためて課題ということでなくともこの機会に御意見を承りますれば，

して整理しますときに非常に参考になるのではないかと思います。

あとで課題に

0池田委員 先ほどからのお話， みなごもっともなお話ばかりでありまして， どれもこれも特別

委員会で十分デイスカ vスしていただいて，案がおできになることと存じまするが，拝聴して

おりますと人口問題に熱心なお方が多いといいますか，少し一方に偏すると申しますか，減ら

す方は何でも急激に減らさなければ国がつぶれるように言われますし， またそうじゃない方の

1御意見によると，産児制限なんかやっていると日本の国がつぶれてしまうぞというようにも伺

えますので， それではどこに……。物事はやはり実朝の歌で「ときにより過ぐればために嘆き

あり八大明王雨やめたまえ」で， どうしても雨は降らなければなりませんが， このごろの九州

のように降つては困りますので，何かその辺が一番目本の国家の見地から，人口政策の見地か

らこういうところへ人口を持って行くのか，今の道徳問題を考えても， 日本の民族の将来を考

えても， またさしあたりの経済問題を考えても， どの辺に持って行くかという，適度のところ

へ持って行くところに中庸の道の発見していただくことが，特別委員会の皆さん方で十分お考

えいただけるだろうと思います。先ほどお話がありましたように，生活水準を高めることが国

を亡ぼすもとだというふうなお考えもごもっともであります。それはぜいたくをしておる金持

からりっぱなものができるのではないのでありまして， これは「難難汝を玉にす」であります

から， やはり顛苦のうちにあってもいいことはあるのでございますけれども，
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その顛苦も程度

の問題でありまして，食うものがなくてはしょうがないのであります。私ども簡単に考えまし

ても， どこへどの程度それを持って行くことが中庸の道かということを考えていただきまして，

御提案願えればたいへんけっこうだと思います。はなはだ抽象的でございますが……。

。永井（亨〉会長 美濃口さん，多年あなたは人口問題の研究に没頭されておいでになられます

が，最近の御感想から推して， こういう問題に力を入れて研究されたいといラ御意見がありま

したら， ひとつお伺いしたいと思います。

0美濃口委員 ただいまいろいろな方から御意見がございましたが，私は先ほどの産児制限の間

題がいいか悪いかという問題について，確かに今のお話のように， ヨーロツパと日本とは人口

の問題について対照的な立場にあるd私はこのころ人口問題は三つの段階があると思います。

一つは今のシナとか東亜地帯のように死んでしまったり栄養不良になる。 l そういう人口問題が

一つあると思うのです己また明治以来これが解決したわれわれ日本のような，人口がまだふえ

る段階のときには，資本の不足ということが大きな問題になる。生産力の不足という問題があ

るのですが， それが今ヨ｛ロツパの段階へ来て，先ほどお話のように人口が老齢化しますと，

非常にぜいたくになる。そのためにヨーロツパでは日本と反対にいかにして数をふやすかとい

うことが重大な人口問題になっております。問題はそのときそのときにかえて行かなければな

らない。こういう点を考えますと， 一概にふやすのがいい，無条件にいいとは言えない。やは

り今のお話のように産児制限の問題もその場合々々において考えなければならないと思います。

今日の生活水準といいますか，生活の困難な問題， そういう問題について私の意見を申し上げ

ますと，先ほど生活水準を高めると確かに悪くなるというお話がありましたが， この生活水準

の高め方に二つあると思う。一つは日本の中にまだ残っておりまするいわゆる封建思想から，

ただむやみにぜいたくをして大名暮しをすることが生活程度を高めることになっておる。 しか

しそうではなくて，今日のアメリカなどもそうでありますが， ぜいたくというよりは生産力を

高めるために生活水準を高めるのです。たとえば， よく話がますけれども，かつてドイツ人が

アメリカへ行っても， あの物すごい栄養をとっておる労働者にはとてもかなわないというので，

1年もたつと参って帰ってしまう。 日本人は確かにアメリカ人に比べて栄養においても， i 能率

においても非常に落ちておる。そういう点においてただ貧乏すればそれでいいというのではな

い。ぜいたくをするということでもない。生産力を培養するために生活水準というものを高め

なければならない。こういうわけで生活水準を高めるということは，いい意味において絶対に

必要だと思う。今度の戦争でも単純な大和魂だけではやはり何にもならないということがよく

わかった。精神が悪いと言われたアメリカ人の方がはるかに精神においてもたくましいし，

た実力があったからこそ， われわれは負けたのであります。今までのわが国のように， 困苦欠

乏に耐えてただ貧乏さえすればいいという考え方は， ある意味では古い考え方ではないかと思

います。これからはやはり生活水準を高めて行くということにならなければならぬ。そういう

意味から先ほど舘さんから大口問題にづいてお話がありましたように，今日の日本の生活水準
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は戦前に比べて非常に落ちてlおる。まだ回復Lていない。その一番大きな原因は，私は国際貿

易がな‘くなったというニとだと思う。それは国際経済の混乱から起っている。世界経済が同時

に政治的なものによっ之一層混乱して，まったく貿易がで、きなくなっておる。：：ういう大きな

外部からの制約があることを日本人はまだよく理解していないのです。貿易とわうものはただ

物を交換する支！らいにじか考えない。われわれの生活をよくして行去というこ’とは，大きな貿

易がなかったら，生活水準が大正9年の状態にもどってじまったということを示じておる。；貿

易lというものが非常に大きな部分を占めておる。それがわれわれは大いに関係しでおると思全。

ただ外国と物を交換するためにやるのではなく：大量生産によって非常に生産性が高まります。

すなわち生活水準が高まるのであります。この間，ある自動車会社を見たのですが，日本の自

！動車はギヤをつくりますために速度の早いのをやると生産過剰になってしまうので，わざわざ

のろいやつをやる。これはやはり市場が小さいというこ？とが日本の生産性を低fLτおる。そ

ういう点からも私は生活水準の問題についても国際貿易関係が非常に大きな問題であると思い

ます0, それにとり合せまして圏内の閉発がどこまでできるかという問題，これは結局資本の蓄

積がどこまでできるかということです。土地があると山、つでも，なぜ土地があるのに耕さない

かといえば，やはり資本が不足だからです。その資本の蓄積ということ自体がまた国際貿易に

関連がある。国際貿易がないから国内だけでやろうというのでなく、て，やはり関連した問題が

あると思います。そういう点をよく関連させて考えなければならぬ。ことに東亜の市場を考え

ることが必要だ。圏内的な問題ももちろんありますけれども，やはり国際的な問題の方がー層

決定的な大きな問題ですからiそういう点をぜひ考えてもらいたいとd思hます0 ' 

O永井〈亨）会長北岡さん，先ほど西野λさん，美濃口さんなどからお話がございましたが，

ひとつこういう点に主力を注いだらよからうということの御提案をあなたから対照的に伺いた

と思います。

0北岡委員 意見があまり多過ぎるのですが……，特別委員会がありますから，特別委員会で申

しましょう。

O永井（亨〉会長 あなたの説は天下公知の事実ですから……。

0北問委員意見があまり多いので御迷惑になってもなんだし，美濃口さんと議論をやり出じて

も，美濃口さんも決して黙っておりませんでLょうから，特別委員会の席上でやります。

0永井〈亨〉会長 南さん，しばらく北海道の方へいらっしゃっておりまして，こちらへお帰り

になっての御着限もあることだと思ャますが，専門家としての御意見を聞かしでいただきたい

と思います。

0南委員 ただいま御指名がございました南でございます。じば伝く北海道におったというお話

がございましたが， しばらえどころかあまり長くおり過ぎまじて，、このごろようやくこちdらへ

帰りましたわけなんです。いろいろお話を伺いまして犬いに啓発され，ここにも，あそこに’も

問題がある必だなということをいまさらのごと乙ぐに感じるわげであります。そういった諸問題
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につきまして，私も私なりでいろいろ考えるところもありますけれども，そういうことを申し

上げるよりも，実はさっきからこれをどういうふうに調整されて行〈のだろうかという疑点が

一つ起っておりますのでそのことだけをちょっと申し上げさせていただきたいと思います。

そは小委員会が二つにわかれまして，同時に併立的に集合じ実行く建前であり ιますが，第二

の委員会の方は大体軌道が明らかであると思うのウですが， しかし第一の委員会の方出・ひょっ

としますと結論を得られないというふうな場面に至るのじゃないかと思うのでありまして，そ

ういう場合に第二の委員会の進行方向というものは，それ自体の考えのままにお進みになるの

かどうか。言いかえますれば第一委員会の結論をまたないで御進行になるのであるか。それと

も第一委員の結論とからみ合せながら進行されて行ぐのであるか。そこに問題が残されておる

！のじゃないかと思うの7であります。なぜそういうことを申し上げるかといいますと，結局第一

委員会の問題は人口と生活水準になうていますが，生活水準の問題は時代の推移とともに→つ

の国民として生活水準が高まって行くニとは，必然的なものもむろんございますが，こういう

委員会の内部でどういう生活水準を適切と考えるかという判断は，客観的にはできがたいのじ

ゃないかという懸念がご、ざいます。与えられた人口の存在rします余地が，限定されております

ならば，結局こっの道のどっちかをとるよりほかない。その二つの道というのも結局高き生活

水準プラス適度なる，ないし少き人口。それとまた低き生活水準に甘んずるとするならばプラ

ヌより大なる人口，その二つの道のほかに考えることができないわけなんです。それならば日

本という国からいたしまして，第一の道を選ぶべきか，第二の道を選ぶかということは，これ

は容易にその結論を下し得ない。おそらく最後の判定は民主社会においては個人の決断以外に

はなかろうと思っておるのであります。そういたしますと，第一委員会の結論というものは，

これは最も議論が堆積されまして，遂に政策的な結論が得られないという心配もあるわけです。

そういた lしますと，第一委員会の結論が得られないうちに第三委員会で人口を調節しろという

ふうなことになったら，これは委員会と Lては全体としてどう調整されるのであろうかと，私

非常に心配いたしている次第であります。まあそのほかデテールスの問題につきま Lても，意

一見を十分に述べさせていただきたいと思いますけれども，さしあたりかような疑点がありまし

たので申じ上げたのでございます。

なお先ほど申し上げましたように，！これからこちらへ参りましたし，いろいろの機会に皆様

方にお世話になるかと思いますが，よろしくお願いいたします。

0永井（亨〉会長 あなたのお話の疑点じついて私から申し上げておきたいことは，議題により

ましては，つまりその結論によりまじては，第一，第二の連合委員会lをつくっていただしそ

こで御協議を願って結論を出すようにして，片一方の委員会の知らない聞に，一方だけが結論

を出すということのないように連絡をはかつて行しごとに私自身は両方の委員会に出席いた

しましてiいつも連絡の任に当るつもりでありますから，万々遺憾のないように連絡をよく・と

って参りますから，そういう御心配のないように心掛けます。
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II 日本の移民政策そのものは移民奨励じゃなかった。若干奨励に入った大正の 7,

8年ごろに，いわゆる失業対策として取上げられた当時は，すでに世界的の不況であった。そ

の世界の不況は南米でも決して好景気を持続させなかったので，人口の収容力が一時低下し，

人口増加ということを喜ばなかった。少くとも政治家としては，いわゆる自国の労働者に対す

から言うと，
あなたは移民の方の協会を

ただいま御指名がありましたので申さしていただきます。

鳥谷さんいかがですか，今賀川さんからのお話がありましたが，

そういう点について御意見を…代表しておられるのですが，

0鳥谷委員

ただいま賀川先生がお話になられましたが，私自身いろいろ情報を集南米に関する情勢は，
そこへ日本がいきなり従来の抑止政策を

ブラジルなどは移民制

限法案を出したりして，従来の日本のへまなやり方に対して反動的な政策をとったb しかし日

これを制限したいという空気があった。

奨励政策にかえたものですから，相手国に対して非常な刺戟を与えた。

る関係から，
まったくその通りでございます。

パラグアイが非常に日本に移民を送ってくれと

こういうふうに積極的な申出があるのです。ただパラグアイについては， 日

ボリヴイア，若干つけ加えて申しますれば，

いって来ておる。

めておりますが，

ー
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ボリヴイア，

コロンピア一一コロンピアはその当時でも10万人の日本人を入れたいという希望が民間的には

本はブラジルだけを相手と Lて，他国を相手としなかった。お隣のパラグアイ，
これは本年度一応計画

として載せられたのですが，費用の点で大蔵省から削れという話があって削られるような運命

本政府も取上げかかかったのですが，先ほどお話がありましたように，

それを日本の政府が取上げないで，動いていた。向うの政府から日本の民間にも動いて来た。
ボリグイアの方は，全然今のところ日本の政府では問題にしておりません。になっております。

コロ γピアには試験移民を送るこれ一点張りで進んで，ブラジルを最初に取上げた関係から，

ことさえ鶴賭した。
これは賀川先生おそらく御承知としかしこれは日本としては非常に手抜かりだと思うのです。

こういうところは非常に肥えたコチヤバンバ，、思いますが，従来ボリグイアのサンタクルス，
まったく移民政策の誤謬から来ていると私このように日本の移民がかつて出なかったのは，

ここに南ところが昨年末，ところでありますが，交通が不便なため放擁されておったのです。
どもとしては考えております。その誤謬に基く実績によって将来の移民の数を推定するという

、米の横断鉄道が通り，連絡もうまくつくようになりましたので，今では非常に便利になってお

ります。現にドイツあたりはここに入植しようというので，技師を派遣して調査ができており
日本の新しでありますから，私お願いしたいのは，のは，私は根本的に間違っていると思う。

日本の人口としてはどのくらいの移民の数が出せるかという問題むい移民の条件を加味して，
ところが日本はそれに対して全然手を触れないで，向うにおる在留同胞が私に，後手をます。

すくて100万人日本の人口が100万人増加すれば，もう一つは，ひとつ検討していただきたい。
引いたら困るということをいって来ておりますが臼本政府として取上げていないことは，はな

' はだ残念なニとであります。
これについてはこういう

ジヤワで1936年に学者が人口を調べ，増加のぐあいを調べたことがあるの

それが西暦2000年くらいに

こういうところに出せば人口問題の援和に役立つだろうというのでいろい

どうしたら。これは解決できるかというの

セレベスとか，先ほどお話がありましたような

こういう意見がありますが，

です。そのときジヤワの人口は 4,500百万ばかりあったのですが，

これは大問題だ，

ボルネオとか，

出さなければ人口問題の解決にならぬ，

なると 1億になるといわれていた。

で，外領に一一ースマトラとか，

いい例があります。

ニューギ、ニアとか，

それ

おける移民政策というものは，私から言いますると，移民政策ではなかった。まったく日本で

は，少くとも明治初年から大正の 7,

ことに戦前に

8年ごろまでの移民政策というものは，移民抑圧政策と

いうか，移民抑止政策一一移民を出さないように力を入れる政策が移民政策であった。たとえ

i 従来，移民は人口問題の解決に何ら役に立たないという意見を出される向きが多いが，

というのは日本の今までの，はある意味からいうと若干ほんとうかもしれない。

どのくらいの数を出したらよかろうかーーその当時のジヤワの人口増殖率はろ研究してみた。
これがかわって移民保護法になって明治27年に実施されたのですが，これ

この移民保護規則のため

ば，移民保護規則，

は保護という名前ですが，内容は何かというと全部取締り規定です。
日本の議論でいうと， 60万人の増殖ならば60万人出さなければいかぬ

ジヤワの学者が現在の条件がかわらないとして推定した結果

大体年60万人であった。

という議論が出そうなのですが，
せっかく日本人が南米とか南洋とかにいろいろ連絡をつけて，移民が実行できそうな段階

になると，いつも外務省が許可を渋る。
によると，大体24万人くらい出せばジヤワの人口は西暦2000年になってもかわりはないという

その渋るのも机上論で渋っておるのであって，現状を

これはどなたも御承知の通り， 1 一のです。それはどういうわけかというと，移民に出るのは，
日本調査した結果いかぬとか，いいとかいうのでなく，単なる机上的な議論一一一皮むくと，

番人口増殖率の高い層が出るのですから，赤ん坊が100万人ふえるのと，血気盛りの青年層が

24万出るのとは，人口増殖率の変化ということからいうと大体そのくらいが相当だという意見

明治の初年には現実人がうっかりそんなところに入るととんでもないひどい目に合弘実際，

やらなければ安全じゃひどい自に合うとたいへんだから，F にそういうこともあったのですが，

それに基いていろいろの移民政策が立てられ，実行されが学者の間の研究から一応出まして，
こういうことから移民を出さない方に保護規規が使われないか，問題が起きないじゃないか，

120万人人口がふえるかたのです。そういうようなことから日本が一概に 100万人あるいは，
こうい日本の移民は戦前の自由Kゃったときでもせいぜい 2万何がしだった。た。その結果，

ら， 100万人， 120万人を移民として出さなければ移民としての価値がないという議論をなすよ

これだけの人口の増殖率があったらどのくちいまで移民として出せ
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りは，逆に日本としては，

まことに笑止だとおっしゃいますが，私ども

もう少しそこを深くっつ込んでもらいたい。私ども
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う少い数を人口問題の対策の数と考えることは，

移民運動をやっておる者から言いますと，



るかという，そういう計算もひとつしていただきたい。というのは，私どもの観点から言うと，

第二次大戦以後の世界の情勢は一つの新しい意味での人類の国際移動時代を招来する。そうい

うことの萌芽が出ていると見ていいと思います。アメリカ大陸が発見されまして，ヨーロツパ

の人類がアメリカへ，多いときには1年に 100万も移った時期もあったわけですが，そういう

時期が，このあと10年後か， 20年後かそれは知りませんが，第二次大戦を契機として起りつつ

ある。そういうことを私どもは予想しているわけですが，その場合に日本がどのくらいの限度

まで出せるか。その出せる最高限度を一応計算しておかないと，国際会議その他において，日

本人が世界の未開発地め開発に協力するという場合にも出せる人数というものがわからない。

今抽象的に幾らでも出せる，こういう激論を簡単にやっておりますが，これは非常に危険だと

思っております。

こういうような問題をぜひ私第二分科会ですか，その方で取上げていただきたい，こう思っ

ております。

。永井（亨〉会長大体人口問題の見地から移民政策を確立してもらいたいという御提案でござ

いますね。ありがとうございました。きょうはお医者様の方がたいへん少いのですが，福田さ

ん，医学者の立場からあなたの御意見を伺わせていただきたいと思います。

。福田委員御指名をいただきまして恐れ入ります。この生活水準に関係いたしましての特別委

員会と，ぞれから人口の量的，質的調整の特別委員会との関連のお話が，先ほど南先生から御

指摘になったのでありますが，私どもよくわかりませんが，わかりませんなりにもこの二つの

委員会の課題の関連性は相当深いように心得るのでございます。生活水準の問題と，量的，質

的調整の基礎的心構えとが密接に関連しておりますので，第二の委員会に私お入れをいただい

ておるのでございまするが，量的，質的調整を行います場合にも，生活水準の点を現在の状態

あるいは将来なるべき姿というようなことに照らして，第一委員会の方の御意見を承りつつ，

忌考えなり，調査なりを進めて行きたいと考えております。これは昨年高冷地の開拓部落の現在

の生活水準を調査いたしまして，そこで健康な生活がはたして営まれているかどうかというこ

とを見ました。その報告の別刷を今日持って参っておりますから，何かの興味がございました

ようでしたら’御披見を願いまじていろいろ御教示を戴きたいと存じます。高冷地の調査の結

果は適当な方法をもってすれば，若干の収容力を増し得るということでございまして，数値を

入れて計算しますと，未開拓地の人口収容力の大体の数字が，実証的な調査からも計算ができ

あように考えております。

。永井〈亨〕会長本日は多年人口行政を御担当になったお三方もお見えになっておりますから

一一武井さん，小林さん，新居さんがいらっLゃいますから，新居さんからひとつ行政面の多

年の御体験から，こういう問題を忘れないで審議しろというようなことを，ひとつ御意見を伺

わせていただきたいと思います。

0新居委員御指名の新居でございます。実は私昭和l3年から約3年間厚生省の社会局長として，
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その当時ここにおいでになります会長その他から人口問題を教わったのでございますが，弟子

が先生の前で申し上げるのははなはだおこがましい。かつその上に追放を受けまして， しばら

くこういう問題から離れておりまして，今回初めて出て来いというので出て参りまして，新し

く勉強させていただ、きたいと思うのでありまして，ポイントが全然わからないと言ってもいい

状態であゆます。しかし私は当時 lを振り返りまして，人口問題研窓会が民間の各界の方々が非

常に熱心にわが国の人口問題を，犠牲的態度をもって研究し，努力しておったにもかかわらず，

国家としてこれに対してはなはだ関心がないと言っていいくらい薄かったということを想起い

たしまして，行政面におきまして，はなはだ欠けているところがあると，こういうふうに考え

たのでありますが，当時人口問題研究会におきましても，国家においてこの方の機関を設くべ

しという意見もありました。私その方面におきま Lて，ここにおいでになる舘君が非常によく

材料を整え，働いてくれまして，私はただその示すままに無我夢中で，人口問題研究所の予算

をようやく 8万何がしというものを，最後の二晩徹夜いたしましてとって参りました。それで

大蔵省では，一体人口問題というものは厚生省の所管かどうかというととから問題にして，社

会局の所管であるかということまで詰聞をされました。私は所管はどこでもいいのだ。国家の

ために必要であるからこの予算が欲しい。後にもし所管を違えてやった方がいいという結論に

なるならば，そっちへ持って行って一向さしっかえさいから，予算だけはひとつ認めてくれと

いうことを言って帰りまして，所管課長にも「こう言って来たから，予算が成立して，もレ法

制局あたりでほかの所管になったら，いさまよく譲り渡すように」ということを言うて，認め

てもらったのであります。そういう事から考えますと，今，永井先生から行政面からというこ

とを言いますと，この人口問題というものは行政の各機関一一省がかわり，課はかわっておっ

ても，ほんとうに国家本位に考えるという熱意を起させるということは，行政の根本において

私は心すべきことではないかと，こういうふうに思うのであります。ただいまお伺いいたして

おりましでも，この問題に対しましては，先ほど舘さんのお話のように，各産業に関する省，

また移民といたしまして外務省など，各省を網羅して，これに熱意を示すことが一一一学者の意

見としてならばよろしゅうございますが，いやしくも政策ということを立てる以上は必要じゃ

引いかということを痛感するのであります。

またいま一つは，内容的には当時日本の人口が非常に少いので，いかにこれをふやしたらい

いかということろにずいぶん重点が置かれ，また当時は朝鮮人との問題というものもあります

し，また当時におきましでは捕虜までも日本人とじて使ったらいいじゃないかという議論まで

されたのでありますが，その転換ということもすで、に十分解決がついているのかもしれません

が，当時そういうふうなことにひたった時代を考えますと，よほど国民にそこのところをよく

知らせなければならぬというふうに考えるのでありまして，これは各省，これに関係する人の

熱意と協力ということを強〈要望するとともK，先ほど永井先生でLたか，おっしゃいました

ように，この入口問題というものの重要性と，内容というものをよく国民に理解してもらうと
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、いうことが必要ではないか。従って私ちょっと思いつくのでありますが，l この委員会におきま

して結論を得られても，結論だけを発表なさらじに，国民の中にはやはり批判の余地を残すと

いうことも必要と思うのでありまして，それに対する反対意見i反対政策というものまでも発

表していただいて，それに対してこういう理由で結論の方がいし、のだというところまでも広く

国民に理解させるということが，ほんとうにこの入口問題を政策として遂行する上においては，

必要じゃないかというふうに思うのであ lります。突然で意ち尽しませんが，心に浮ぶままを申

し上げたのであります。

0永井（亨〉会長 だんだん時刻が移りましたが，今日は特別委員長をお願した山中さんはやむ

を得ない用事で途中御帰りになっておりますが，寺尾さんが御出席になっておりますから，人

口の調整に対する方面を御担任くださることにお願いし、たLました，寺尾さんから，どうぞ御

抱負の一端を伺わせていただきたいと思います。

0寺尾委員 寺尾でございます。先日この特別委員会の委員になれと！いうお話を承りまして，そ

の後何か委員長として仕事をしろという御命令でございます。私はどうもほかにいろいろ用事

！もございまするし，自分の力はとても及ばないと思いまして，他に適当な方をお選び願いたい

という二とを申し上げたつもりでございまするが，お聞き届けがなくていつのまにか御指名を

受けたような次第でありまして，まことに恐縮しておる次第であります。実は私もこの前の21

年のときの新人口政策の基本方針に関する件，これをつくるときの委員の1名ιいたしまして，

私，考えておったことでありまするが，どうもこのときの建議は失敗ではなかったかと絶えず

反省をいたしておったのであります。さっきから皆様のお話を伺っても，人口問題の規模がい

かに大きいものであるか，またそれに対していかにいろいろのお互いに相反撰するような意見

が多いのであるかということをこれはあらためて痛感する次第でございます。私たちが委員会

をつくって何か結論を得ょうとするような場合に，何か問題を重点的につかみませんと，実は

この前の建議をあらためてお読みなおし願えればおわかりだと思いまするが，一体何をここで

主張しようとしたか。重点がすっかりぼけてしまって，はなはだ力の弱い建議に終ったと私考

えております。この前者の轍を踏まないように， もっと迫力のある結論にまで持って行くのが，

今回の委員会の義務ではないかと思うのであります。それにつきまして，たとえばさっき南さ

んのおっしゃったように，二つの部会が意見が一致しなかった場合にはとうかという御心配，

これはまさにその通りでありまして，お互いにどういうふうに歩み寄るか，ずいぶんこれは困

難な問題だろうと思います。そういうことを考えまして，特に問題のとらえ方というものに注

意を払わなくちゃならないのじゃないかと考えております。南さんもさっきおっしゃいました

ように，人口と生活水準の問題という題になって参りますると，だんだんせんじつめて行けば，

最後に二つ，これだけの道しかない。それは高い生活水準と少い人民あるいはそれの逆，も

しそういうところまで問題を取上げてしまいますると，おそらく抜き差Lのならぬさっきもお

っしゃった通り結論の出ないような問題になって来ると思います。そういう場合に私は，たと
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えばさっき舘さんからお話のように，少くとも今後20年間，毎年々々必ず100万近い生産年令

人口がふえて行く。こういったことはもう事実でありますから，そういうものを一体どうする

のかというような問題に，たとえばそこに主眼を置くということになれば，人口は増加，ある

いは減少，そういうことはその場合に直接入って来ない。ただ生産年令人口がふえるというこ

と，それを前提として，たとえばそれにいかにエンプロイメントを与えるか。あるいはそれが

与えられない場合に，いかなる社会保障制度がいいかという問題がここで取上げられて来るだ

ろうと思います。そうすればさっきおしゃったような，そういうむずかしい問題は必ずしも起

らないで、も済むのじゃないかと思います。結局問題のとらえ方はそこをよほど上手にしません

と，二つの部会の聞の調節があるいは全然不可能になるかもしれませんし，あるいはちぐはぐ

な結論になってしまうかもしれない。実はこの前の建議がこのこつの部会であまり意思の疎通

がなかったために，こういうことになったのではないかと思われるのであります。二の前の建

議なんかは，実は卒直に申せば初めには人口が過剰であるから，これをチェック Lなければな

らぬというところから始まって，実際に建議をされたことは，一番の重点は死亡率をいかに減

らすかというところに行ってしまった。その一つ一つはみなもっともなんでありますが，やは

り全体と Lてのまとまりということを考えませんと，何にもならないということになる。今度

の委員会ではその点だけはぜひお互いに意見を十分に吐露して，意思の疎通をはかりながらや

って行くということが必要なんじゃないかと思います。この前のことから今度の委員会があら

ゆる問題をあまりに多角的に取上げ過ぎてしまいますと，私は論議はいかにしてもいい，たく

さんしなくちゃならぬと思いますが，それを万べんなく総花的に取入れるような建議は避けた

方がいいのではないかというふうに考えております。これは皆さんの御意見を待つよりほかな

いと思いますが，それだけ申し上げておきます。

0永井（亨〉会長 ありがとうございました。だんだん時刻が移りますから，今日はこれだけに

しておきまして， もう一回総会を聞きますから，そのときになお御意見を承ることにいた Lま

す。

この機会に申し上げますが，この三和銀行の支店は私ども研究会の取引銀行であります。そ

の縁故からこのきれいな部屋を無償で提供してもらったのでありますから，総会はここで聞き

ます。特別委員会の方は研究所の所長室を一一外務省がありまする日産ピルでありますが，あ

そこの研究所の所長室で聞くことにいたします。その都度御案内をいたしまするが，あらかじ

め御了承を願っておきます。

まことに長い時間お忙しいところをいろいろ御意見を聞かしていただきましたが，これで何

とかこの次までには皆さん方の御意見を綜合して，その審議の原案をつくって提出をいたしま

すから，どうぞ御了承願います。

ありがとうございました。

午後3時42分散会。
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Vil 新生活運動の展開と活動

1 経 定車

唱和26年日本が独立するや，日本も独立国家として建設に遭進しなければならなかった。当時

各企業は如何に戦後の建て直しを行うために経営を如何にしたらよいか経営首脳人は頭を悩めて

いた。

財界が進駐軍の指令で解体されつつあった時にドレイパー視察団が訪れ，事情を聞いて財閥の

完全破壊は免れた。この人は人口問題にも熱心で後，数回日本を訪れ，日本及びアジアの人口問

題，特に家族計画を中心にして協力してくれた人である。

当時，各大企業は厚生課という組織を持っていた。この課は戦時中，労働者のために食糧，物

資などを買い集めて自社の労働社員に補給して労働力の維持に努めていた。しかし戦後になると，

最早，このような買いあさり，また労働力維持のために走り廻る必要がなくなったので，会社は

こうした厚生課を整理廃止しようとしていた。しかし厚生課社員ば何か戦後でも厚生課として為

すべき仕事がある筈だ。とにかく厚生課をつぶさない有益な仕事を新しく設定する必要に迫られ

たようである。そこで厚生省という役所がある以上，何か会社の厚生課で出来るものはないかと，

当時，日本鋼管株式会社の厚生課の社員が厚生省の多分官房総務課と思うが御伺いに行ったよう

である。

ところが厚生省は御役所の仕事で相談に乗れず誰か職員が， 「それなら人口問題研究所の篠崎

の処へ行け」と言ったらしい。

当時，戦時の「生めよふやせよ」ではどうにもならぬということで、篠崎が思い切って産児調節

の実態調査を行ない天下に公表していた時でもあったので厚生省の役人が人口問題研究所を紹介

したものと察せられる。

そこで調査部第四科長をしていた篠崎との相談になり，篠崎は今までの流れでは日本再建は困

難と断じ，先ず多産多死的現象の転回を策していた時なので，新生活運動として第一に家族計画

運動を展開すること，第二に月給生活者てをあ.t大企業のサラリ｛マンであるから，その収入内で

生活設計を行うニとを提案し，色々な資料を渡した。

これがきっかけとなって日本鋼管は労務担当の重役と話しがまとまり，J日本鋼管会社は人口問

題研究所の篠崎及び青木を呼んで講演会を聞くことになった。昭和26年， 27年， 28年と予備調査，

及ぴ運動を会社の社宅を中心にして 3年間家族計画運動を指導しtいたが，これが思わぬ大成功

を収めた。かくして日本鋼管は，これを全社的にやることを決意するに到ったのである。

こうした事例が出来ると他の大企業会社の厚生課も新しい仕事の活路を求めて，次かあ次へと

新生活運動を始めるに到り，人口問題研究会も正式に事業としてこれを推進せしめるこ主になっ
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た。

そこで人口問題研究会は昭和29年7月新生活指導委員会を設置して，この運動を展開す吾こと

になったが，趣旨運営及び委員などは次の如くである。

本運動は百社100万人の動員参加を目標にして関東，関西の経営団体を口説き，以後犬企業；の

新しい運動事業になった。この中で最も大きな運動体は国鉄であり，日本通運であり，また九，＇ fl'[,

北海道の炭砿であり，私鉄，造船， トヨダ自動車・東芝など多くの企業体が人口問題研究会と連

携して本運動を進めるに到っている。昭和29年当時の新生活指導委員会の設置要綱及委員名簿は

次の如くである。

2 財団法人人口問題研究会新生活指導委員会設置要綱

1. 趣旨

（昭和29年7月30日）

昭和37年 3月26日 4.組織第1項一部改正

わが国が当面するきびしい人口問題を解決に導く根本は周民各自が真にこれに適合する近代的，

道徳的，合理的，計画的な日常生活を営むにある。

国民生活の現状をかえりみれば，人口対策の見地からこのようにその生活を指導することが，

人口対策徹底の根本的要件で、あり，国民生活を通じて人口問題の解決を促進する基礎である現下

喫緊の要務といわなければならない。

ここにかんがみ，本会は学識経験者を集めて新生活指導委員会を設け，人口対策の見地から生

活指導に関する諸般の重要事項を審議検討し，職域的，地域的生活指導運動の基礎に役立てよう

とするものである。

2. 名称

本委員会はこれを財団法人人口問題研究会新生活指導委員会と称する。

3. 目 的

本委員会は人口対策の見地から生活指導に関する重要な事項を審議し，この種の職域的，地域

的生活指導運動を国民的に展開し，関係諸機関および諸団体との連絡協調を保ちながら， k口問

題解決の根本に資することを目的とずる。

4. 組 織

(1）本会顧問，役員およびその他の学識経験者100名以内を委員とし，本会理事会の承認を経

て理事長これを委嘱する。

(Z) 本委員会の会長は本会理事長とする。

(3) 必要ある場合には本委員会の決議によって小委員会を置くことができる。

小委員会の委員長は委員会の承認を得で会長これを委嘱する。＼

(4）本委員会に幹事若干名を置く。 、7
1
J
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幹事は財団法人人口問題研究会幹事がこれに当る。ただし，必要ある場合には，本委員会
力日 藤 シヅェ 参議院議員

会長は別に幹事を委嘱する乙とができる。
木 村 忠二郎 日本社会事業大学学長

5. 運 営
喜 多 尚 日本ピクタ一人事第二部長

(l) 本委員会の審議事項は本委員会の議決によってこれを定める。
;ft 岡 害 逸 国学院大学教授経博

ω 本委員会は実践的事項を定めてこれを審議する。
木 山 茂 彦 常磐炭砿常務取締役

〈号）本委員会において特定の事項について審議を終えたときはこれを決議として本会に報告す
駒 田 ゑ し、 国立公衆衛生院佳宅衛生室長

る。
牧 正 幸 日産自動車取締役

この決議の処理は重要なる事項については本会理事会の議決によって定める。
古 屋 芳 雄 日本家族計画連盟会長医博

(4) その他，本委員会運営上必要な事項は本委員会においてこれを決議する。
山 進次郎 社会福祉事業振興会理事

久 保 秀 史 国立公衆衛生院衛生入口学部長医博

3 財団法人人口問題研究会新生活指導委員会委員名簿 工 藤 昭四郎 東京都民銀行頭取

昭和41年 8月現在
釘 官 太 良日 日本陶器常務取締役

CA・B・Cll国〉
久 米 愛 弁護士

足 立 正 日本商工会議所会頭
国 井 長次郎 日本家族計画協会理事長

新 居 善太郎 母子愛育会理事長
星 木 矛U 克 参議院議員法博

安 積 得 也 新生活事業センタ円理事長
馬 島 何 東京都家族計画協会理事長医博

太 宰 博 邦 厚生団理事長 一 原 信 毎日新聞社人ロ問題調査会常任理事

藤 田 fこ き 津田塾大学学長
森 山 豊 東芝中央病院長医博

藤 原 勘 治 毎日新聞社社友
灘 尾 弘 亡同と 衆議院議員

干高 回 邦 一一 東京大学名誉教授医博
永 井 亨 前人口問題審議会会長経博

福 田 繁 文部事務次官
長 尾 頼 隆 鉄道弘済会理事

蒲 生 芳 良F 文部省社会教育局長
t内 藤 誉三郎 元文部事務次官

原 富 男 社会道徳、協会理事長文博
中 西 幸 雄 日本国有鉄道厚生局長’

本 多 音量 雄 人口問題研究所人口政策部長
那 須 培 東京大学名誉教授農博

細 谷 喜 専売公社監事
名 取 政 「I省Cl三 東京芝浦電気取締役

伊 部 突 男 厚生省年金局長
？丁 来日 得 厚生省行政顧問

飯 森 賓 日本電信電話公社厚生局長
開 崎 文 規 前人口問題研究所長I 経博

手話 田 稔 三井鉱山労務部長
大 越 新 常磐炭砿会長

入 正 局 男 日本通運副社長
奥 むめお 主婦連合会会長

石 垣 車電 評論家
尾 村 偉 久 国立小児病院長

伊 藤 金左衛門 石川島興業監査役
折 井 日 向 日本鋼管常務取締役

岩 沢 慶 一 本州製紙取締役
大 崎 康 厚生省国立公園局長

一
菅 野 義 丸 万国博覧会副会長

正 親 神 日本鋼管努務部長

Q 葛 西 嘉 資 社会福祉事業振興会会長
大 山 正 国民休暇材協会理事長，
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斎 藤 正 文部省初等中等教育局長

篠 崎 信 男 人口問題研究所人口資質部長理博

鈴 木 勝 手U 共同建物専務取締役

舘 稔、 人口問題研究所長経博

高 田 浩 運 元厚生事務次官

高 橋 展 子 労働省婦人少年局長

武 中 賢 貯蓄増強中央委員会事務局長

滝 回 実 全日本労働総同盟会長代理

田 中 長 茂 元新生活運動協会事務局長

田 中 晋 アジア家族計画協会常務理事

谷 野 せ つ 前労働省婦人少年局長

寺 尾 琢 磨 慶応義塾大学教授経博

床 次 徳 一 衆議院議員一

豊 沢 通 明 東京樹脂工業社長

内 山 義 樹 京王帝都電鉄総務部長

牛 丸 義 留。 厚生事務次官

渡 辺 智多雄 読売新聞社社友

渡 辺 定 寿命学研究会理事長医博

渡 辺 敏 一 東武鉄道専務取締役

矢 島 八洲夫 朝日新聞社総務顧問

矢 口 光 子 農林省生活改善課長

山 際 正 道 前日本銀行総裁

山 ロ 正 義 労働省労働衛生研究所長医博

山 本 正 男 トヨタ自動車工業常務取締役

山 本 松 代 前農林省生活改善課長

山 本 宇多 参議院議員医博

山 室 民 子 社会道徳協会理事

山 中 篤太郎 一橋大学名誉教授経博

山 高 し げ り 全園地域婦人団体連絡協議会会長

安 田 巌 医療金融公庫総裁

芳 都 勲 目立造船取締役

事

木

西青

上

幹

夫藤本正

森山与
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4 日本鋼管株式会社新生活運動実施状況

この新生活運動が順調に進むや，昭和29～30年頃，時の文部大臣松村謙三，厚生大臣川崎秀二

両氏が日本鋼管の新生活運動大会に出席その運動状況を視察し，此処に政府も本運動を展開すべ

きことを痛感，新生活運動協会を設立発足させたことはーに人口問題研究会の本運動指導展開が

有意義なものであったことは特筆さるべきである。

特に本運動発祥の企業体となった日本鋼管の当時の資料によって本運動実施の経過概要の一部

を紹介すれば次の如くである。

日本鋼管株式会社新生活運動実施状況

第 1 現在までに至る本運動実施の経過概要

当社の新生活運動は，川崎製鉄所が発祥の事業所で，昭和28年4月，財団法人人口同題研究会

永井理事長並びに篠崎・青木両先生の懇切なご、指導と協力により発足したもので、ある。

L 新生活運動実施の必然性

従来，事業場における従業員の労務管理は，従業4員のみに主眼を向けた結果，とかくその家

庭を軽視しがちであったが，従業員の退社後の家庭生活，寮生活にまで，立入るという言葉は

適当で、ないにしても，明日の生産の労働力をもっとも有効に蓄積させるべく，あたたかい手を

差しのべることまで，併せて考える必要があると思う。

寮におけるいわゆる寮生の管理については，戦前，戦後を通じ，各社とも相当程度には考え

ており，また実際に諸種の施策が持たれてきているが，一般家庭を持つ従業員に対しては，放

置しているのが比較的多い。

安全運動において， 「安全は家庭から」等の標語はあるが，安全・l衛生・能率・生産等いず

れも，その家庭における生活の如何が翌日の労働に，大きな影響をおよぼすものであることを

深く考えるべきである。

職場と家庭とは表裏一体，不即不離の関係におかれており，家庭における生活は，翌日の生

活のパロメ｛ターと言っても過言でなかろう。さて，家庭における生活とは，衣・食・住・育

児・休養・娯楽・教育・文化・安全・衛生等であり，この大部分が原則として，主婦の主動性

により行われ，従業員たる主人は，その生活の中ではぐ〈まれているとみるべきであろう。そ

こで，この主動力となる主婦の向上を図り，幸福な明るい家庭をつくりひいては明るい社会を

築くもととし，ひるがえっは，夫を安んじて生産に道進せしめようとするのが本運動の主眼で

ある。

一方，当時における会社の現状は，戦後の復興も漸次軌道にのり，高炉も操業を開始するに

及び，従業員は急激に増大した。

鉄鋼業としては，筋骨たくましい農村出身の青年が，特に要請されるので，自然，従業員構
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成は， これら青年層が大半以上を占めるに至った。

従って，賃金が上がり，生活が安定するに伴ない，結婚，一戸を構えると言うことになり，

妻帯家庭が急激に増加するに及び，出産もまたしり上がりにふえてきた。多産の影響は，前述

した通り，夫にとっては生活の疲労度を増し，ひいては勤労意慾の減退ならびに，安全管理上

好ましからざる誘因を招く結果となる。

一方主婦にとっては，欲しくない子供を無自覚に，次から次へ産み続けることは，肉体的に

その子供を一人前に育て上げ，教育

を施していくことは容易なことではない。以上の観点に立って，将来の厚生福祉対策を考える

も，精神的にも，相当の犠牲が強いられるばかりでなく，

どうしても家庭を無視することは出来ない。主婦を中心に，教養を高め，生活態度の計画

化をすすめ，家庭保健の実をあげるなどの，

と，

よき指導と相談相手となる運動をすすめよう一。

こんな構想を考えて施策を進めたが，当時としては，まだこれらの指導機関がなかったのであ

る。特に企業がこの運動を採り上げるには，科学的施策ということiを真先に考える必要があり，

実施前の実態調査・実施後の効果把握等は，ゆるがせに出来ない問題で、ある。

これらの問題を考えた末，財団法人人口問題研究会を訪問し，会社の意図を被涯せるところ，

同研究会においても，期を同じうして人口問題の具体的解決策として，

ておった時でもあり，全幅の賛同を得た次第である。

以上の経過を辿り，同所の新生活運動は発足をみたのである。

このような施策を考え

2. 本運動の全社的拡大，実施

本運動は昭和28年，川崎製鉄所において発祥し， 3ヶ年を経過するに及び，従業員からも多

大な感謝と期待を持たれるようになり， また労働関係にも好ましき限象を示すようになってき

Tこ。

例えば，一例を申上げると従業員の貯蓄高が急激に上昇するとか， また工場災害も著しく減

少をみるに至ったのである。これは安全担当課の適切な施策と，従業員の努力によることは勿

論であるが，家庭管理の向上が一層効果を挙げしめたことも見逃すことは出来ない。

その他，欠勤・遅刻の減少度等喜ぶべき傾向を示すに至った。以上の如く本運動も会社並び

に従業員から多大の期待を持たれ，川崎製鉄所以外の事業所においてもi本運動の実施を要望

する声が強くなってきたので，昭和31年度より，本社が主管し，全社的に実施することになっ

たのである。川崎製鉄所の実施状況については，川崎の項で詳述されるので，本欄においては

いかにして全社的に実施したか， これが立案計画及び管理運営について本社的立場から以下，

項を追って述べることにする。云々 ・・・・・・・

（以下省略〉
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5 新生活運動研修会及講演会の講演集

要するに本運動は終戦後の日本を再建するには先づ人口そのものの整備， そして生活態度のー

新を通じ国民自らが立ち上って，新生日本を建設しようという試みでもあった。

したがって具体的事項は次の如く

噌

i

n

A

円。

合理的出生計画による家族計画

生活設計による家族生活の安定

新しい家庭のモラノレによる人間関係

の三つを目途としていた。

したがって人口問題研究会は，新生活研修会を毎年行なって企業体職員の訓擦にも当っている。

と同時に多くの参考資料をも刊行しているが一覧表によって紹介することにする。

。日本人口白書 昭和26年9月

。人口問題資料の刊行

o第54号

。第55号

。第56号

。第57号

。第58号

。第59号

。第60号

。第61号

。第62号

。第63号

。第64号

。第65号

。第66号

。第67号

。第68号

。第69号

。第70号

。第71号

。第72号

。第73号

量

第53号創立20周年記念公開講演会講演集

昭和28年il月
昭和28年5月

人口問題講演会講演集

人口問題講演会講演集

第一回新生活指導幹部

昭和29年12月

講習会概要 昭和30年7月

第一回新生活指導員養成講習会並ひ、に家族計画実地指導員再教育講習会概要

昭和32年2月

創立25周年記念公開講演会講演集 昭和33年11月

新生活運動の理念と実際 昭和35年2月

入口の資質に関する主要統計摘要 昭和36年6月

生活設計のひびき

新生活の心がまえ

昭和36年3月

昭和36年11月

主婦と新生活 昭和37年1月

第4国生活設計実地指導員養成講習会概要 昭和37年7月

新生活と家庭 昭和37年10月

企業体新生活運動の展望 昭和38年1月

新生活の指導 昭和38年1月

第5回生活設計実地指導員養成講習会概要 昭和38年5月

主婦の役割 昭和38年9月

社会道徳と新生活 昭和39年1月

貯蓄と生活 昭和39年3月

創立30周年記念人口問題講演会講演集 昭和39年10月

経営の福祉化 昭和40年2月
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。第74号人づく り 昭 和40年3月

。第75号新生活のささえ昭和41年3月

。第76号不況下の新生活昭和41年11月

。第77号新生活の転機昭和42年11月

。第78号明治百年記念と新生活昭和43年11月

o第79号労働者福祉と新生活昭和44年11月

。第80号貯蓄と家庭昭和45年11月

。第81号家庭福祉の実際昭和46年12月

したがって新生活運動は昭和28年に始まり昭和46年に終っているが人口問題研究会の民間指導

活動としては多大の成果を収めた画期的事業であった。

故 舘 l稔 略 歴

明治39年11月11日 三重県亀山市西丸560に生る 昭和32年12月17日 国際連合人口委員会日本政府代

昭和4年4月3日 東京帝国大学経済学部卒 表

Q 8年10月27日 （財）人口問題研究会研究員 I/ 33年5月 1日 国民年金準備委員会委員

Q 12年1月18日 内務省社会局嘱託 Q 34年1月1日 λ口問題研究所長

’ 
14年8月25日 厚生省人口問題研究所研究官 ’ 

35年3月28日経済学博土

Q 14年12月12日 兼任内閣統計局統計官 担 38年6月1日 国立遺伝学研究所評議員

Q 16年6月2日 兼任企画院調査官 ". 38年7月3日 経済審議会臨時委員

Q 17年11月113 厚生省研究所人口政策部長 Q 39年2月25日 第11図太平洋学術会議組織委員

’ 
21年5月1日 人口問題研究所総務部長 " 41年10月21日 資源調査会委員

’ 
26年3月20日 〈財〉人口問題研究会常任理事 " 47年3月21日 勲2等瑞宝章授与

" 28年12月10日 人口問題審議会専門委員 " 47年3月21日物故（66歳〉

官 30年9月1日 日本ユネスコ国内委員会調査委

員

-・us-

区戦後の公開講演並び、に研修会の講師と演題

一般人への啓発のための公開講演も戦前に劣らず活発であった。昭和28年から38年にかけては，

毎日新聞，朝日新聞，読売新聞等の大新聞の後援の下に各種の公演会を毎年行なっており，主な

テ｛マと講演者の名を紹介すれば次の如くである。

。日本の人口問題 下村宏

。日本経済の動向と人口問題 工藤昭四郎

o雇用と人口 大河内一男

。家族計画の過去及び現在 寺尾琢磨

。日本の人口問題のあり方 山中篤太郎

。国際情勢からみた日本の人口問題 那須階

。わが国人口問題の見透し 下村宏

01954年世界人口会議を通じて見た世界の人口問題 舘 稔

01955年国際家族計画会議の開催について 下僚康麿

。人口問題審議会の決議に関する世論の反響について 松岡駒吉

.o人口問題の見地よりみたデフレ下の失業対策 藤林敬三

。人口問題研究会への挨拶 厚生大臣橋本龍伍

。人口と経済 稲葉秀三

。日本経済の展望 石坂泰三

。人口と労働 中山伊知郎

。日本人口の展望 岡崎文規

。人口問題研究挨拶 太宰博邦

白地域開発と人口問題 大原総一郎

。人口資質の向上について 岡崎文規

o世界の人口問題 那須暗

μ上の外一般人並びに各企業に対する研修会の開催は四回に及んでいる。これは助産婦，保健

婦f及び生活指導員，企業体職員を対象とした研修会で，その主な講演目次を示せば次の如くで

ある。
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昭和36年11月開催

第1因企業体主婦代表新生活研修会3 主婦と新生活

人口問題資料第63号

昭和35年11月開催

第3回生活設計実地指導員養成講習会J生活設計の手びき

得也……

勇－－－－－－

積

回

室

崎

安

飛家庭生活と貯蓄・・・＂＇・－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・貯蓄増強中央委員会事務局長

婦人と生活相談＂＂・ H ・＇・＂.・ H ・.........・ H ・－…・・…文部省社会教育審議会委員 山

西独の生活者と日本の生活者＂＂・ H ・－…＂＂・ H ・－新生活運動協会事務局長三子・・・・・・

嘉平太・．．

清・・・・・・

郎・．．．．．

子・・・・竺

男・・・．．．

民

信
篠職域の新生活運動＂＂・ H ・＂.・ H ・.........・ H ・...・ H ・－…・門人ロ問題研究所

昭和37年 2月開催

第4回生活設計実地指導員養成講習会，生活設計と実践的知識

人口問題資料第64号

子

男
民

信

ナ

、

正

、．．．．．．、

亨－－－－－－井

米

新生活運動と生活設計・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・…．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・…－・・…・永
夫

井

崎

屋

橋

室

崎

葉

本

藤

人口問題資料第61号

永

岡

土

土

山

篠

稲

藤

近

国民生活の貯蓄…・・ … ・…－ －－－－…・貯蓄増強中央委員会会長

－…・朝日新聞社論説委員
家庭経済と国民経済……－－

国民経済と貯蓄．；．．．．…－ ……・貯蓄増強中央委員会事務局次長

・人口問題研究会理事長
新生活運動と生活設計・・…・

…厚生省人口問題研究所
家族計画と生活設計…

・文部省社会教育審議会委員
生活相談の諸問題・．

・・・・埼玉大学助教授
予算生活と家計指導…－－．

・人口問題研究会嘱託
企業体における生活設計…・．

子‘しと・・・栄養改善普及会常務理事
栄養家計簿… 愛

藤→栄三郎……

生活相談の諸問題・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．久

勤労者の生活設計・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・斎

家族計画と生活設計・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・…・・・・・・・篠 男－－－－－－

勇・・．．．．

信崎昭和36年 8月開催

家庭経済と貯蓄－…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－飛田第7回企業体指導幹部研修会，新生活の心がまえ

人口問題資料第62号
昭和37年8月開催亨－－－－－－

第2国主婦代表新生活研修会，新生活と家庭

人口問題資料第65号

亨－－－－－－

敬

純

せ

つ

清

井

松

垣

野

屋

永主婦と新生活・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－人口問題研究会理事長

重

石

家

家

論評育

学

グループ指導の要点＂.・ H ・H ・H ・.....・ H ・－－……＂.・ H ・－－教

家庭の保健衛生・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・医

掛
ー
亨
稔
雄

信

谷

評論

家庭道徳と主婦の役割・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・…・・・・・・・労働省婦人少年局長

家庭経済と生活設計＂＂・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂＂.・ H ・－－…・朝日新聞論説委員 土

井

泉

屋

弁

屋

藤

山

崎

木

主婦と自主活動（パネル・デイスカッション） ＂.・ H ・－－…

昭和37年11月開催

芳

シズエ・・・・・．

豊

男

雄

太

お
平

め

信

尚

嘉

む

永

小

大

永

舘

古

加

森

篠

青

…人口問題研究会理事長
新生活の心構え・．．．

・日本銀行政策委員会委員
経済成長と職場道徳…

λ口問題研究会理事長
新生活運動一般＂.・ H ・＂.・ H ・・・・・・・ H ・－… H ・H ・＂.・ H ・－・人口問題研究所長
（質疑応答討議〉

…・元慶応義塾塾長
社会道徳の提唱・．．

員

＂＂・ H ・－日本家族計画連盟会長世界の家族計画・…・．

議院議家族計画と人口妊娠中絶…＂＂・ H ・＂＂・ H ・－…＂.・ H ・－・参

授
所
所

教
究
究

E
研
研

主
題
題

大
間
間

古
川
口
口

東
人
人

画
彰

計
樹

族
航

家
活

岡＇＇崎

奥

・貯蓄増強中央委員会会長
国民経済と生活設計……

第8回新生活指導幹部研修会，新生活の指導

入口問題資料第67号
勇
二
夫

喬
正

田
山
本

飛
中
藤

員

貯蓄増強中央委員会事務局長
生活設計 ・・・・・・・・ H ・－…＂＂・ H ・＂.・ H ・日本銀行貯蓄推進部調査役
（質疑応答討議〉 人口 問題研究会嘱託

議院議生活設計と消費生活＂＂・ H ・＂＂＂・ H ・＂＂.・ H ・.....・ H ・－－－参

総一郎・・・・・・

男

也

造

雄

男

信

得

大

忠

富

原

崎

積

野

村

大

篠

星

奥

原

安

,b. 

= 
企業体における家族計画＂＂・ H ・＂＂・ H ・.＂.・ H ・.＂・H ・－－人口問題研究所

新生活と人間関係＂＂・ H ・＂.・ H ・＂＂・ H ・＂.・ H ・＂.・ H ・－…・新生活運動協会

新生活と経済問題…・＂.・ H ・H ・H ・＂＂.・ H ・.......・ H ・－－…日本銀行大阪支店

家庭経済と生活設計＂＂・ H ・－－…・・…….....・H ・－－…大阪市立大学

家庭導徳と社会導徳・・ H ・H ・－－…＂.・ H ・＂.・ H ・－…＂.・ H ・－社会道徳、協会

一121一

議審済技術革新と新生活・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・経u
d
p
d
l
A
q
d司
吊
守
司
刊
は
ほ

W
A
M
V
 

白民一一
一秀

道

男

愛

正

富

友

山

崎

・・ H ・H・－新生活運動協会会長 1久留島
社会道徳と新生活・．．．．．

社会人とじての道徳… ・・H ・H ・－…－－ ……前お茶の水女子大学学長 噛

原
宮

社会道徳協会理事長
社会道徳…H ・H ・＂.・ H ・－… H ・H ・＂＂.・ H ・＂.・ H ・－・・慶応義塾大学教授
（質疑応答討議〉
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昭和38年2月開催

第5回生活設計実地指導員養成講習会

人口問題資料第68号

井亨…－－－

国道徳……

・・・7J(
新生活運動一般・．．

・・・・・・・・神
新生活と生活設計…・・．

．．．．．．．．．－山
家庭経済と生活設計…・・・

・・・・・・・大
生活相談の諸問題・．．．．

・・・竹
貯蓄と生活設計…

田亮

浜英子…

林秀雄－…－－

昭和38年6月開催

第3因企業体主婦代表新生活研修会，手婦の役割

人口問題資料第69号

主婦の心構え・：.…H・H ・....・ H ・・，…・1・H ・H ・...・ H ・－－…人口問題研究会理事長永井 亨……

母子福祉について.，.・H ・－・・・.・.－・・ H ・－…：H ・H ・－人口問題研究所人口資質部長篠崎信男…・・・

家庭衛生と家族計画…...・ H ・.....・ H ・・・・・・・ H ・H ・H ・・・NHKテレビドクター近藤宏一

家庭経済と生活設計…H ・H ・...・ H ・－…...・ H ・...・ H ・－・・評 論 家神田道徳・…－－

家庭道徳、と家族関係....・ H ・...・ H ・...・ H ・...・ H ・.....・ H ・－お茶の水大学教授勝部真長…

新生活の体験（シムポジウム〉・・

新生活運動と主婦の役割（研究合同懇談会〉・

昭和39年1月開催

第9回新生活指導幹部研修会，社会道徳、と新生活

人口問題資料第70号

道徳、の基礎理念…－；… H ・H ・－－… H ・H ・...・ H ・H ・H ・－－－文 学博士原 富男……

道徳と実践〈ジムポジウム） ...・ H ・－

社会道徳の意義....・ H ・.....・ H ・.......・ H ・－…....・ H ・－－人口問題研究会理事長永井 ¥ 亨……

これからの家族制度....・ H ・....・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・－－－東京大学教授川島武宜・

家庭と社会（シムポジウム〉・・

キリスト教と社会道徳..・…...・I・H ・－…・1・H ・H・...・ H ・－日本友和会書記長関屋正彦……

仏教と社会道徳－…....・ H ・....・ H ・.；.・ H ・....，・ H ・...・ H ・ － ・ 神 田 寺 主 管 友 松 円 諦 … …
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昭和39年1月開催

第6回生活設計実地指導員養成講習会，貯蓄と生活

人口問題資料第71号

国立精神衛生研究所下企業体における生活相談j・・..........・ H ・....・ H ・－社会精神衛生部長横山定雄…・・・

「生活相談の実際」 〈シンポジウム〉…・

「貯蓄と生活」・ H ・H ・－….........・ H ・....・ H ・...・ H ・貯蓄増強中央委員会会長岡崎嘉平太……

「物価と貯蓄」・……...・ H ・...・ H ・...・ H ・H ・H ・...・ H ・－…東京教育大学教授美濃部亮吉・

「家計簿のすすめ」 （シンポジウム〉……

「主婦の生活設計」....・ H ・....・ H ・－… H ・H ・－…東京家政学院短期大学教授田 中 ちた子…・・・

「企業体の新生活運動」....・ H ・－…....・ H ・.....・ H ・－人口問題研究会理事長永井 予－－－－－－

昭和39年2月開催

第10回新生活指導幹部研修会，経営の福祉化

人口問題資料第73号

社会福祉と新生活運動・…...・ H ・...・ H ・....・ H ・－……人口問題研究会理事長永井 亨・…・・

技術革新時代と人間関係（シムポジウム〉・

日本経済と貯蓄・・ H ・H ・－…....・ H ・.....・ H ・......・ H ・－－…・日本銀行大阪支店長三宅重光……

福祉社会における経営者の責務……・・ H ・H ・.....・ H ・－京都大学名誉教授高田保馬…・・

経営福祉対策へのアプロ｛チ（シムポジウム〉・

経営福祉化に対する私の考え方・…....・H ・.....・H ・－－－株式会社大丸社長井狩弥治郎……

経営福祉化に対する私の考え方・...・ H ・....・ H ・－－目立造船株式会社取締役芳都 勲－－－－－－

昭和40年3月開催

第n回新生活指導幹部研修会，人づくり

人口問題資料第74号

集団道徳……...・ H ・....・ H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・H ・H ・－人口問題研究会理事長永井i 亨…・・・

家庭のしつけ（シムポジウム〉・

人生哲学....・ H ・.....・ H ・－… H ・H ・...・ H ・....・ H ・－－－文学博士原 富男…・・・

民主的人間の形成…・....・ H ・.....・ H ・....・ H ・.....・ H ・－…日本育英会会長森戸 l辰男……

職場のしつけ（シムポジウム〉・

i
l
i－
－

i
h
i
i首

E
i
s－－
E

社会開発....・ H ・.....・ H ・H ・H ・－… H ・H ・.....・ H ・－人口問題研究所長舘

企業内幹部の育成...・ H ・H ・H ・...・ H ・...・ H ・－－－株式会社日立製作所企画室長官長

稔－－－－－－

皇
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昭和42年11月開催昭和40年10月開催

第13回新生活指導幹部研修会，新生活の転機企業体新生活運動，幹部研修会，新生活のささえ

人口問題資料第75号 人口問題資料第77号

昭四郎......., 

得－－－－－－
男

哲・．．．．．

喜
利
信

藤

汀

崎

山

村

井

謙

工

南

小

篠

片

松

永

今日の新生活運動…－…・・ ．．．．．．．．．．・・・・・新生活運動協会長亨－－－－－－

新生活運動の転機（対談〉・・ 新生活運動協会電芦理事
…日本経済新聞主f顧問
〈司会〉人口問題研錯i理事

男

一

男

実

富
喜
信

新生活運動の提唱・．．．
....・ H ・－元内閣総理大臣喜

臣
新生、活運動の誕生・．．．．．．．．．．

・・・・・・7C 
新生活運動の既往および将来・・

・人口問題研究会理事長

井

屋

崎

井

中

宮

下

山

永

原

長

篠

古

武

新生活運動の理念と実践・...........・H ・－・・…・・・・・・・・人口問題研究会理事長

東京女子大学教授
道徳観（対談〉…...・H ・...・H ・...・H・.....・H ・.....・H ・－－－専修大学教授

人口問題研究玄理事

社会保障と社会福祉・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・福祉社会研究会会長

貯蓄と生活設計…－…－－…....・H ・...・H ・－－…・貯蓄増強中央委員会事務局長 大部文

亨－－－－－－

昭和43年11月開催

第14回新生活指導幹部研修会，

馬

江

る

稔

豊

賢

徳

雪

つ

明治 100年記念と新生活

人口問題資料第78号

道－－－－－－

亨・・．．．．

山

井

蝋

永

日本の政治100年…－－－
・……東京大学名誉教授 政

子

子

彦

勝

男

隆

清

裕

重
山

場

岡

崎

山

橋
信

西

影

馬

西

篠

小

高

日本の道徳100年・…－－
....・ H ・－－社会道徳協会長

婦人労働の現状と対策（シンポジア＠〉

子

男

也

孝

信

得

二

木

植

舘

森
山

田

井

田

川

崎

積

品

篠

安

国立社会教育研修所長
家庭と婦人（シンポジウム〉…....・H ・－労働省婦人少年局婦人課長

厚生省児童家庭局母子福祉課長

新生活運動と人口問題・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・人口問題研究会常任理事

一
義
子み

宗
信
ふ

健…・…・・・H ・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・－…東芝中央病院長

東京家庭裁判所判事森
家庭と児童（シンポジウム） ...・H ・.....・H ・H ・H ・－・お茶の水女子大学教授平

評論 家 松

保性母

家

家族計画の新理念・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・人口問題研究会理事

新生活と公徳・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－新生活運動協会事務局長

論評育家庭生活の諸問題・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・教

評論家

日本電信電話公社調査役

（特別発言）日本精工株式会粁
多摩川工場労働課長

京琴芝浦電気株式会社
「フンジスター工場勤労課長

（司会〉人口問題研究会理事

不況下の新生活

人口問題資料第76号

昭和41年 5月開催

第12回新生活指導幹部研修会，

日本の家庭100年－…－－
…・・・東洋大学教授

日本の経済 100年....・ H ・－
・・・・経

亨－－－－－－

郎

稔

郎

四

三

昭

秀

井

藤

永

工

舘 家論評済 ＝と口一・・・・

／＼・・・リ・

郎・．．．．．

郎・・．．

一一
男

亀4

喜

次

睦

信

本

川

村

木

崎

藤

古

木

鈴

篠

若年労働の現状と対策（シンポジア⑮〉

立教大学教授

ι 勤労者教育研究所長

（特別発言）日本鋼管株式会社
本社労働部長

東京芝浦電気株式会社
本社人事勤労部次長

（司会〕人口問題研究会理事
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新生活運動と生活改善運動・・H ・H ・・・・・・・H ・....・H ・－－人口問題研究会理事長

経営福祉と企業責任・……....・H ・....・H ・－…....・H ・－…東京都民銀行頭取

人口問題からみた新生活運動・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・人口問題研究会常任理事

家庭福祉と新生活・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・1・・・・．．．．．．．．．．・・・・前新生活運動協会長

福祉国家と生活革命....・H ・....・H ・........・H ・...・H ・－…東京大学名誉教授

日本生産性本部専務理事
不況下の経営福祉（対談〉…...・ H ・......・ H ・－全日本労働総同盟会長代理

人口問題研究会理事

不況下の日本経済展望…H ・H ・－…H ・H ・....・H ・...・H ・－－日本銀行調査局長
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昭和44年11月開催
船舶振興会補助金による事業X 第15回新生活指導幹部研修会，労働者福祉と新生活

克－－－－－－

昭和48年lO月19日，長年の間

人口問題研究一筋に生きてきた永井亨理事長は93歳の生涯を閉ぢた。また常任理事としてこれも

長い間人口問題研究会を担っていた舘稔氏も昭和47年 3月21日にこの世を去った。

ここに人口問題研究会は新しい局面に向わざるを得なくなった。

したがって昭和21年より幹事として研究会の仕事をして昭和37年 4月1日理事となり昭和49年

人口対策，新生活運動，公開講演会等の事業を推進している南
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信 泰
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黒員議院議社会福祉と経営福祉・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・参

井

小

安

篠

経営福祉と貯蓄・・・・・・・・・・…－－－－－－－－…－・・・・・・・・貯蓄増強中央委員会事務局長

全日本労働総同盟政治福祉局長兼書記長
・…・日本労働組合総評議会政治局長

労働者福祉に何を望むか （司会〉人口問題研究会理事

また理事5月14日常任理事となった。篠崎信男が人口問題研究会の実務を担当することになり，
第16回新生活指導幹部研修会，貯蓄と家庭

人口問題資料第80号

昭和45年12月開催

長には寺尾琢磨氏が昭和49年 2月4日に就任し人口問題研究会は新陣容で再発足することになっ

た。

当時はオイルショック後の社会経済状勢をふまえ，

郎－－－－－－治

信
人口問題は切実の感に迫られつつあった。

これを人口問題の面から切り抜けようと，家族計画の諸国体の協賛の下に人口問題研究会が中心

となって昭和49年7月，第1回の全国日本人口会議，翌年，昭和50年9月に第2回の全国日本人

口会議を大来佐武郎氏を議長として開催するに到った。

しかし当時，人口問題研究会の財政は行き詰りを来たしていた。そこで昭和49年度から船舶振

興会の補助を得て事業を行うこととなったが，人口問題研究会が他の公益団体から補助を受けた

豊－－－－－－
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・東京大学助教授
現代の子どもと親子関係一

官士銀行健康管理室長
海上労働科学研究所研究員

家庭主婦の再就職について・．．．．．．．．．．．雇用促進事業団婦人雇用調査室長
（司会進行〕人口問題研究会理事

財産形成と貯蓄....・ H ・....・ H ・.....・ H ・・・・・・・・・貯蓄増強中央委員会事務局長

大脳生理と能力開発・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・新日本製鉄株式会社専務取締役

これが始めてである。

この補助事業の申請については様々な苦心の裏話がある。初めての補助申請のため船舶振興会

は受付けを断った。そして若し厚生省が理由を付して最優先ランクをつければ受付けるというも

のであった。当時常任理事であった篠崎は東奔西走し，厚生省の幹部特に会計課長小暮民を説得

のは，

それでも船舶はなかなか許さなかづた。篠崎常任理事はあるランクまでこぎつけさせたが，し，

船舶振興会が繁昌を極める前に既に京都で笹川良一氏と会うチャンスに恵まれた。これは篠崎常

まだ一介の人口問題研究所の第一科長時代，当時λ口妊娠中絶問題が喧ましくなり2任理事が，

稔－－－－

修・・・・．．

子・・・・・・

之．．
平
男

第17回新生活指導幹部研修会，家庭福祉の実際
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昭和46年12月開催

舘

福

氏

・人口問題研究会常任理事日本人口の将来....・ H ・－－

守

家
職場の安全と家庭…....・ H ・・… H ・H ・－陸運労災防止協会技術管理部次長

寿

岬

釘

新

信

・・日本女子大名誉教授
家庭主婦の生きがい…

熊
田
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崎

柏
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篠

大正大学教授
協和銀行調査役

家庭相談の要点と実際…－…...・ H ・....・ H ・....・ H ・－一弘済会館事業課長

（司会〉人口問題研究会理事
このままでは社会は悪化すると

感じた。そこで当時の黒木利克家庭児童局長を説き「いのちを大切にする運動Jを多くの団体に

呼びかけて行なったことがあった。この時偶然笹川氏と面接会談を行ったことがあったため，

の笹川氏のーの子分が篠崎に忠告して，下っ端の小役人との折衝では駄目だから事務次官か政務

次官に申請書を持たして受付けへおいてくればよいと言った。当時の政務次官は山口敏夫氏であ

また幼児誘拐事件（吉展チャン事件〉が頻発し出した時なので，

とに角10月31日午後4時までに提出し

なければならなかったι この時山口政務次官が滑り込みセーフで船舶へ申請書類を持って行き受

付けへ出したのである。あとはこの笹川氏の一党がこれを引き受けたようである。かくして補助

金を受けることとなったが3年という期限付きであった。この間，床次徳二氏が研究会の常任理
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この人と篠崎の因縁も不思議なものがあったが，ったが，
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事でもあったので口添えをして今日まで若干の補助金が貰えるようになったのである。

かく迂余曲折の努力は大変なもので，篠崎常任理事は幹事の時代から日本銀行，六大銀行など

こうした難局も乗り越えられたようである。

船舶振興会の補助事業は一般人に対する啓発普及出版事業が主なものであり，題名は「人口福

祉と教育活動費」となっている。

昭和49年度の補助金額は 1,643万7,000円であったが次第に縮少され昭和57年度は 450万にま

で減額されるに到っている。

を廻って寄付金を貰いに歩いたことがあるので，

この 4分の 3補助によって人口問題研究会は次の如き多くの啓発資料を刊行することしかし，

英文資料
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人口情報

財団法人

昭和57年度

人口問題研究研究会50年略史

。
篠崎信男

財団法人人口問題研究会

東京都港区六本木5ー 13-14
厚生統計協会内

印刷発行昭和58年2月

編集兼発行者

今回，満50周年を迎えるに当って一般地方及び全国の行政官を中心にして人口問題に関する世

論調査を行ったが 5,000通出して 811通しか回答が返ってこなかった。人口問題に関する世論調

査は昭和25年政府の世論調査所が1回行なった切りであるが，今回も極めて関心が薄いことを物

語ってもいる。

間し、合わせ連絡先

〒170東京都豊島区東池袋4ー24一2
協栄生命池袋ピル内

TEL (03) 989-9815 

印刷所大和綜合印刷株式会社

〒102東京都千代田区飯田橋1-12ー11
TE  L (03) 263-5156 （代〉

所:ff 発

したがって今後は21世紀へ向つての高齢化問題を始め，年齢別，年代別の諸問題について一段

と啓発普及活動を行うことが必要であると思っている。

28日の両日を期して各友誼団体の支援の下に全国人口問題大会を開催した

いと念願し，多くの人々の参加を期待しながらこの50年史を綴る。

終りに本年史は，船舶振興会より受くる補助金によって刊行されるのであるが，

昭和58年10月27日，

50年という長

い年月の歩みの要約に過ぎない。多くの先覚先輩の偉業を偲びつつ章を閉ぢることとする。

日本船舶振興会補助事業
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